




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「緑りよく翡ひ翠すいと申します」

　緑りよく閃せん華か国こくの教師からは物静かなふりをしろと言われている。

　わたしは名前だけを名乗って沈ちん黙もくした。とはいえ、相手の主導に期待をするのは難しそうだ。

「ぼくは神しん朔さく耀ようです。初めまして、緑公主。やっとお会いできて、嬉うれしいです」

　華か燁よう国こくの第三皇子、神朔耀がはにかみ笑いながら言う。

　この国へ来てから一週間後。午ひる時に習い事を終えた結けつ婚こん相手とお茶をする時間がとられた。

「嬉しい？」

　何が嬉しいのかわからなくて思わず聞き返した。わたしの存在は人ひと質じちのようなものでしかないと聞いている。妖魔害等々によって飢き饉きんに悩なやまされる緑閃華国が華燁国に物資支し援えんを要よう請せいするために差し出した人ひと身み御ご供くうだ。たとえば緑閃華国が今後華燁国に逆らった場合には、見せしめとして真っ先に殺される存在である。

　神朔耀が頰ほおを赤らめて俯うつむいた様子を見るに、失言だったらしい。

「あ、あの、公主を初めて拝見した時から、ぼくの結婚相手があなたでよかったなって思っていたので、つい……でも、公主にとっては嬉しいことではなかった、ですよね……」

「いえ、わたしも嬉しいです」

　どのように受け入れがたい事こと柄がらであっても迎げい合ごうするよう言われているので反射的にそう答えたけれど、本当に嬉しいかもしれなかった。

「まさかわたしで、喜んでいただけるとは思わなかったので……」

　まがい物の公主だ。万が一の時には死んでも構わない人間だから公主として送られた。

　そんな存在を、純じゆん粋すいに喜んで迎むかえ入れる人間がいるのは、幸運なことに違ちがいなかった。

　──何にせよ、この国から逃にげるつもりだから関係なんてないんだけれど。

「ぼくは、嬉しいですよ緑公主！　だってあなたはぼくが考えていた何倍もきれいで、美しくて、あなたがぼくの妃きさきになってくれるんだと思うと、胸がぽかぽかと温かくなるんです！」

「は、はあ……ありがとうございます」

「よければ今後も、こうして一いつ緒しよにお会いしたいです！」

「え？　えーっと、今回は特別にお会いできるだけだと伺うかがっているのですが」

「ぼくが皇こう帝てい陛下にお頼たのみしますから、大だい丈じよう夫ぶです！　それとも……ご迷めい惑わくですか？」

　なんだか妙みようなことになってきたとは思ったけれど、わたしの言葉を待って虹にじの輝かがやきを帯びる琥こ珀はくの目が潤うるんでいくのを見ていると、どうも嫌いやだと口にするのは難しかった。







[image: 第一章　黒南風の夜]

　夏の夕暮れ時、避ひ暑しよの宴うたげが行われる。

　場所は宮城の奥。大だい明めい園えんという内ない苑えんで、皇帝の私園だ。

　普ふ段だんは開放されない内苑に今日ばかりは昼から大勢の人間が出入りしている。

　招待客は文武百官に女官たちが入り乱れる。

　朔耀様やわたしたちは彼らとは別所に席を持っていた。

　特に朔耀様に親しい者だけが丘おかの斜しや面めんに階段状に作られた座ざ敷しきへ招かれる。官かん吏りたちは選ばれた寵ちよう臣しんたちを羨うらやむように地上からわたしたちを見上げている。わたしは更さらに、丘の頂点に作られた華か亭ていに席を与えられていた。朔耀様の家族とも言うべき人しか座ることを許されない席。わたしもそこにいられるのは、誇ほこらしいと思うけれど……。

「どうしてわたし以外に妃が二人いるの？」

「愛あい賢けん妃ひと楊よう淑しゆく妃ひがどうか致いたしましたか……？」

　天幕の外を窺うかがっていた白はく恵けい顕けんが怪け訝げんそうに振ふり返る。

　わたしたちは華亭近くの斜面に張られた天幕の一つにいる。

　わたしの髪かみは双そう鬟かんに高く結ゆいあげられ、珠しゆ鈿でんで飾かざられた。

　赤い長ちよう裙くんの上に上じよう襦じゆは羽織らず、薄はく紗さの衣ころもで肌はだを隠かくし、金糸で唐から草くさ模も様ようを織り込んだ錦にしきの披ひ帛はくを重ねている。炎えん昼ちゆうよりいくらか和やわらいだとはいえ、汗あせばむ肌に薄紗が張りつく。

　我が慢まんして着ているのは、その必要があるからだ。

「朔耀様と特に親しい人だけが呼ばれるんじゃないの？　大長公主はわかるよ。だって朔耀様の叔お母ば様なんだし……」

　血の繫つながり方については、叔母と甥おいの関係というには少し複雑だけれども。

　朔耀様の父は、前々皇帝の後宮の女が余よ所その男と作ってしまった子どもだという。だから朔耀様の父は皇帝の血を引いていない皇帝だった。

　皇帝の娘むすめとは表面的には兄妹きようだいだけれど、朔耀様の父に血の繫がりはなく、必然朔耀様とも父方の血は繫がっていないということになる。

　ただし朔耀様の母方の親しん戚せきではあるので、家族というくくりで間ま違ちがってない。大長公主にとって、朔耀様のお母様は母方の叔お父じの娘であり、父方の叔母の娘でもある。強い結びつきを持つ従妹いとこだ。だから大長公主はいて当然だ。

「陳ちん皇太后も仕方ないってわかるよ。だって一応朔耀様の嫡ちやく母ぼってことになってるから」

　朔耀様と陳皇太后が全然親しくないのは勿もち論ろんみんなが知っている。

　けれど正式に嫡母として認められてしまっているから、実の母として扱あつかわないといけない。

　朔耀様にとっても苦く渋じゆうの扱いだろう。

「でも妃は……。だってもう、わたし以外の妃の子じゃ意味がないって……」

　白恵顕は白銀の眉まゆを顰ひそめて侍じ女じよたちを天幕から下がらせた。

「馬ば鹿かなことを言っていないで……その目をどうにかする方法を考えねばなりません」

「目？　そういえば輝いているんだっけ」

　わたしの瞳ひとみには五ご彩さいの炎ほのおの輝きが宿っている。体感としては何も感じないし物を見るのに不自由しないから、時折うっかり忘れそうになる。

　神仙の試練を経へて、この身に流れる血潮に神仙の加護を宿した証あかしだ。

　本当は華燁国の皇帝、朔耀様が受け継つぐはずだったもの。始めの皇帝、天てん宗そうから継いだ血には治める国を守護する加護があった。それが薄うすれる頃ころに再び神仙が試練を課すと言われていた。

　その加護を何な故ぜか、異国から来た人間であるわたしが手に入れてしまったのである。

　華燁国に加護の血を取り戻もどすには、世よ継つぎはわたしの子でなければならないというわけだ。

「そこで、これです……目に薄く切った色瑠る璃りを貼ってもらいます」

　白恵顕が取り出した箱の中に並べられていたのは、緑の丸く薄い色瑠璃だった。

「なにそれ!?　無理無理無理！　恐こわい恐いっ」

「……大丈夫です。私も試ためしてみましたが……つけ心ごこ地ちは悪くありません」

　白恵顕は自分の眼球に指で触ふれた。

　悲鳴を抑おさえつつ見ていると、その指に紫むらさき色いろの色瑠璃が張りつくのが見てとれた。

「えっ、いつからつけていたの？」

「今日の朝からです……問題はないようですよ」

　白恵顕が長い白銀の睫まつ毛げを揺ゆらしながら瞬まばたきする。

　疑わしい気持ちでその目を覗のぞき込んでいるとお義兄にいちゃん、裴はい琅ろう玄げんも天幕にやってきた。

「って、そんなことより妃たち！」

　お義兄ちゃんは瞳を丸くして小首を傾かしげた。

　白恵顕は溜ため息を吐ついてわたしの言葉を妨さまたげた。

「馬鹿げた話なので聞く耳を持つ必要はありませんよ……琅玄」

「妃がどうしたんだい、翡翠さん」

「どうしてわたし以外の妃が朔耀様の親しい人のための宴にいるの？　って話！」

　いつも後宮に朔耀様が現れると、後宮内は騒そう然ぜんとする。

　たとえ夜中でも鼓つづみは打ち鳴らされ、昼間だとそこに鐘かねや磬けいのけたたましい音が加わったあげく、「大華燁国皇帝陛下のお成り」という道士の朗々たる声が響ひびき渡わたる。

　幸運にも神しん仙せんに寵ちよう愛あいされる加護を持つ華燁国だからこその賑にぎわいだ。華燁国でなければ妖よう魔まを呼び寄せるだろう。

　盛大に朔耀様の訪問が後宮中に周知されてからしばらくしても朔耀様がわたしのいる翠すい星せい宮きゆうに現れない時には、朔耀様は別の場所に行っているという意味になる。

　最近、この時間がたまらなく嫌きらいだった。

「わたし以外の妃はいらないはずなんだから、みんな後宮から出てもらえないの？　妃がいっぱいいるのはそもそも、お世継ぎのためなんでしょ？　だから、後宮にいる必要がないでしょ！」

「……口を慎つつしんでください、裴はい貴妃」

「だって、だって！　結けつ婚こんっていうのは、男と女が一人ずつ、それが普ふ通つうなんだよ？　女だけいっぱいいるなんて変だよ！」

「お黙だまりなさい……」

「でも！　これから大長公主に結婚の後押しをしてもらいにいくんだよね？」

　宮中には二人の女性からなる権力構造がある、と聞かされている。

　女性の権力者として頂点に立つのが陳皇太后と、大長公主。

　どちらか片方の協力を得られれば、華か燭しよくの典てんを挙げられる、みたい。

　陳皇太后がわたしと朔耀様に好意的であるはずがないので、大長公主にわたしたちの華燭の典について協力をお願いするのが今回の宴の目的なのだ。

　わたしが朔耀様の家族に、恋こい人びととして挨あい拶さつに行くのである。

「それなのに、その場にわたし以外の妃がいるなんておかしいよ！」

「裴貴妃!!」

　白恵顕が大声を上げた。

　その白い頰ほおはうっすらと赤く染まっている。

　眉を顰ひそめて、もしかして、怒おこってる？

「貴女あなたは貴き妃ひなのですよ……ご自分の言葉には重々気をつけねばなりません。現在は皇后が空位だからこそ貴妃は後宮内の妃たちをとりまとめねばならぬ立場なのです……排はい斥せきを願うなどもっての外です！」

「でも！」

「貴女のすべきことは！　むしろ妃たちが後宮内で何不自由なく過ごせるように配はい慮りよすること……皇后になれば尚なお更さらのこと……貴女は彼女たちの一番の味方とならなければならないというのに……」

　白恵顕は深い溜め息を吐いた。

「皇后として何をするべきかを理解していない貴女のような娘を……朔耀様の皇后として推おさねばならないなど、悪夢のようです……」

「そのくらいにしておけ、恵顕」

「朔耀様！」

　別の天幕で着き替がえてきたのだろう。豪ごう奢しやな朝服を脱ぬいだ朔耀様は簡素な円えん領りよう服に着替えていた。簡素な分、朔耀様の持ち前の凜り々りしさが際きわだって見える。

　柔にゆう和わな微笑ほほえみを湛たたえる朔耀様なら、味方をしてくれるだろうと思ったのに──。

「すまないが、翡翠。華燭の典は余と翡翠だけの問題ではないのだ」

　口調は白恵顕より優やさしいけれど、それだけだった。

「皇こう帝ていと結婚し皇后になるということは、宮中を形作る構造に組み込まれるという意味なのだ。そこには家族としての関係だけでなく、権力や地位としての関かかわりがあり、上手うまく関係を築けない者は孤こ立りつしてしまい、生きられない。それは余とて同じことよ」

　難しい言葉はよくわからない。けれど朔耀様が言いたいことは理解した。

「そなたには辛つらい思いをさせてすまないとは思っている。だが妃たちへの不快感を示してはならない。家族のように迎むかえ入れてくれ。今日ここへ呼び寄せた妃はどちらも宮中の勢力に大きな影えい響きよう力を持つのだ。にこやかにな、翡翠」

「約束は……？　どうなったの」

　朔耀様はかつて、わたし以外の妃を持たないと約束してくれたのに。

「勿論守る。だが、今ではないというだけだ」

「後どれぐらい我慢すればいいの？　一ヶ月くらい？　それとも半年？」

「難しいのだ、翡翠。事は酷ひどく複雑で、度し難がたい。そなたが思うほど短期間では成らぬであろう。……どうか泣かないでくれ」

　目に膜まくのように張った涙なみだが零こぼれないように、目を見開いて我慢した。

「おや……五彩の輝かがやきが失うせていますね？　陛下がまだ幼い皇おう子じの頃にした約束を盾たてにとって脅おどすような……そのように濁にごった心から溢あふれた涙は神仙の輝きを消すようですね」

「やめないか、恵顕」

「あまり身勝手なことをおっしゃって政事を壟ろう断だんするようであれば……こう考える人間もいるかもしれませんよ……たとえ加護を失ったとしても優すぐれた皇后を得るべきではないかと」

「恵顕！　やめよ!!」

　朔耀様が苦い顔をして声を荒あららげると、白恵顕は大たい儀ぎそうに拱きよう手しゆして出ていく。

　朔耀様も一いつ緒しよに行ってしまい、後にはわたしと、お義兄ちゃんが残った。

「今の、白侍じ中ちゆうが言ったのは……わたしが、いらないってこと……？」

「翡翠さん、気にしないでいいよ。今のは恵顕先生の言い過ぎだから」

「でも……」

　白恵顕たち道士は、華燁国を守護する加護にこだわっている。

　それが尊そん崇すうする神仙によって齎もたらされたものだからだ。

　だからわたしは、いわば、安あん泰たいなのだと思い込んでいた。

　わたしが朔耀様と絶対に結婚しないといけないのだ。そう考えていた。

　そうじゃないと華燁国のみんなが困ると言ったのは朔耀様だし、白恵顕だ。

　その白恵顕が、加護を失ったとしてもわたしじゃない方がいいかもしれないと言った。

「確かに……加護がなくても、滅ほろびていない国はある……」

　緑閃華国などその典型だ。

「翡翠さん！」

　わたしの呟つぶやきにお義兄ちゃんが悲鳴のような声をあげた。

「ごめん、今のは完全に恵顕先生が悪いんだ。翡翠さんはこの国にとって、僕たちにとって絶対に必要な存在だよ。翡翠さんを脅おびやかそうだなんて、勢いで言っただけだ！」

「白恵顕があそこまで言うのは、わたしが皇后として全然ふさわしくないからだよね……」

「そんなことはない！」

「あるよ、お義兄ちゃん。だってわたしには、妃がいっぱいいなくちゃいけない意味がわかんない」

　不快感を示しちゃいけない？　家族になれ？　……にこやかに？

　そんなの不可能だよ。できっこない。妃たちが視界に入るだけで面おも白しろくないのに。

「翡翠さん、ごめん、僕の力不足のせいだ……ごめんね、頼たよりない侍中だし、頼りないお義兄ちゃんで……！」

　お義兄ちゃんは悪くないよ、と言おうとしたけれど、口を開くと今にも泣いてしまいそうだった。化け粧しようが剝はげ落ちた見苦しい顔で大長公主や他ほかの妃たちの前に出たくないから、涙とともに言葉を飲み込んだ。

　わたしに甘いお義兄にいちゃんは、ずっと謝り続けていた。

　重苦しい気持ちを胸に湛えたまま押し黙っていると、侍じ女じよたちが出で迎むかえに来た。

　宴うたげが始まろうとしていた。
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「此こ度たびの宴はあたくしの黎れい耀ようの立太子の発表の場ではなかったのですか!?」

　宴は波乱から始まった。素すっ頓とん狂きようなことを言い出した人がいたのだ。

　長い黒くろ髪かみを高こう髻けいに結ゆいあげている、少しふくよかな女性が甲かん高だかい声で叫さけび散らす。

　彼女が陳皇太后だった。十年前、わたしと朔耀様を殺そうとした人だ。

　陳皇太后は今日の宴を、自ら産んだ皇子黎耀の立太子の発表の場だと勘かん違ちがいしていたらしい。

　朔耀様の宴の挨拶を聞いて初めて自分の考えが間違っていると気づいたようだ。

「どうしてあのような考え違いをしているのでしょう？」

　わたしの隣となりに座る楊淑しゆく妃ひが不思議そうにぽつりと呟いた。

「さあ……妄もう想そうと現実の区別がつかないのではありませぬか」

　楊淑妃の側に控ひかえる侍女の返しは辛しん辣らつだ。

「陳皇太后陛下、お静かに」

　陳皇太后の側にいる道士が宥なだめようとしていたけれど、彼女は静まらなかった。

「嫌いやよ！　どうして？　あなたも、黎耀は立太子されるべきだと思うと言ったじゃない？　だからあたくしとても楽しみにしていたのに、どうしてこんな辱はずかしめを受けなくてはいけないの？　そもそも、どうして黎耀を立太子させないのかがわからないわ。あたくしは──」

「母上様、違うと言ったではありませんか……ただの避ひ暑しよの宴なのですよ。初めからそうお伝えしたではありませんか……！」

　少年が興奮する陳皇太后の袖そでを引っ張って必死に宥めている。彼は神黎耀。

　十年前、わたしが炎ほのおの中に消えた後に起きた王位交こう替たい劇の際、陳皇太后の二人の息むす子こは朔耀様の即そく位いを認めなかった。結果、第一皇子と第二皇子は謀む反ほんに関わり亡なくなった。

　けれど、当時まだ母親のお腹なかの中にいた黎耀皇子は権力闘とう争そうに巻き込まれずに済んだのだ。

　そして今、母親の暴走を止めようと奔ほん走そうしている。

　涙を含ふくんだ黎耀様の声を、わたしは俯うつむき、感情を押し殺して聞いていた。

　未いまだ涙が乾かわかない。そのせいで色瑠る璃りを嵌はめることもできず、俯いて目を隠かくしている。

　こんな宴、何かがおかしいって始まりからわかっていたのだ。思った通り台無しで、気持ちが暗く落ち込んでいく。

　それにしても、と涙で濁った視界に目を凝こらす。陳皇太后の姿が意外だった。

　こんな人がわたしと幼い朔耀様を神しん仙せん廟びように閉じ込め焼き殺そうとしたのか。

　もっと冷れい酷こくで、言ってはなんだけれど、もう少し賢かしこそうな印象だった。

「あたくしが出る価値のある宴ではないようだわ。行くわよ、黎耀！」

　黎耀皇子は疲つかれた顔をして殿てん上じようの朔耀様を見上げると、軽く目を伏ふせた。

「早くなさい！　黎耀！」

「はい！　母上様！」

　陳皇太后と共に黎耀皇子が華か亭ていから降りていく。

　後ここに残るのは、朔耀様の他に大長公主と妃きさきが二人。

「──とまあ、今こ宵よいの宴は無礼講だ。日ひ頃ごろの序列にこだわらずに楽しんでくれれば嬉うれしく思うぞ。陳皇太后陛下におかれては余が言う前から無礼講というものがなんたるかをご存じのようであったがな」

「今年も陛下が夏の宴を催もよおし遊ばされまして、再びお召めしいただけましたこと心より感謝を申し入れますわ」

　大長公主が柔やわらかい声こわ音ねで、朔耀様の挨あい拶さつに対する感謝を口にする。

　朔耀様の叔お母ばにあたる大長公主がゆっくりとその場で叩こう頭とうしたので、わたしたち妃も感謝の言葉を唱和しつつ叩頭した。

「楽にせよ。今宵は堅かた苦くるしいところのない避暑の宴なのだからな」

　朔耀様の言葉で顔をあげた後、わたしは緊きん張ちようで身を固くした。

　これからわたしは、大長公主と初めて会話する。朔耀様と大長公主との間でそういう運びにすると話がついているのだ。穏おだやかそうな人だから、なんとかお話しできそうだ。朔耀様が払はらってくれた労を思うと少し心が明るくなった。

　わたしと大長公主はこれから世間話を交かわす。そうしてみんなの前で意気投合してみせた後、朔耀様から大長公主に是ぜ非ひとも相談があると打ち明ける。

　朔耀様はわたしと正式な結けつ婚こんをしたいのだと大長公主に提案する。

　大長公主が喜んでそれを認めてくれれば、この場にいる誰だれも反論はできない。陳皇太后がいなくなってくれたのは、むしろわたしたちにとってはよかったのかもしれない。

　晴れて華か燭しよくの典てんを挙げることが叶かなうだろう。

　──けれど、大長公主が話しかけたのはわたしではなかった。

「昨年は酷ひどい暑さでしたから、楊淑妃、目を回して倒たおれてしまって宴に参加できなかったのは貴女あなただったかしら？」

　大長公主が微笑ほほえみながら話しかけている……楊淑妃に。

　あ、れ？　どうして？　朔耀様、打ち合わせたんじゃなかったの？

　朔耀様の方を見やると、微笑みを湛たたえながらも大長公主に強い視線を送っていた。

　けれど、黒髪に灰色の目をした美しい女性は気づかない様子で話を続ける。

「楊淑妃、どうだったかしら、覚えていて？」

「……宴に参加できなかったのは愛賢けん妃ひです」
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「まあ、そうだったかしら？」

　柔にゆう和わな微笑みを浮うかべて懐なつかしげに遠くを見る目をする大長公主は、もしかすると朔耀様との打ち合わせの内容を忘れてしまったのかもしれない。

　大長公主に話をふられた楊淑妃は、長い黒髪に金の瞳ひとみの女性だった。

　楊淑妃は二十二歳だけれど、可愛かわいらしい顔立ちと背せ丈たけの低さから年ねん齢れいが上だというのを感じさせない。あまり表情が変わらず、その応こたえは淡たん々たんとしていた。

「酷いですわ、大長公主殿でん下か！　あたし、初めの宴の時には元気でしたのよ。けれど殿下がお倒れになったので宴が延期され、延期された宴に合わせて寝ね込こんでしまいましたの！」

　酷いと言いながらも、ころころと明るく笑いながら言うのは白銀の髪かみの妃だ。

　愛賢妃。確か十九歳。わたしより年上だけれど、朔耀様よりは年下だ。

「そうそう、そうだったわ。あの時は申し訳ないことをしてしまったと思ったのよ。今年はみな息災で大変喜ばしいわ」

「本当に、喜ばしい限りですわね、大長公主殿下」

　大長公主は愛賢妃とも微笑み合う。

　一人一人と喜びを分かち合うかのように、大長公主は華亭にいる人々に柔らかな視線を向けていく。傍かたわらに控える侍女にさえもだ。

　けれど灰色の眼まな差ざしは、わたしの上を通らない。

　まるでわたしはここに存在していないかのようだった。血の気が引いていく。

「これも陛下のご聖せい恩おんの賜たま物ものでございますわ。みなで万歳を申し入れましょう」

「うむ……ありがとう、叔お母ば上うえ。昨日お話しさせていただいた旨むね、覚えておいでか？」

　朔耀様も気づいたのだろう。強ごう引いんに話をわたしとの婚こん儀ぎに差し向けようとした。

　でも恐おそらく、大長公主は覚えていないわけではないのだ。

「……賜し氷ひようのお礼を申し入れさせていただきましたわね、陛下。ご配はい慮りよいただいたご懇こん命めいをこうむりまして、こうして陛下の御ご前ぜんにて宴を楽しませていただけるものと感謝の至りにございますわ」

　たとえ朔耀様が話しかけたところで、思い出す気もないのだろう。

　大長公主は柔和に微笑みながら、意図的にわたしとの会話を避さけている。

　朔耀様の側にいた白恵顕が立ち上がり、大長公主の後ろに控えていた道士のような男に声をかけた。彼は白恵顕との会話を拒こばむように俯いた。大長公主の命令なのだろうか。

　妙みような雰ふん囲い気きの道士だった。剃てい髪はつのつるつるした頭の男だ。

　大長公主自身、わたしと視線が合わないように逸そらし続けている。事前に話が通っていたのを知らない人にとっても、わたしが大長公主に無視されているのはわかるだろう。

　楊淑しゆく妃ひはわたしと視線が合いそうになると顔を背そむける。

　愛賢妃は肩かたを震ふるわせながら上じよう襦じゆの袖で口元を隠した。

　どこかからくすりと笑う声が聞こえ、顔から火が出るかと思った。

　わたしの背後にずっと控ひかえていたお義兄にいちゃんがとても小さな声で呟つぶやいた。

　震える声で「ごめんね」と。
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　わたしの中で宴うたげは終わった。けれど宴はまだ続いている。

　丘おかの下で繰くり広げられる賑にぎやかさが苦痛だった。

　離はなれたくてわたしはひと気のない方へとふらふらと歩き続けていた。

　幸い朔耀様にも白恵顕にも仕事があるようで会わずに済んだ。……朔耀様にさえ会いたくないと思っているのが情けなかった。

　侍じ女じよが一人だけわたしについてくる。お義兄ちゃんはついてこなかった。来てくれるような気がしたのだけれど思い違ちがいだったらしい。今いま頃ごろ何をしているのだろう。

「朔耀様、本当にわたしと結婚したいと思ってるのかな……？」

「勿もち論ろんでございますよ、裴貴妃」

　歩きながら呟くと、老侍女の霜そう亜あ青せいが合いの手を入れてくる。

　けれど彼女はわたしが何を言おうと肯こう定ていするだけだ。

「裴貴妃は大家に愛されていらっしゃいます」

　優やさしく微笑んでくれていた。約束を果たそうと言ってくれた。

　でも、わたしが皇后にふさわしいだなんて朔耀様は一言も口にしたことはない。

　本当は困ったなって思っていたかもしれないの？

　約束してしまったから果たさなければならないと、義務感から言っていただけなの？

　神しん仙せんの加護がわたしの血に宿ってしまっているのだから、仕方がないって……？

　朔耀様が噓うそを吐ついてもわたしにはわからない。

　無理に微笑んでくれていた日があったのかもしれない。

　朔耀様の気持ちを誰より理解しているはずの、ご家族が反対しているのだから……。

　そう思うと、目の前が真っ暗になる。

「もう……どうしたら……っ！」

　涙なみだで目が潤うるんだ。能天気にもうすぐ華燭の典だと喜んでいた自分が馬ば鹿かみたい！

「わたし、もう朔耀様はわたしのものだなんて思ってた」

　亜青は今度は何も言わなかった。

　彼女一人だけは侍女の中でわたしの秘密をある程度知っている。

　知っても問題のない侍女ということで選ばれ、全すべてを朔耀様たちの方で説明の上、わたしの身の回りの世話のためにやってきた人だった。無む駄だ口ぐちを叩たたかず私語を嫌きらうので、わたしの方は彼女のことをほとんど知らないけれど。

　何しろ瞳に浮かぶ五ご彩さいの炎ほのおを、わたし一人では隠かくしきれない。

　今となっては胸にわだかまる気持ちも一人では抱かかえきれなかった。

「神仙に星宿を背負う権利を与あたえられたから……何もかも、思い通りになるとさえ思ってた。でも、きっと違ったんだ……」

　わたしの子が皇太子になりさえすればいいのなら、皇后は別の人でもいいのだ。

　皇后が嫡母として、わたしの子を後見するというやり方がある。

　陳皇太后と朔耀様の関係がこれだ。白恵顕だって同じことにすぐ気づいただろう。

　朔耀様とわたし以外の妃きさきの華燭の典なんて耐たえられない！

「きゃあっ」

「裴貴妃!?」

　気づくと受け身もとれずに無様に転がっていた。

　腕うでを強したたかに打ち付けた痛みに悶もだえながら、何に足を取られたのか気づいて愕がく然ぜんとした。土から張り出す木の根だった。こんなものに足を取られたのは、十年以上ぶりかもしれない。

　最悪だ。どれだけ目の前が見えていなかったのだろう。

　一年前のわたしなら目を瞑つぶっていても歩けた道だ。

「わたし、ほんとに……ダメになってるんだ」

　わたしは、何もできないのに多くを望んでしまっているのかもしれない。

　仕事もできないのに対価をもらおうとした。

　それが許されると思っていた、勘かん違ちがいの大おお馬ば鹿か者だ。

　ひん曲がった高こう髻けいに泥どろだらけの裙くん。着き飾かざっている自分が滑こつ稽けいで、汚よごれた姿が似つかわしい。

　こんなわたしでは朔耀様が好きでいてくれる理由すら見つからない。

「落ち着いてくださいませ、裴貴妃。大だい丈じよう夫ぶですからね。すぐにお召めし替かえの準備をして戻もどりますよ。こちらで少々お待ちくださいませ」

　亜青はわたしを宥なだめて小走りで駆かけていく。

　汚きたならしい恰かつ好こうで天幕に帰るというわけにはいかないのだろう。わたしも今夜は無様な姿を誰だれにも見られたくなかった。きっとまた笑われるだろうから。

　裙の裾すそは破れていた。朔耀様にもらったものなのに……。

　膝ひざを抱えて木の根に蹲うずくまっていると、何か聞こえてきた。笛の音だ。宴の楽を聞きたくなくて、耳を塞ふさごうとした時に気づいた。郷きよう愁しゆうを誘さそう音色は宴の会場ではなく、会場の外の林から聞こえてくる。燈とう籠ろうの灯あかりの届くところまでが宴の会場だ。それより外には出ないように注意されているのに。

　光の外側の闇やみ、その更さらに外れた雑木林の暗い陰かげの奥から素そ朴ぼくな笛の音が聞こえた。

「誰か遭そう難なんしたのかな……？」

　暗闇の中で笛を吹ふく。金物の音と違い木笛の自然な音色は妖よう魔まをさほど引きつけない。助けを求める叫さけび声ほどは、という程度の違いにすぎないけれど。

　山で遭難した時には一か八ばちか、わたしの国では笛を使って助けを求める。

　広い雑木林に迷い込んだ誰かが助けを求めて笛を吹いているのかもしれない。

「風が強くなってきた……」

　夜闇がいつしか深くなった。月が雲で隠れたのだ。

　空高くを吹く風が連れてきた黒雲は見る者を不安にさせる。

　助けに行くか迷った。以前のわたしなら深く考えることなくすぐに様子を見に行った。考えて、やめた。侍女と離れるなと朔耀様にも言われている。

　ここは妖魔の出る山でもないし、遭難したとはいえ今晩だけのこと。……また皇后に相応ふさわしくない人間だと思われるような行動はしたくない。

　でも、奇き妙みようなことはまだ続いた。

「ん？　……楊淑妃？」

　妙に茂しげみがざわついている気がして目を凝こらしたら、燈籠も持たずに林に分け入っている楊淑妃を見つけてしまった。宴から抜ぬけ出して何をしているのだろう？

　多分、笛の音の方に向かっているのだと思うけれど、供の侍女も連れていない。

　彼女の姿はすぐに木に紛まぎれて見えなくなった。

　笛の音の主を助けようとしているのだろうか。侍女もつけずにふらふらしていたら、たとえ助けても怒おこられるだろうに……遭難してしまったらもっと怒られるに違いない。

　遭難して、そのまま楊淑妃が見つからなければ……朔耀様がとられるかもだなんて怯おびえずに済む……膝に頰ほおをつきながらそう考えたところで、自分の考えにぎょっとした。

「なんてことを……っ」

　掠かすれた声が出て自分の口を手で覆おおった。今考えたことを誰にも知られたくない。

　なんてことを考えるの!?　楊淑妃は朔耀様の再従姉弟はとこなのに！

　大長公主と同様、楊淑妃もまた、朔耀様の母方の親しん戚せきだ。

　大長公主にとっても親戚だ。先さき程ほど、大長公主はしきりに楊淑妃に話しかけていた。愛賢けん妃ひのことは無視はしていなかったけれど、さほど声をかけてはいなかった。きっと大長公主は楊淑妃を朔耀様の皇后にと推おしているのだろう。

　なら楊淑妃さえいなくなればわたしが朔耀様と結けつ婚こんできる可能性が──。

「いやっ！　こんなこと考えたくないっ」

　わたしは頭かぶりを振ふった。恐おそろしい考えを取り除きたかった。でも、意識すればするほど難しい。いてもたってもいられず立ち上がり雑木林に飛び込んだ。

　楊淑妃を追おうとしたら、彼女は既すでに気配もない。血ち眼まなこで探した。

　もし楊淑しゆく妃ひがこのまま見つからなかったら？

　朔耀様はいつかわたしにこう質問する。見捨てたのか？　と。全てを見み抜ぬく目で。

　欺ぎ瞞まんは暴あばかれるだろう。朔耀様はどんな目でわたしを見る？　想像だけで総毛立つ。

　これから先、朔耀様の前に立つ度たびに、どんな問いを投げかけられるだろうかと怯えながら過ごしたくはない。わたしは全力で楊淑妃を追った。絶対に、見捨てられない。

「どこ行ったの……！」

　木笛の音色を追った。恐らく楊淑妃もこの音色を頼たよりに林に分け入っているからだ。

　けれど、かなり近づいたと思ったところで音も途と絶だえた。

　そのまま、仕方なく勘かんで進んだ。わたしの運はまだ尽つきていなかった。

　まっすぐ進んでいくと空き地に出て、立ち呆ほうけている楊淑妃を見つけられた。

「どうして裴貴妃がこのようなところへ……」

　現れたわたしに、楊淑妃は驚おどろいているようだった。その姿を見てへたり込みそうなほど安心した。

「笛の音が聞こえたから、助けにきたの」

「助け？」

　楊淑妃はオウム返しに繰くり返した。

「そう、真っ暗な林で迷っている人がいるのかと思って。楊淑妃もそうでしょう？」

「……笛の音など聞こえませんでした」

「は？」

「笛の音など、わたくしは聞いていません」

　楊淑妃は頑かたくなな表情で言った。

　なんでそんな噓うそを吐つくの？　先程まではっきり聞こえていたのに。

　楊淑妃の手には笛がない。薄うす布ぬのの襦じゆ裙くんのどこかに携たずさえている様子もない。

　つまり他ほかの誰かがここにいて、笛を吹いていたということになるけれど……。

　楊淑妃と半ば睨にらみ合うような形で硬こう直ちよくしていると、背せ丈たけの高い犬いぬ稗びえがガサリと揺ゆれた。

　思わず身構えた。妖魔が出てくるはずはない。

「お二人とも！　ここは立ち入り禁止ですわよ？」

　出てきたのは愛賢妃だった。わたしは慌あわてて構えを解いた。きっと自然に出てくる護衛としての習慣も、妃としてふさわしくないに違ちがいない。

「何をしていらっしゃるの？　お二人とも侍じ女じよもつけずに」

「あなたこそ一人で何をしているのです？」

　楊淑妃が鋭するどい口調で切り返すと、愛賢妃はあっさりと言った。

「あたしは侍女とはぐれて道に迷っていたんですわ。困っていたら裴貴妃の姿を見つけたので後を追ってここへ。お二人に会えてよかったですわ」

　愛賢妃につけられていたらしい。気づかなかった自分に呆あきれるより先に怖おぞ気けだった。

　彼女の尾び行こうに気づかないということは、妖魔につけられていても気づけないということだ。

　注意力の衰おとろえに吐き気がした。その能力が今のわたしにとって必要かどうかは疑問だけれど、唯ゆい一いつ誇ほこれる自分だったのに。

「わたくしも侍女とはぐれてここへ」

　楊淑妃は淡たん々たんと答える。愛賢妃はぽかんとして言った。

「ここにいる皆みな、迷子ということ？　……おかしな偶ぐう然ぜんもあるものね」

　愛賢妃はころころと明るく笑い出す。

　確かにおかしな話ではある。ここには後宮の妃きさきのうちでも最も位の高い四妃が三人、侍女も連れずに集まっているのだから。

「ならみんなで篝かがり火びの下へ帰りましょうか？　うふふ、まるで仲良しみたいで面おも白しろいわね」

　微み塵じんも仲良くなどないのにね。

　胸を押さえた。心臓が早はや鐘がねのように鳴っている。妖魔が出てもこれほど動どう揺ようはしなかった。

　二人を明るくて安全な場所まで送り届ければ落ち着くだろうか。

　踵きびすを返した──そこで、もう一人いるのに気がついた。

　愛賢妃の後ろ、木立の影かげの重なる濃こい暗闇に溶とけ込むように身を屈かがめている。

「裴貴妃？　どうかいたしまして──？」

　愛賢妃がのんびりと言いながら振り返り、己おのれの背後の闇を燈籠で照らし出す。

　闇に浮うかびあがったのは中肉中背の男だった。手には抜き身の長ちよう剣けん。

　顔には凄すさまじい形相の鬼おにの面。

「ひっ」

　愛賢妃が悲鳴をあげた。後ずさりして、叢くさむらに足をとられて転げた。

「愛賢妃、急いで立ち上がって、下がって！」

　わたしたちに気づかれた男は空き地へとぬるりと姿を現した。

　ありきたりな藍あい色いろの官服だ。武器の携けい帯たいを禁じられた大明園で長剣を持っているのはおかしいけれど……。

「酔すい漢かんかな？　その恰かつ好こうからするに、剣けん舞ぶでもしていたの？」

　わたしはゆっくりと手を挙げていく。降参しているように見えたらもうけものだ。

　今日の釵かんざしは確か、丈じよ夫うぶそうな鉄に珠たまが鈿かざられていた。後宮では身分に応じて髪かみを飾かざる花飾りの釵の数まで制限される。わたしは幸い貴妃だ。その身分を誇こ示じするかのように九本のそろいの釵が重々しくわたしの高こう髻けいを彩いろどっている。

　鬼き面めんの男が、尻しり餅もちをついたまま動かない愛賢妃に向かって剣を振りかぶった。

「きゃああああああああああああっ!?」

　愛賢妃の悲鳴が暗い林の中に響ひびき渡わたる。

　ギインと金属のぶつかる不快な音が鼻先で響いた。上段からの男の体重を乗せたひと太刀たちを釵で受け止めた音だ。男の荒あらい息いき遣づかいが聞こえた。わたしは歯を食いしばって膝ひざに力を込めた。長く刃はを合わせていてはわたしの手が斬きられてしまう。

　人より強いと言われる力で強ごう引いんに男の剣を振り払はらった。男が仰のけ反って一歩退くようにたたらを踏ふむ。左足の踏ん張りが利きかないようで体勢を崩くずしていた。

　その隙すきに愛賢妃の腕うでを摑つかみ強引に立たせた。足が萎なえているようで自力で立てずにいる愛賢妃を後ろに庇かばう。体勢を立て直した男がこちらへ踏み込みながら中段へ斬りつけるのを、地を転がって避さけた。土を摑むように握にぎり直した手の中の釵を見て、受け止めようとせず正解だったと思った。

　釵は折れていた。けれど、釵などで剣けん戟げきを受け止められたのが奇き跡せきだ。

　即そく座ざに立ち上がり折れた釵を捨てた。

　思った以上に剣戟が軽かったおかげで助かった。なんでだろう？　愛賢妃の胴どうを後ろから左ひだり腕うでに抱かかえ、引きずるように後退しながらもう一本釵を引き抜ぬいた。

　男はわたしに太刀を受け止められたせいか、怯ひるんでいるようで動かない。すぐに飛びかかられていたら斬り捨てられていただろう。男の甘さのおかげで助かりそうだ。

「楊淑妃！　愛賢妃を担かつげる？」

「……難しいです」

「なら一人で走って逃にげて、助けを呼んできて！」
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　男が逃がさないとばかりに楊淑妃を見やった。

「追わせないから、早く行って！」

「……」

　楊淑妃は無言で肯うなずくと林を走っていった。期待していた以上に足が速い。あっと思った時にはもう林の闇やみへと消えていた。

「すぐに助けがくると思うけれど、どうする？」

　二本目の釵を手にして待ち構えた。鬼面の男は優ゆう柔じゆう不ふ断だんなほど躊躇ためらっていた。躊躇うくらいならさっさとわたしに斬りかかってくればいいのにと思うくらいに。

　林の空気が変わった。男もすぐに気づいただろう。燈とう籠ろうの火がいくつも並んでわたしたちに近づいてくる──男は捕ほ食しよく者の存在に気づいた兎うさぎのように逃げ出した。

　自分の荒い呼吸音だけが聞こえる静けさの中で、わたしは久しぶりの戦せん闘とうを終えて震ふるえる身体からだを抱だきしめながら膝から崩れ落ちた。
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「裴貴妃だけ襤ぼ褸ろを纏まとっていらっしゃる……」

　林から出てきたわたしたちを見て、誰だれが言ったのか。

　確かにわたしの身なりはボロボロと言ってよかった。始めに林の入り口でこけた時から既すでに見苦しい姿になっていたのに、そこから派手な動きをして、地面を転がり、釵を力任せに引き抜いたせいで、髪の毛けもぐちゃぐちゃだろう。

　集まる野や次じ馬うまたちの中からくすくすと笑い声があがる。一人が笑い出したのをきっかけに、漣さざなみのように笑いは広がっていった。女官も官かん吏りも関係なく、誰もが嘲ちよう笑しように顔を歪ゆがめているのを諦てい念ねんを抱いだいて眺ながめた。

　わたしは宮中で侮あなどられているのだ。皇后など夢のまた夢でしかない。

　それを理解せずに強引に話を進めようとしたわたしは、大長公主の目にどのように映っただろう？　朔耀様にまでわたしの未熟さのせいで迷めい惑わくをかけてしまったに違いない。

　目に涙なみだが浮かぶ。白恵顕の言葉が正しければ、濁にごった涙の膜まくがあれば少なくともわたしに宿る五ご彩さいの輝かがやきが衆目に露ろ見けんすることはなくなるだろう。それだけが救いだった。

　俯うつむいて宮中警けい吏りが張った天幕へ向かおうとしたら、誰かがわたしの前を遮さえぎった。

「裴貴妃を笑うことはあたしが許さないわ」

　そこにいたのは愛賢けん妃ひだった。彼女は合流した侍女たちに睨みを利かせていた。

　侍女たちもまた、口元を袖そでで押さえて笑っていたようだけれど、愛賢妃に睨まれると途と端たんに決まり悪げに手を下ろした。

「裴貴妃はあたしを守ってくださったのよ。そのためにこのようなお姿をされているの。何もわからず裴貴妃を笑ったおまえたちは許せないわ。お父様に言ってクビにしていただくから覚かく悟ごなさい！」

　項うな垂だれる侍じ女じよたちを後しり目めに、愛賢妃はわたしに向き直り跪ひざまずいた。

「裴貴妃……あたしの至らない教育のために不快な思いをさせてしまい大変申し訳ございません。そして、ありがとうございます。あなたがいなかったら、あたしは……っ」

　言いながら、愛賢妃はわたしの手を取った。土にまみれた汚きたならしいわたしの手を。桃もも色いろの爪つめをした雪のように白い手で──思わず引っ込めようとしたけれど、その手の甲こうに愛賢妃が額を押し当てて泣きだしてしまい動けなかった。

「愛賢妃、もう大だい丈じよう夫ぶですから、泣く必要は……」

「いえ……っ、いいえ、申し訳ございません。あたしのために、あんなことをしてもらえるなんて思わなくて……！　あたし、華か亭ていで裴貴妃を笑ったんですわよ。見捨ててくださっても誰も裴貴妃を責めはしないでしょうに。あたし、自分が恥はずかしくてたまらなくて……っ」

「気にしないでください、愛賢妃。わたしは傍はたから見て滑こつ稽けいだったでしょうから、笑われても仕方ありません」

　それに愛賢妃を助けたのも酷ひどく打算的な理由なのだ。

　朔耀様に嫌きらわれたくないという、ただそれだけの話だ。

「さあ、もうここには恐こわいものはないんですから、そろそろ立ってください。愛賢妃。警吏の聴ちよう取しゆに協力して、先さき程ほどの男が捕つかまるように手を尽つくしましょう」

「……っ、はい、かしこまりましたわ、裴貴き妃ひ」

　愛賢妃は力なく頷うなずきながらも、わたしの手に引かれるままに立ち上がった。
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　聴取には宮中警吏隊の長おさである兵ひよう部ぶという、兵士をまとめる部署の隊長があたった。

　高圧的で嫌いやな感じの男だった。

「釵で剣を受け止めた……釵で！　馬ば鹿かげた話だ。どうして貴妃にそんなことができますか!?　貴妃には弟がいると聞いていますが、入れ替かわっているのではありませんかね!?」

「入れ替わってはいません」

　わたしもできる限り協力しようと努めた。

　犯人は朔耀様の内ない苑えんで殺傷を行おうとしていたのだ。しかも、後宮の妃を手にかけようとした。誰にとっても許しがたい犯罪である。

「ならば裴貴妃は女性だということになりますが、うちの女性警吏に身体検査をされても文句はないでございましょうねえ!?」

　協力のために全すべてを正直に証言したせいで、兵部に信じてもらえずに困るはめになった。

　確かに普ふ通つうの妃は愛賢妃のように、きゃあきゃあ言って震えているのが正しいのだろう。

　けれどあの時正しく行動していたらわたしか、愛賢妃か、あるいは二人とも死んでいた。

「もしも君が男ならこれはとてつもない問題になるだろうねえ。裴貴妃にそっくりな弟が裴貴妃のふりをして後宮に紛まぎれ込み妃たちの安全を脅おびやかしているということになるのだから！」

「どうぞ身体検査をしていただいて構いませんから女性の警吏を呼んでください」

　うんざりしてきた。けれど、協力はしなくてはならない。

　死んだ目をして身体検査を受けて女だと証明された後も、兵部はぶつぶつと不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいていた。

「裴川かわ蟬せみが逃げているとしたら林の中かね……」

「あの、なんでそう思うんですか？」

「後宮の妃が暴漢を退けられるわけはないでしょう!?　貴妃、貴女あなたは何らかの理由があって弟の裴川蟬とそっくりの容姿を利用して入れ替わっていたんでしょうなあ！　私の目を誤ご魔ま化かすことなどできませんよ！」

　どうしてそうなっちゃうんだろう？

　とりあえず、あの時林にいた存在が裴川蟬という架か空くうの人物であるという証しよう拠こが存在するはずはないのでわたしとしては疑われても構わない。大事なところだけ念押ししておく。

「探していただきたいのは弟ではなく……愛賢妃を襲おそった犯人で、背の高い男でしたからね」

「そんなことわかっていますとも！」

　兵部は口角に唾つばをして叫さけんだ。

　林から出る途と中ちゆうで弟の裴川蟬と入れ替わったと思いたい理由って、一体何？

　どうしてもわたしが大の男の襲しゆう撃げきを退けたと思いたくないってこと？　それはどうして？

　個人的な信条によるものならそれでもいいから、仕事を忘れないでほしい。

「もう後宮に帰っていただいて構いませんよ。フン！　今日のところはね！」

　また後日呼ばれることがあるのかな……？　勘かん弁べんしてほしい。

　げっそりして天幕から出ると、愛賢妃に出で迎むかえられた。

「裴貴妃、伯お父じ様が何か失礼をしませんでしたか？」

「伯父？」

「はい……宮中警吏の長たる兵部はあたしの伯父、愛陶とう崖がいなのです」

　心配そうに言う愛賢妃に正直にうんざりしたという気にはなれなかった。

　でもわたしの顔にしっかり気持ちが表れていたらしい。

「申し訳ございません、裴貴妃……ご迷惑をかけてしまいましたわね」

「大丈夫ですよ。愛賢妃の伯父様だから必死になって犯人を捜さがしているんだなと腑ふに落ちました」

　そういうことなら、執しつ拗ようなほどの必死さの理由も理解できる。わたしは正直に、狙ねらわれていたのは愛賢妃だと思うと口にした。

　わたしが弟の川蟬と入れ替わっていたんじゃないかと神経質になる理由もなんとなくわかる。姪めいの安全を守りたいという気持ちだったのだろう。後宮の妃って原則的に、朔耀様以外の男とは会ってはいけないのだ。朔耀様が嫉しつ妬としちゃうからかな？

　わたし、というか裴川蟬って、女装姿で一体何をしようとしていたと疑われているんだろう……それこそみんなの前で踊おどって笑いをとるくらいのことしか思いつかないけどな。

　わたしの次に楊淑しゆく妃ひが聴取を受けるらしく天幕へ入っていった。

　最後に愛賢妃が聴取を受けるらしい。

「わたしは先に失礼します」

「ええ、裴貴妃。後日改めてお詫わびさせてくださいませ」

　助かったというのに、未いまだ青ざめた顔の愛賢妃に見送られ、わたしは大明園を出た。

　大明園は後宮警吏たちの手によって警備が固められ、官吏も妃も例外なく持ち物を確かく認にんされて初めて出ることを許されるように手配されていたから、改めて身体検査を受けた。

　その後、甘かん露ろ殿でんにて待つ朔耀様の前に引き出された。

　きっと𠮟しかられてしまうのだろう。皇后どころか貴妃にも相応ふさわしくないふるまいだった、二度とするなと。

　朔耀様に迷惑をかけてなお、朔耀様と結ばれるのを諦あきらめられない自分が情けなかった。
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「僕の落ち度です」

　琅玄は浅黒い顔を青くしている。

　翡翠はさぞや恐おそろしい思いをしたらしく、覇は気きのない顔つきで余たちに迷めい惑わくをかけた旨むねを謝罪した。林から助け出した後、翡翠は身みづ繕くろいに聴取が重なった。余は宴うたげ仕じ舞まいの指揮をとらねばならず、気き遣づかってやることができなかった。その空白の時間が悔くやまれる。

　せめて琅玄がついていたならばまだしも、琅玄が戻もどってきたのは翡翠が大明園から出てきた後だ。腹立たしく由ゆ々ゆしき事態であった。

「どのような理由があれ、翡翠さんの側を離はなれたことが間ま違ちがいでした」

「何な故ぜ離れた！」

「……翡翠さんを一人にして差し上げるのが思いやりだと考えました。愚おろかしい勘かん違ちがいです。物事の順序を見誤りました。僕はどうしようもなく道士として未熟な出で来き損そこないの大おお間ま抜ぬけです」

「そこまで言わなくても……」

　翡翠は顔を引きつらせているが、琅玄の言葉通り、こやつは大間抜けだ。どのような時でも翡翠に負担を感じさせない影かげであるべきだったのだ。兄として振ふる舞まうからこのような事態になる。

　翡翠の頰ほおには切り傷、爪つめは無残に割れて汚よごれていた。腕うでには無数の傷、足の裏にも多少怪け我がをしている。暗い林の中、いつの間にか靴くつが脱ぬげて裸足はだしとなっていたらしい。

　何故翡翠がこのような怪我を負わねばならない？　どうしてこのような事が起きたのか。

　琅玄は、本人の言うように、常に翡翠の側にいるべきだった。神しん仙せん門もん下か省しよう侍じ中ちゆうは皇こう帝ていの教育係だ。常に成熟した皇太子や皇帝につくわけではない。むしろ正常な判断のつかぬ幼少から世話をするのがほとんどだ。

　翡翠自ら的確に判断するなどできないことはわかっていた。幼帝と同様、どこへでも付き従い、理由あって側にいられないのであれば信しん頼らいできる者に任せるべきだった。

　今、翡翠の側にいることより重要なふるまいがあるとは思えない。

「新しい門下省侍中を選び直すべき事態です、朔耀様、恵顕先生──いえ、白侍中、どうか」

　琅玄は膝ひざから力が抜ぬけたかのように、その場に膝をついた。

　立っていられなくなったのか、跪ひざまずきたかったのかは微び妙みようなところだ。

　道どう巾きんを被かぶる金きん髪ぱつの頭を伏ふせ、固く冷たい地面に額をこすりつけている。

　苦々しい思いで見下ろしながら呟いた。

「前任の道士が亡なくなってもいないというのに新しい侍中を選ぶというのがどういう意味か……知らぬわけではあるまいに」

　この男が建前でそのような申し出をしているわけではないのは理解している。

　本心からの言葉であろう。責任から逃のがれようなど露つゆほども考えていないのは間違いない。

　だからこそ、口の中が苦くてたまらないのだ。

「勿もち論ろん全て承知の上です。どうか僕を殺してください」

「変なこと言わないでくれる!?」

　我を忘れた琅玄の失言により、翡翠がやっと事態を吞のみ込んだ様子で驚きよう愕がくに叫ぶ。

　助けを求めるように視線を彷徨さまよわせ、やがて翡翠は余を見上げた。

「翡翠、恵顕が多くの権限を持つこと、疑問を抱いだいたことはないか？」

　まずは何が起きているのか理解していない翡翠に説明してやらなくてはならない。

　初め怪け訝げんな顔をしていた翡翠だが、すぐに大きく頷うなずいた。

「毎日！」

「うむ、何やら別問題を含ふくんでいる気がするが、それはともかく。それだけの権限を与あたえられるのには理由があるのだが……」

　思わず口ごもる。話しづらい内容だ。

　加えて翡翠と恵顕は相変わらずあまり仲がよくない。恵顕は神仙に加護された翡翠の血に一定の敬意を表しはするが、翡翠の人格や能力を認めてはいない。

　神仙に至上の敬意を払はらってやまない道士にしては珍めずらしい話だ。

「そこから先は私自身が話しましょう……陛下」

　余が言葉選びに躊躇ためらっていると、恵顕が進み出てきてさらりと要点を口にした。

「……私は陛下が死す時殉じゆん死しする誓ちかいを立てたことで、通常なら許されない多くの権利を得ているのです」

「は？　殉死？」

　あまりに淡たん々たんと恵顕が言うので、翡翠も呆ほうけたような顔で聞き返した。

　そう、道士は皇帝と共に死ぬ運命にある。一心同体の存在だ。

　だからこそそれを左右する権利を与えられている。

「……神仙門下省の侍中は特別な権限を有しています。時には現皇帝陛下の命を奪うばう権利さえあるのです……普ふ通つう、考えることさえ許されない謀む反ほんの行こう為いが許されてしまいます。それには、理由があるのですよ……」

　余は恵顕を信じている。恵顕が余を殺しはしないと信じているのではない。

　余を殺す時にはそれが華燁国にとって必要だと判断した時であるのだと信じているのだ。

　恵顕は余の死をもって己おのれの運命に殉じるだろう。躊躇うことはない。

「皇帝陛下の死に殉じる覚かく悟ごだから許されているのです……陛下がどのような形で崩ほう御ぎよされるとしても、その時点で私が生きているならば……私は共に殉じゆん葬そうされます」

「お、お義兄にいちゃんも……？」

「琅玄の場合は余に殉じるわけではない」

　侍中は常に二人いる。一人は現皇帝に殉じ、もう一人は次代の皇帝に殉ずることとなる。

「翡翠が皇位に就つくのであれば、翡翠の命に。そなたが皇后として人生を全まつとうするつもりなら、子に殉じることになるだろう」

　翡翠はぽかんとしている。

　理解できているのかいないのか微妙なところだな。難しいかもしれない。

　翡翠には国の姿すら見えていないのだ。それどころか、翡翠の世界は異様に狭せまい。

　この国に来るまで翡翠の世界は、自分と母親とそれ以外、だったのではないだろうか？

　最近はその世界に余が加わったと自うぬ惚ぼれているが、果たしてどうか。

「つまりそなたが死んだ暁あかつきには琅玄も死ぬということだ」

　しかし、まず死ぬような事態があってはならない。たとえ翡翠の独断専行によって事態が引き起こされたとしても、その責任は侍中たる琅玄に帰するだろう。

　だから琅玄は責任をとろうとしている。責任をとらせるべきだと皇帝として思う。

　だが感情的に躊躇いがある。しかし感情的に推すい奨しようもする。

　友を殺したくはないという感情と、翡翠を守れなかったのだから自裁せよと責める感情。

　余が二つの感情に引き裂さかれていると、翡翠が声を張りあげた。

「わたしは生きているんだから、お義兄ちゃんは死ななくてもいいってことだよね？」

　恵顕が余に目くばせをして溜ため息を吐ついた。

　……翡翠が琅玄の死を受け入れられるわけがない、か。

　翡翠には国と皇帝の仕組みなど理解できない。目に映り、耳にした事実しかわからない。

　自分の命の重さを翡翠が理解する日は来るのだろうか？

　琅玄が危あやうくしたのは華燁国民一千万人。翡翠には理解できまい。

　その美しい緑の目には余と琅玄、運が良ければ恵顕も映っているかもしれぬ。

　そして、それだけだ。

「わたしが無事だったんだから、この話はおしまい！」

　おしまいにできるような話ではない。だが琅玄を無理に処断すれば翡翠は混乱するだろう。

　それは避さけたい。琅玄も同様の考えで己を最終的には許すだろう。

　恵顕も肩かたを竦すくめた。翡翠の感情を曲げられないと諦あきらめたのだろう。

「でも、ちょっと聞きたいことがあるの」

「聞きたいこと？」

「うん、きっと林でわたしが取った行動は、貴き妃ひとして何かが間違っていたと思うの」

　落ち込んだ様子の翡翠の言葉に驚おどろいて、余は思わず恵顕と視線を交かわしていた。

　翡翠の口からこのような言葉が出てくるとは思わなかった。恵顕は口をはくはくと動かして、まるで陸に上がった魚のように喘あえいでいる。そこまで驚くのは酷ひどくはないか？

「でも、どんなふるまいをすれば正しかったのかがいくら考えてもわからなくて……戦わなくては死んでいた。でも、戦うのは間違っている……貴妃としての勉学に、武術の項こう目もくがないんだから、そういうことなんでしょう？　じゃああの時、わたしは一体どうするのが正しかったのか──戦わずにか弱い妃として無む抵てい抗こうに死ねばよかったのか」

「それは違ちがう！」

　翡翠が珍しくも考えて、出した答えは余らの度ど肝ぎもを抜いた。

「それは違う。なんということを言うのだ！　……そうではない。確かに余らは、貴妃として大人しくしろと、慎つつしみを持って行動しろと、淑しゆく女じよとして振ふる舞まえと……確かにそう言いはしたが、それはそなたが考えているような意味ではない」

　残ざん酷こくなほどの自由さを湛たたえる翡翠の伏せた目を眺ながめながら言葉を捻ひねる。この自由さをねじ曲げようとしたせいで、翡翠は苦しんでいる。なんと言えば翡翠の心に届くだろうか。

「余はそなたを愛しているのだ、翡翠」

「ふぁっ！　いきなりっなんで今!?」

　翡翠は飛び上がって驚いた。

　翡翠には関連が理解できぬだろう。だが恵顕は眉まゆを顰ひそめながらも余の邪じや魔まをしない。

　この度たびの問題は琅玄が翡翠の側を離はなれたことで起きた。

　それ以上に翡翠の自覚に問題がある。

　立ち入り禁止と明言していたわけではないが、入る理由もない場所に立ち入り、剣けんを持った男と対たい峙じする事態になった。翡翠がこの事実を軽く見過ぎているのは問題だ。

　だが、翡翠がごく普通に言って理り屈くつを理解できる娘むすめならば、余はそもそも既すでに死んでいるだろう。余の命と引き換かえに玉座に登らなければ大勢の人間が死ぬと聞いても、心が動かぬ翡翠だからこそ余が生かされている。

「翡翠、今後は己が命を守るのを何より大事にせよ」

　翡翠は何を当たり前のことをといった顔で目を丸くしている。

　何と言えば良いものか。どう言えば伝わるか……。

「愛賢けん妃ひはそなたに守られた……とそう口にしていたな。だが他ほかの者を庇かばうために、己の身を挺ていしてはならぬ。余が誰だれより愛しているのは翡翠、そなたなのだから」

　多くの人間を例に出すと、そなたは理解できないであろう？　翡翠。

　余と翡翠、それ以外だ。これであれば翡翠にも理解できるであろう。

「他の誰が殺されようとしていたとしても、己を最優先して他は見捨てよ。余よ裕ゆうを持って逃にげ出して、どうしても必要な時、己の命を守るためだけに戦うのだ」

　翡翠は一いつ瞬しゆん息を吞んだ後、探さぐるように余を見上げた。

「どうした、翡翠？」

「たとえば楊淑しゆく妃ひとかは？　楊淑妃は親しん戚せきでしょ？」

「確かに楊淑妃とは再従姉弟はとこだ。だが見捨てよ。余がそれを許す」

　翡翠を愛しているだけならば、これほど歯切れよく言ってのけるのは難しかったろう。

　しかし翡翠の命には華燁国の多くの民たみの命がかかっている。

　故ゆえに余は翡翠を何より優先することができる。感情面でも、政治面でも。

　反面、二番目以降に大事なものへの想おもいが無になるわけではない。

「……大事じゃないの？　家族なのに？」

「大事には思う。楊氏の縁えん者じやは少ないのでな。だからといってそなたに危険な場所に近づいてほしくはない。そなたの命には何も代えられない」

　これならば、翡翠も理解してくれるだろう。

　国の重みや法律、華燁国一千万の民の話ではない。余と翡翠、二人きりの話だった。

「──ごめんなさい」

　翡翠は翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを見開いて謝罪した。何をもっての謝罪であろうか。

　己の身の価値が未いまだ理解できぬことだろうか。あるいは己のために余の親類さえも見捨てなくてはならない状じよう況きようがありうるという現実そのものに対してか。

「華燁国を思うが故の選せん択たくではあるが、これは余個人の選択でもあるのだぞ、翡翠」

　気にせずとも良いのだ。少しでも翡翠の心が軽くなるよう翡翠を抱だきしめると、背中に腕うでが回される。かなり力が強い。咳せき込みそうになるのを堪こらえつつ、翡翠の純心に止とどめを刺さす。

「そなたが死ぬ時は、余が死ぬ時だ」

　余の命以上に翡翠にとって楔くさびになるものはない。そう理解していてあえて口にした。

　酷いかもしれないが仕方がない。理解してもらわねば、本当に余は首をくくることになる。

　華燁国のためならそれを受け入れる覚悟はあるが……翡翠は受け入れないだろう。

　翡翠の身勝手さを喜ばしく思ってしまうのが余の罪だ。

「そなたを何より愛している。余の心を汲くんでくれ」

　翡翠が恐おそろしいほどの力で余を締しめ上げてくる。

　肋ろつ骨こつが圧へし折られそうだったが、宮きゆう廷ていの非情を告げた報むくいだと思い耐たえ忍しのんだ。
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　世界が暗く歪ゆがんでいる。

「無事に森を抜ぬけられた暁にはわしの十二番目の妾めかけにしてやる！　父親の名前もわからん薄うす汚ぎたない小こ娘むすめにはこの上なく名めい誉よな話だろう？　あっ、ああっいや！　不足だというのであれば妻にしてやる！　わしの妻だぞ!?　豪ごう商しようのわしの妻となれば贅ぜい沢たくのし放題……いや、それなら妾でも変わらぬのだから妾で満足するのは筋合いではないか……いやいやいや！　お前が望むのなら今の正妻を殺しても構わないんだ！　お前は強く、強くて……わしを無傷で緑閃華国まで送り届けられると思っていたから雇やとったというのに……！　これでは契けい約やく違い反はんではないか!?　いやっ、待て、待ってくれ！　足が動かんのだ！　……荷物を置いていくのであればわしを抱かかえていける？　そんなことができるわけがなかろう！　この荷はお前なんぞの命がいくつあっても足りんほどの価値が──ああうっ、あっ、ああっ、ちっ違う、違う待ってくれ！　わしはただ、この荷物がなければ生きていけないからつい、つい口が過ぎただけで……へへっ、ゆ、許せよ……ここから抜けた暁あかつきには夫ふう婦ふになるのだから……！」
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　醜みにくく太った男が素すっ裸ぱだかで、巨きよ大だいな荷物を抱えて座り込んでいた。

　ぺちゃくちゃとしゃべり続けている。何を言っているのかは半ば理解できない。

　首を傾かしげて見下ろすと、怒おこったり笑ったりしていた男は哀あい願がんするようにわたしの顔を見上げてきた。その表情に心が動かされることは一いつ切さいなかった。

　酷く喉のどが渇かわく。水を汲みに行きたい。

　この場から動こうとすると男が煩うるさい。

　喉が渇いているのに、邪魔をしないでほしい。

　──そういえばわたし、この男に雇われて山を越こえようとしているところだったっけ。

　お金はもらったのだから、その分は働かなくちゃいけないか。でもわたしにはこの男を見捨てるという選せん択たく肢しもある。ただそれをしたら、今後の仕事に響ひびくだろうか。

　山越え三日目の野宿で、この男が何な故ぜかわたしの身ぐるみを剝はがそうとした。

　夜や盗とうにしては金持ちで、何故男まで服を脱ぬいでいたのかがわからないけれど、ともかくわたしは寝ね込こみを襲おそわれ、それを振り払はらって逃げ出した。

　しばらく離れてから野営地に戻もどると、どうも妖よう魔まに襲われたらしく、荷物だけ背負っていた。衣類は失ったらしかった。右足が折れていた。

　お金をもらったとはいえ、守る筋合いはないのではないか？

　お互たがいに危害を加えないという契約を破ったのはこの男の方だった。

「わ、わしを置いていくと酷ひどいことになるぞ……わしの家の人間がこぞってお前に復ふく讐しゆうしようとするだろう……わしを見捨てるなど許されはしない……！」

　一体誰が許さないというのだろう？

　この男が許さないというのだろうか？　別に構わない。

　この男の家族が許さないというのだろうか？　別に構わないし、恐らくこの男の家族は怒らないんじゃないだろうか？　元より何らかの悪事が発覚して、家族の傍そばにいられず華燁国から夜よ逃にげするためにわたしを雇ったはずである。

　わたしはこの男を助けることができる。

　わたしはこの男を見捨てることができる。

　どちらかといえば、見捨てたい。不ふ愉ゆ快かいで気分が悪い。信しん頼らいを失いたくない山の民には十分に言い訳が立つ理由もある。何度考えても初めに襲われたのはわたしの方だ。まさかわたしが寝ぼけてあの男の身ぐるみを剝いだわけでもないだろうし……。

　わたしの機き嫌げんが傾かたむいたのを目ざとく悟さとったか、男は即そく座ざに変わり身を見せた。

「す、すまない。わしはどうも気が立っているようでな。……足が痛むし……こんな森の中だからだ……妖魔の出る狂くるった森の奥だからこそ、わしはどうも落ち着かんで……へへっ」

　汗あせだくになりながら揉もみ手をする姿は酷く醜い。

　どちらを選ぶもわたしの自由だ。

　何しろ気き兼がねする相手など、この世のどこにも存在しない。

　わたしを愛する人は存在しない──わたしが愛する人が幻げん滅めつすることはない。

　たとえ今後護衛の仕事を失ったとしても、その不利益を享きよう受じゆする覚かく悟ごさえあるのなら、この男を見捨てる以上の目に遭あわせることさえできるのだ。

　わたしはこの世でたった一人。

　喉の渇きは耐えがたいほどだ。

「いやっ、待て、待ってくれ！　頼たのむ！　金なら出す。唸うなるほどある！　今すぐにでも渡わたせるぞ！　この荷の中身を知りたくないか!?　待て、すまない！　謝る！　だから──っ！」

　──だからこそ、わたしは圧あつ倒とう的に自由だった。
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「うえっ……夢か」

　青あお葉ば木ず菟くの声、蟬せみの鳴き声が聞こえる。

　後宮のあちこちに作られた内院の自然に暮らす生き物たちは夜も賑にぎわしい。

　懐なつかしい夢を見た。緑閃華国にいた頃ころの夢。わたしが関所抜けの護衛をしていた頃のだ。

　夢は実際にあった出来事と違ちがった。あの時の選択をわたしは後こう悔かいしているのだろうか。

「助けなければよかったって思ってるの……？」

　現実においては、わたしはあの男を助けてあげたのだ。

「暑いのに……身体からだが震ふるえてる……？」

　夢見が悪かったのは確かだけれど、恐こわい夢だというわけではなかった。

　あの当時だって恐いとは思わなかった。

　つい数刻前にあった事件のせいで怯おびえているとも思えない。

　それなのにどうして、朔耀様に会いたくてたまらないんだろう。

「……どうしてわたしから会いに行っちゃいけないの？」

　わたしが後宮から出るには手続きがいる。

　その手続きには時間がかかるし、もう夜だから手続きをする官かん吏りたちは家に帰っている。

　非正規の方法でなら、わたしはいくらでも後宮から抜け出すことができる……でも、それをやったらわたしは皇后にふさわしくない人間だということになるのだろう。

「ごめんなさい、朔耀様……ごめんなさい」

　恐らく数刻前だろうか、わたしは思わず朔耀様に謝ってしまった。

　あの時、どうして謝るのか聞かれなくてよかった。

　もしも聞かれていたら、噓うそを吐つかなくちゃいけないところだった。

　でも、朔耀様は見み抜ぬいて本当のことを言えって言うのかな？　言えるわけない……。

　朔耀様に見捨てていいと言われる前から、楊淑しゆく妃ひを見捨てたいと思っていたなんてこと！

「なんでこんな風に思うようになっちゃったんだろう」

　思わず涙なみだが溢あふれてくる。牀しん榻だいの上で膝ひざを抱えて蹲うずくまり、深しん衣いに涙を吸わせた。

　夢の中の男さえ現実には見捨てようとは思わなかった。それはお金を支し払はらってもらっていたからだし、依い頼らいを受けた時点で面めん倒どうくさそうな依頼人だったから、荷物が多いとかあれこれ理由をつけて依頼料をつり上げていたためでもある。

　たったそれだけの理由で見知らぬ男を命をかけて助けようと思えたのに、どうして朔耀様の家族に対して同じように思えないのだろう……。

「裴貴き妃ひ、何かお飲みになりますか？」

　膝を抱えてしばらく泣いていた。高ぶっていた気持ちが収まって、涙が流れなくなった頃に声をかけられた。亜青がいつの間にか連れん珠じゆの帳とばりのすぐ傍にいた。

「お湯を……」

「かしこまりました」

「……笛の音、聞こえない？」

「笛でございますか？」

　自分の泣き声がなくなると、夜風に乗ってどこかから笛の音が聞こえてきた気がしたのだ。

　ちょうど林の中で聞いたのと同じ……小さな木のうろを風が吹ふき抜ぬけるような音色だ。

「はて、聞こえませぬ……すぐに湯をご用意致いたします」

　楊淑妃にも聞こえないって言われたし、亜青にも聞こえないと言われてしまった。

「わたし、どこかおかしくなってるのかも……」

「さて、私わたくしめにはごく普ふ通つうの女によ人にんに見えておりますよ。恐おそろしい目に遭ったのですからお寝やすみになれぬのも無理からぬことでございます」

「恐ろしい？　……林の中で遭った男のことなら少しも恐こわくない」

「ならば嫉しつ妬との涙でございましょうか？　どちらにせよごく普通の女人らしい感情ではございませぬか。恥はじる必要などございませぬ」

「……嫉妬、これが？」

　温かい湯が並々と入った玉ぎよく碗わんを手に押し付けるようにして渡された。

　指先からじんわりと温かい。肌はだは汗ばむほど暑いのに、指先が冷えていたのに今気づいた。

「誰だれでも持ちうる感情でございますよ、それこそ男でも」

「信じられない。こんな醜い感情を朔耀様が持っているはずない」

　朔耀様の叔お母ばである大長公主は楊淑妃こそ朔耀様の妻としてふさわしいと考えているようで……たったそれだけのことで、楊淑妃なんていなくなればいいと思った。

　林の中で迷ってしまえと。遭そう難なんして見つからなくなってしまえと……。

　こんな悍おぞましい感情を持つようになってしまったのを、朔耀様に知られたくない。

「わたし……少し外を歩いてくる」

「私めもお連れください」

　そうしろと亜青が言うのだから、貴妃としてそうする必要があるんだろう。

　素す直なおに亜青を連れて外に出ると、窓の外の月は未いまだ高い場所にあった。

　もしかして、一刻も眠ねむっていなかったのかもしれない。そのほんの少しの間に雨が降ったのか、風は湿しめった匂においがした。

　笛の音が未だ聞こえるような気がする。でも、これってわたしにしか聞こえてないみたい。

　ふらりと笛の音の聞こえる方へ行く。

　あまりによく聞こえすぎるこの笛の音が幻げん聴ちようかどうか確かめたかった。

　幻聴だとはっきりすれば、わたしも何かを諦あきらめられる気がする。

　……もしかしたら、これもまた妃としてふさわしくないふるまいだったかもしれない。

　なんて窮きゆう屈くつで息苦しいのだろう。役目のせいなのか、場所のせいなのか。

　呼吸しづらく感じるのはわたしの気持ちの問題なのだろうか？

　次し第だいに音色が大きく聞こえてくる気がしたけれど、これも気のせいなのだろうか……。

「裴貴妃、笛の音のようでございます……」

「え？　笛の音、聞こえるの？」

「先さき程ほどは失礼いたしました。私めは耳が遠いようです」

　亜青に笛の音が聞こえなかったのは、音が小さすぎただけだったらしい。

　少しだけほっとした。耳まで使えなくなってしまったのかと思った。

　ならばあの時、林の中ではどうだったのだろう？

　笛の音の聞こえる方へ行くと、林を抜けた時と同様に見慣れた姿を見つけた。

　亭あずまやに楊淑妃がいる。今夜は何度も彼女を見つける日だ。少しも嬉うれしくなくて自じ嘲ちようが零こぼれた。とても口にしたくないような、嫌いやな感情がふつふつとこみ上げてくる。

　今のわたしにはある確信があったから、侍じ女じよに確かめた。

「わたしの目、どうなってる？」

「……美しい翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをしておられる。ただ、輝かがやきはお隠かくれでございます」

「やっぱり、そうだと思った」

　醜みにくい感情を湛たたえた心を映す瞳に神しん仙せんの輝きは宿らない。

　これなら楊淑妃の前に出ても問題ないだろう。ゆっくりと近づいて、声をかけた。

「今夜はわたしの聞き間ま違ちがえじゃないみたいですね、楊淑妃」

「……」

「また侍女も連れずに出歩いているんですか？」

　わたしが言うのもなんだけれど、不用心じゃないだろうか？

　つい数刻前に鬼おにの面をつけた賊ぞくに襲おそわれたばかりなのに。

　楊淑妃は横笛につけていた唇くちびるを離はなした。木の笛だ。

　わたしの見間違いでも聞き間違いでもない。

　彼女はそのままの姿で、無言のままわたしを見み据すえていた。表情の変化もない。

　楊淑妃を見ていると胸がモヤモヤしてくる。

　波打つ長い黒くろ髪かみに、輝く月のような金の瞳。美しい瞳だった。

　悔くやしいほどにわたしの大好きな朔耀様のそれと似ていた。

「まあ、奇き遇ぐうですわ！」

　不意に弾はずむような明るい声が背後から聞こえた。

　わたしの右手の小こ径みちから現れたのは侍女を一人連れた愛賢けん妃ひだった。

「愛賢妃？　どうして」

「あたし、眠れなくてあれからずっと起きていたのですわ。裴貴妃もそうなのですか？」

「わたしは少し寝ねたけれど、起きてしまいました」

　悪夢を見て……二人もそうなのだろうか。

　楊淑妃がぽつりと言った。

「みんな眠れなかったようですね」

　気づくと三人とも、お互たがいの顔を見交わしていた。少し居い心ごこ地ちの悪い空気が流れた。

「少し……話でもしましょう、か？」

　恐らく、とりまとめ役としてわたしが指揮するのが正しいのだろう。

　愛賢妃はほっとした表情を見せて頷うなずいた。

「ええ、お話ができれば幸いですわ。このような姿で恐きよう縮しゆくでございますが……」

「……」

　好意的に敬意を払はらってくれるのは愛賢妃だけだった。

　楊淑妃は演奏こそ再開しないけれど、なんとなく、邪じや魔まだからさっさとどこかに行ってほしいというような非ひ歓かん迎げい的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　なんとなく腹が立って、この場に居座ってやろうという気持ちがむくむく湧わいてきた。

　楊淑妃の無言の主張は取り合わず、返事をくれた愛賢妃にだけ笑え顔がおで言った。

「それではこちらに座りましょうか」

　そう言って、楊淑妃の隣となりに遠えん慮りよなく腰こし掛かけた。椅い子すは少し湿っているけれど、気にしない。

　楊淑妃は相変わらずの無表情ながらも酷ひどく不ふ機き嫌げんそうな様子である。

　笛の邪魔をされるのがよほどに嫌だったらしい。少し胸がすく気がした。

「それではあたしも失礼いたします」

　愛賢妃はといえば、特に楊淑妃に対する嫌がらせ目的でもなんでもなく、自分の侍女が夜よ露つゆを払った椅子に素直に座った。わたしの隣だ。

　その顔色は、彼女自身が言った通り眠れなかったせいだろう、真っ青にくすんでいた。

「早く捕つかまるといいですね。愛賢妃の伯お父じ様が捜そう査さをしているんですから、きっとすぐに犯人も見つかって安心できますよ」

「……ええ、ええ。そうですわね」

　わたしの言葉をあてにならないと感じたのか、愛賢妃は曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「あたし、裴貴き妃ひにとても不ぶ躾しつけなお願いをさせていただけないかと思いながら宮きゆう殿でんを抜け出してきましたのよ……無理なこととお願いする前から諦めていたのですけれど、ここでお会いできたのもご縁えんと思って、せめて口にするだけさせていただけないかしら」

「お願いというと？」

「はい、あの。あたしのためにお立場を顧かえりみず身を挺ていしてくださった裴貴妃に、このようなお願いをお伝えするのは非常に心苦しく情けないことと承知の上なのですけれど」

「はあ、なんでしょう？」

「……あたしを裴貴妃の宮殿に置いていただけないかしら？」

「はああ!?」

「あたし恐こわくて恐くて！　一人で宮殿にいるのはとても耐たえられなくて……！」

「いやあの、侍女たちとか、大勢いるじゃないですか」

「身分が違ちがいますもの。一人のうちに入りませんわ！」

　そ、そういうものなの？

　恐おそる恐るうちの亜青の方を見やると、皺しわだらけの顔で重々しく頷いていた。それは妃として当然の考え方であるらしい。

　いやでも、愛賢妃の侍女たちは呆ぼう然ぜんとしているよ？

　彼女たちはすぐ我に返って愛賢妃を止めようとした。

　けれど、愛賢妃は熱心にわたしを見つめている。

「裴貴妃、あたしのこと、お引き受けいただくことはできないかしら？　侍女のように扱あつかっていただいて結構なのですわ。朔耀陛下が裴貴妃を訪ねていらっしゃった際にはお邪魔にならないよう部屋に閉じこもってじっとしているとお約束いたしますわ」

「え、ええと……愛賢妃の朔耀様のお渡わたりの順番が来たらどうするんですか？」

「あたしの順番も全すべて裴貴妃にお譲ゆずりいたしますわ。朔耀陛下はきっとお許しくださいますし、後は内ない侍じ省に掛かけ合うだけですわね」

「え？　なんで？」

　思わず素すで聞いてしまった。愛賢妃は気にも留とめなかった。

「先程あたしを守って戦ってくださった裴貴妃に……その、あたし、心を奪うばわれてしまいましたの」

「……は？」

「しばらく朔耀陛下とお会いしたいとは思えなくて……あの、あたしがお側そばに侍はべりたいのは、裴貴妃ですから……」

　きゃ、言っちゃったわ、と頰ほおに手を当てて恥はじらう愛賢妃。

　困こん惑わくして彼女の侍女たちを見やった。

　けれど、侍女は侍女で愛賢妃の気持ちは初耳だったらしい。「愛賢妃？　噓うそでございましょう？」「命を狙ねらわれた衝しよう撃げきで少々おかしく……」と混乱の中にあった。

　波乱の最中、一人我関せずという顔をしていた楊淑しゆく妃ひがすっくと立ち上がる。

「わたくしには関係のない話のようですので、失礼させていただきます」

「よ、楊淑妃、待って」

「わたくしには関係のない話のようです」

　楊淑妃は淡たん々たんと繰くり返した。

　確かに関係は全くないけどお願いだから置いていかないで。

　願い虚むなしく彼女はわたしに背を向けた。楊淑妃があの林の中で何をしていたのか、少し気になっていたから聞きたかったけれど、この様子だと教えてはくれないだろう。

　別にどうしても聞きたかったわけじゃないからいいけどね。

「でも、そのうち話を聞かせてもらいますからね！」

　楊淑妃はわたしを金色の目でじろりと睨にらんだ。すごく嫌そう。

　あの時、わたしはあの襲しゆう撃げき者の狙いを愛賢妃だろうと思った。襲われたのが愛賢妃だったからだ。でも考えてみれば、一番近い場所にいたから襲われただけかもしれない。

　随ずい分ぶんと手て際ぎわが悪いように感じられた……あれは、もしかすると愛賢妃が当初の標的ではなかったからではないかという可能性があるのだ。

「狙われたのはあなただったのかもしれないんですよ、楊淑妃」

　動どう揺ようは見せなかった。なんとも言えない目でじっとわたしを見つめてくる。

　楊淑妃はあの場所で何者かと待ち合わせをしていたのではないだろうか？

　賊はその待ち人に関かかわる人物……十分にありうる話だと思う。

「愛賢妃も、ちょっと落ち着いてください。わたしのところに来なくとも、もしかしたら愛賢妃が狙われたわけではないかもしれないし、それに後宮なら安全ですし」

「いいえ！　狙われたのはあたしでしたわ。ぶんって、剣けんが空気を斬きる音が聞こえましたもの！　あたし恐くてたまらないわ！　裴貴妃の側でなければ一いつ睡すいもできませんわっ！」

「えええ」

「あたしを受け入れれば陛下と過ごせる時間が二倍に増えますわよ、裴貴妃！　あたしはお二人の邪魔は決していたしませんわよ！」

「こ、心こころ惹ひかれる提案なんだよなあ」

「そろそろ本当に失礼いたします。夜も更ふけましたので」

　楊淑妃がそう言うが早いか時を告げる鼓つづみの音が宮中に響ひびき渡った。

　三更こうの頃、子ねの刻くらいかもしれない。

「──ん？」

　鼓の音に場の緊きん張ちようが緩ゆるみ空気が和やわらいだ。同時に、何かを感じて周囲を窺うかがった。

　わたしたちのいる亭あずまやは夜とはいえ燈とう籠ろうに照らされ明るいために、周囲の闇やみが深くなっていた。どこかから朱欒ザボンの花の甘い香かおりがする。闇が濃こくて見つけられないけれど──その濃い闇の中に、何か。鼓の音と共に気の緩みを見せた何かがいる、ような気がする。

　いやわからない。わたしの感覚は山を下りてから数ヶ月でかなり衰おとろえている。

「どうしましたの？　裴貴妃」

「え？　いや……」

　愛賢けん妃ひがわたしの腕うでに絡からみつきながら微笑んだ。すっかり翠星宮にくる気でいるらしい。

「あっ、楊淑妃」

　愛賢妃に気をとられていると楊淑妃がさっさと一人でいってしまった。

　その時、深衣の裾すそを翻ひるがえした楊淑妃と一いつ緒しよに動く、かすかな衣きぬ擦ずれの音を闇の中に聞いた気がした。気のせいかもしれない。風の音かもしれない。

　わたしたち妃に遠慮する警備の道士がいるのかもしれない。

「……愛賢妃、先に帰っていてくれますか？」

「翠星宮に？　いいのですわね？　あたしたちこれから一いつ緒しよに暮らせるのですわね！」

　言げん質ちをとってはしゃいで喜んでいる愛賢妃のことは、今はいい。

　今後一緒に暮らすかは明日以降に考えることにして、今夜はわたしの宮殿で休んでもらっても構わない。愛賢妃と亜青に向かって言う。

「わたしは楊淑妃と内密の話があるので、愛賢妃、すみませんがどうか先に。亜青は愛賢妃と一緒に翠星宮へ行って」

「裴貴妃はどうなされるのですか」

「楊淑妃に話が。大だい丈じよう夫ぶ、ここは後宮なんだから。すぐに戻もどるよ」

　そう、ここは後宮なのだから、安全でなくてはならないはずだ。

　……愛賢妃には自分の侍じ女じよと亜青がついている。心配なのは楊淑妃だ。

「それじゃお願い！」

「裴貴妃！」

　きっと妃らしくないふるまいだけれど、亜青に後のことを押しつけて小走りで内院の亭を出て廊ろう下かを歩き出した。楊淑妃の宮殿は確か黒こく晶しよう宮きゆう。ここは後宮の南にある内侍省に近い亭で、楊淑妃の黒晶宮からはいくらか遠い。もっと近い亭はいくらでもあるのにどうしてここまで足を伸のばしたのだろうか。

「大明園の林と同じように笛を吹いて……笛が合図？」

　初め林の中で笛の音を聞いた時にも思ったけれど、人を呼び寄せるために使っているのではないだろうか？

　笛を吹いていたのは多分待ち合わせ相手で、楊淑妃は笛の音を頼たよりに合流した。

　そこへ何の偶ぐう然ぜんかわたしと愛賢妃も合流してしまったのだ。

　隠かくれて会いたかった相手はそそくさと逃にげ出したに違ちがいない。

　まさかそれが賊ぞくの正体？　賊と今夜も会う約束をしていた？　だから笛を吹いた？

　えっとでも、ここは後宮だから男は入れないはずで……相手は道士？

　道士でなくとも、後宮に入れる人物とならいつでも会える。宮きゆう殿でんに呼びつければいい。

「頭が痛くなってきた……」

　そろそろ寝ねた方がいいんだろう。それなのになんでわたしは楊淑妃を追っているのだろう？

　──醜みにくい心があるからだ。

　心のどこかで、見捨ててやりたいと思っているからだ。

　自分の邪じや悪あくな気持ちを否定するためにも、わたしは楊淑妃を誰だれよりも気き遣づかわなくてはならない。

　いずれ自然と家族のように想おもえるまでは……そんな日が果たして訪おとずれてくれるのだろうか。

「よし、追いついた……」

　楊淑妃は一人でしずしずと後宮の廊下を歩いている。足音を立てないように後をつけた。

　別に、物もの陰かげから出ていって声をかけても問題はない。

　けれど、黒晶宮まで送り届けるだなんて言ったら正気を疑われるに違いない。

「……っ」

　嫌いやな風が吹いた。温ぬるくゆっくりと肌はだをなめるように吹く風には周囲の雑多な匂においが混ざっている。自分でも何を嗅かぎ取ったのかは理解できていないけれど、直感的に姿の見えない誰かの匂いを感じ取った。直感を信じ廊下に面して右手にある内院の闇を見やった。

　闇から見つからないよう柱の陰かげに隠れる。得物を持って来なかったことが悔くやまれる。

　華燁国の、後宮の中だから危険など何一つないと思い込んでいた。

「楊淑妃……気づいてないならそれでもいいから、無事に宮殿に入ってよ」

　のんびり歩みを進める楊淑妃の後ろ姿を見守っていたが、願いは叶かなわなかった。

　闇からぬるりと姿を現したのは、鬼おにの面をつけた男だった。

　花か壇だんの間に配された亭の陰から現れた。亭は水際にある。その水音でこちらの足音がわからぬ間にわたしもまた内院に出て築つき山やまの陰に隠れる。後宮の庭には小石の一つ、木の枝一本も落ちていない。築山から、老ろう朽きゆうして崩くずれかけた拳こぶ大しだいの石を息を殺して引っこ抜ぬいた。

　男は軽い足取りで内院を横切った。手には抜き身の長ちよう剣けんを手にしている。

　見つかることをほとんど恐おそれていない足取りだった。

　その先には楊淑妃がいる。今夜の賊は随分思いきりが良さそうだった。

「楊淑妃！」

　怒ど鳴なるように叫さけんだ。楊淑妃は振ふり返る際に不ふ審しんな鬼き面めんの男の存在に気づいた。

　彼女は愛賢妃とは違い決断が速く機き敏びんだった。わたしの存在に特に構うことなく裾をまくって黒晶宮に走り出した。健けん脚きやくだ。それでいいんだけれどなんだか納なつ得とくがいかない。

「おまえは誰だ！」

　叫ぶと同時に男に向かって石を投げた。

　後宮に入れる男は朔耀様と道士だけ。それ以外の男が後宮にいるとしたらそれは侵しん入にゆう者だ。後宮への侵入は最悪縛しばり首の刑けい罰ばつを受けるはめになると知っての暴挙だろうか。

　男は空いていた右手を上げ顔を庇かばった。手て応ごたえはあった。男は呻うめき声一つ漏もらさなかったもののたじろいで見えた。

　未練がましく楊淑しゆく妃ひの消えた廊下を見やった後、身を翻して内院の闇へと退いた。予想外にあっさりと引いた印象だ。またわたしがいるのは賊にとって予想外だったのだろう。以前と違い撤てつ退たいの判断にも躊躇ためらいがない。

「裴貴き妃ひ！　ご無事ですか！」

　楊淑妃が人を引き連れて戻ってきた。

　侍女や警備の道士たちが来る頃ころには賊の気配はどこにもなかった。

　道士たちが慌あわてて捜そう索さくに入り、侍女たちが四方に走る。

　わたしの宮殿へも連れん絡らくを入れてくれたらしいので、すぐに誰か来るだろう。

「裴貴妃、あなたはどうしてお一人でこのような場に居合わせたのですか？」

　楊淑妃が侍女を下がらせて問いただす。期待していたわけじゃないけれど、感謝の言葉は思い浮うかばないらしい。複雑な表情を浮かべる楊淑妃に肩かたを竦すくめてみせる。

「あなたが一人で宮殿に帰ろうとするからですよ、楊淑妃。わたしの制せい止しも聞かないで。尾つけられているのに気づいていなかったでしょう」

「尾けられて……亭からですか？」

「そうです。あなたは狙ねらわれているみたいですよ、楊淑妃。今夜黒晶宮から遠いあの場所で、そして宴うたげの際にも、あなたが何をしていたか教えてくれませんか？」

　楊淑妃は唇くちびるに指を当てて眉まゆを顰ひそめた。

「……襲おそわれる心当たりはありません」

「楊淑妃、わたしは巻き込まれたんですよ？　また同じことが起きるかもしれないのに、教えてくれないんですか？」

　勝手に巻き込まれに来ておいて、これはないだろうと自分でも思ったけれど、楊淑妃は言葉を失っていた。少しはわたしに対して申し訳ないと思う気持ちがあるらしい。

「誰かと逢あい引きしていたんですか？」

「違います！　……侍女に聞こえないよう声を潜ひそめてください！」

　楊淑妃は激しい口調で否定した。わたしを睨にらみつける目は鋭するどい。

　妃がひと目を忍しのんで会おうとするなんて、秘密の恋こい人びとくらいしか思いつかなかった。

　相手が誰にせよ、密会については侍女に秘密にしているようだ。

　だから楊淑妃は宴の際も先さき程ほども、侍女を連れずに一人で佇たたずんでいたのか。

「逢い引きでないにしても、笛はお互たがいの居場所を伝える合図ですよね？」

　彼女の望み通り声を潜めると、険しい顔つきながらも頷うなずいた。

「笛のことはそうです。ですが逢い引きなどではありません。裴貴妃、何が望みですか？　取引したいなら要求を言ってください。真綿で首を絞しめるような真ま似ねはやめてください」

　楊淑妃はピリピリと警けい戒かいしながら言う。

　わたしはついさっき楊淑妃を命の危険から救ったはずなんだけど！

「わたしはただ、あなたに恋人がいるのなら朔耀様にお願いして、楊淑妃を恋人と結けつ婚こんできるようにしてあげたかっただけですよ。わたしはあなたに後宮からいなくなってほしいと思っているから」

「はい？」

　楊淑妃は酷ひどく間ま抜ぬけな声を出した。わたしの言葉が予想外だったのだろう。

「あの、ならば何な故ぜわたくしを助けたりしたのですか？　見過ごしていれば今いま頃ごろわたくしは裴貴妃の望み通り後宮どころかこの世から消え失うせていたでしょうに」

「今、楊淑妃が死んでしまったらきっとわたしは喜んでしまうからです」

「ん？　はい？」

　楊淑妃が戸と惑まどっている。首を捻ひねり倒たおしながら困こん惑わくしている姿は少し面おも白しろい。

「何を言って……？　喜ぶのならば尚なお更さらわたくしを見捨てればよかったのでは……？」

「朔耀様の前で再従姉弟はとこであるあなたが亡なくなったのを喜ぶ人間でありたくないんですよ」

　困惑している楊淑妃に、はっきりと言う。

　わたしは楊淑妃に好意を抱いだいていたから助けたわけじゃない。勘かん違ちがいはお断りだ。

「楊淑妃が亡くなった際に心から悲しめるようになるまで、死んでもらっては困るんです」

　遂ついに彼女はぽかんと口を開いたまま硬こう直ちよくしてしまった。

「……なんという言い草ですか。信じられません。呆あきれました」

「そうでしょうね。どうせ貴妃らしくなんてない」

　図はからずも吐はき捨てるような口調になった。

　楊淑妃は奇き妙みようなものを見る目でわたしを見つめてくる。

　今すぐ不ふ貞て寝ねしてしまいたい。今夜は二件も護衛まがいの案件をこなしたのに、愛賢けん妃ひは感謝してくれたからまだましにしても骨折り損だ。

　朔耀様の前に恥はじるところなく立てるという点だけが救いだった。

　しばらくすると亜青や何故か愛賢妃を連れたお義兄にいちゃんが血相を変えてやってきた。

　その表情を見たら、今夜はお説教で眠ねむる時間は取れないだろうってわかった。

　ああ……またやってしまった。

　朔耀様に愛あい想そを尽つかされてしまったら、どうしよう。
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　甘かん露ろ殿でんにやってきた異母弟の黎耀は、丁てい寧ねいに丁寧に跪き拝はいした。

　指先にまで神経を行き渡わたらせた所作は胸に迫せまるものがある。

　陳皇太后と余の確かく執しつを十二分に理解しているからこそ、黎耀はその一挙一動に気を遣う。

　哀あわれで罪のない、母違ちがいの余の弟。

「面おもてを上げよ」

「はっ」

「先日の宴の際には何も助けになれず、すまないな」

「ありがたきお言葉にございます。畏おそれ多いことながら、母は陛下に言葉をかけられてしまうと、更さらに手が付けられなくなってしまいますから……」

「嫡ちやく母ぼ殿どのには余も嫌きらわれたものよ」

「も、申し訳ございません！」

　床ゆかにへばりつくようにして黎耀は謝罪をする。

　そうしなければ生きてはいけぬ。皇こう帝ていの敵になるとはそういうことだ。

　それが何年かけても陳皇太后には理解できない。故ゆえに孤こ立りつし力を失う……そうなれば話は簡単であったのだ。どういうわけか陳皇太后の周囲からは人が離はなれない。

　主に陳皇太后を取り巻くのは内ない侍じ省の道士たちだ。内侍省は後宮の中にあり後宮の管理を司つかさどるため、後宮の頂点に立つ陳皇太后との結びつきが自然、強くなる。

　彼ら内侍省の道士たちを陳皇太后から引き離すために最も有効と思われるのは、十年前の事件が陳皇太后の仕し業わざであると明らかにすることだ。

　神しん仙せん廟びように対する火付け。あの非道な所業に対して国中の道士が嘆なげき、犯人を憎ぞう悪おした。

　内侍省の道士たちとて当然これを許すことはないだろう。

　十年経たった今に至っても、陳皇太后が下げ手しゆ人にんを操ったという証しよう拠こは出てきていない。

　しかしこの証拠を探さぐるのにうってつけの人間がいる。

「そなたのせいではないと理解している。苦労していることだろう。骨身にしみている故そなたの境きよう遇ぐうには同情している」

「そ、そう言っていただけると、ありがたく……っ」

「ただそろそろ旗色を明らかにしてもらわねばならぬ」

　はっと顔を上げた黎耀が青ざめているのが見てとれた。

　まだ十歳の幼い弟に、何を世よ迷まい言ごとをと自分でも思う。しかしはっきりさせねばならない。

　陳皇太后との決別を明らかにできないのであれば、黎耀を敵と看み做なす以外に術すべがない。

　翡翠を守らねばならない。不安要素は斬きり捨てねばならない。たとえそれが実の弟でも……。

　旗印を明らかにする証あかしとして陳皇太后が過去の悍おぞましい事件の首しゆ謀ぼう者しやである証拠を、余は暗に求め続けてきた。賢かしこい黎耀は間ま違ちがいなく気づいている。

　さて、この青い表情の意味は、未いまだ見つかっていないためか……あるいは母を陥おとしいれる証拠を余に差し出すことへの忌き避ひ感か。

「余につくか、陳皇太后につくか、未だ決まらぬか」

「ぼく、いえ、わたしは……陳皇太后の息むす子こで、陛下の弟です」

　震ふるえる声で黎耀が言う。懇こん願がんの響ひびきがあった。

　本人の言葉通り、黎耀にとってはどちらも憎にくみようもない、血の繫つながった存在だ。

「辛つらい選せん択たくであろうな。だが選んでもらわねばならぬ」

　黎耀は今年十歳となった。

　そろそろ後宮に滞たい在ざいするのも許されぬ年ねん齢れいである。

　親王として辺境を領地として与あたえた後は、そちらへ赴ふ任にんしてもらう。

　追放と言われるだろうが、穏おだやかに暮らさせてやりたいと思っている。

　しかし黎耀が陳皇太后を切り捨てられないのであれば、不ふ慮りよの事故か、あるいは病によって急きゆう逝せいしてもらわねばならないと考える者もいる。

　その者たちから黎耀を守るためにも、決断をしてもらわねばならぬ。

「ぼ、ぼくは……大華燁国皇帝陛下の、忠実なる臣でございます……ですから先日の珠しゆ栄えい宮きゆうの捜そう索さくの際には協力させていただきました」

「うむ……そなたの協力がなければ不必要な容疑が陳皇太后にかけられるところであったな」

　思わず苦い口調となった。

　先日、後宮にて賊ぞくが目もく撃げきされ、あわや楊淑しゆく妃ひが襲おそわれるところであった。

　その人物の姿形は宴うたげに出てきた者と同じく藍あい色いろの官服に鬼き面めんを身につけていたと、目撃者である楊淑妃と翡翠から調書が取れている。

　即そく座ざに後宮中を叩たたき起こしての捜索となった。不ふ審しん人物の侵しん入にゆうを許した愛兵部には任せられず、余も指揮に加わった。

　だが、陳皇太后の宮きゆう殿でんの捜索をするには翡翠たちの証言のみでは弱かった。

　他ほかの場所では一向に見つからず、そのまま陳皇太后の宮殿を捜索できないとなれば、疑いの目は否いや応おうなしに陳皇太后へ向かうところであった。

「あのままでは母上様が疑われてしまうところでした……不器用な方ですから、口さがない者たちはこぞって何でも母上様に罪を着せようとします……」

　黎耀は暗に余を責めているのかもしれぬ。

　余も、大した証拠もなく陳皇太后を疑っていた人間の一人だ。陳皇太后が愛賢妃や楊淑妃の命を狙ねらわねばならない理由を考えもせずに。

　その日は宴の後であったため、運のいいことに珠栄宮には常はいない黎耀が泊とまっていた。

　その黎耀の協力があったため、陳皇太后を抑おさえて宮殿を他の場所と同様に調べ尽くすことが可能となった。とはいえ、調査が可能であったのは賊を匿かくまったり、隠かくれさせることのできるような場所のみだ。皇太后の持ち物や書類には手をつけられない。

「以前からそなたの言っていた通り、緑閃華国の間者の姿もなかったと報告を受けている」

「顔がん采さい春しゆん……以前珠栄宮で見かけたことはありますが、最近は見ていません」

　ひと月ほど前に余の命を狙い害して逃にげおおせた刺し客かく、顔采春。

　今の緑閃華国王の命令により、十四歳の頃ころより華燁国に侵入していた間者である。陳皇太后の引き立てにより後宮にあがったと見られるが証拠がない。顔采春を何らかの方法で後宮から逃がしたらしく姿が見えないとなれば、今いま頃ごろ緑閃華国の飼い主のところへ戻もどっているかもしれぬ。

　あと少しというところで取り逃がす。口くち惜おしいことばかりだ。

　あくまで綱こう紀きに則のつとった調査のみを進めていてはいつまでも真相には辿たどり着けぬであろう。

　相手は綱紀など屁へとも思っておらぬのだから……。

「いつもいつも、母上様のむちゃくちゃなふるまいを寛かん大だいにお許しいただいて、陛下には──朔耀兄上様には心から感謝しています。朔耀兄上様のご苦労の程ほどを思ったら、ご聖せい恩おんに頭を垂れる以外のことはできません……、ただっ」

　黎耀は跪ひざまずき、額ぬかずいて、震えながら言葉を濁にごした。

「ただ……その、今すぐ心を決めるというのは、難しくて……」

　優やさしげな弟の顔が歪ゆがむ。

「ぼくにとっては、陳皇太后は、母上様で……母上様が朔耀兄上様にしたことは、ちゃんと聞き及およんでいます。信じられないと思う気持ちが心のどこかにありますが、朔耀兄上様が噓うそを吐つくはずがないのはわかっています……でも、母上様を見捨てるというのが……」

　膝ひざの上で握にぎりしめた小さな拳こぶしが震えていた。

　もう暫しばし時間が欲しいというのだろう。恵顕にまた何か言われると思うと憂ゆう鬱うつではある。だが、余には陳皇太后を不当に疑おうとしていた後ろめたさがあった。黎耀はそれを利用するかのように、上うわ目め遣づかいに余を見上げた。

　惨むごい決断を迫っているのだ。ここは余が引くべきであろう。

「血の繫がった母のことだ。即座に覚かく悟ごを決めるのは難しいだろう」

「ご理解いただき……ありがとうございます……」

「考えが固まったら聞かせてくれ。しかしそう長くは待てぬ」

　厳しい口調で言う。余にできるせめてもの情けだ。

　不孝にも母の罪を告発したと責める者が万一にもいたならば、皇帝に脅おどされ命が危あやういと感じたと言えばよい。黎耀は青白い顔で頷うなずいた。

　本人も理解していよう。待てる時間は残り僅わずかだ。
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　朔耀様が真夜中に後宮にやってきた。

　久しぶりに二人きりで過ごせる貴重な時間だ。

　それなのに、朔耀様に会うと思うと憂鬱な気持ちになってしまう。

　会えるのが嬉うれしくないわけじゃない。本当に、すごく嬉しい……でも、朔耀様にどんな言葉を投げかけられるだろうと思うと、気が重い。

　わたしは最近妃きさきらしくないふるまいをしすぎている。

　その上、わたし以外の妃としてふさわしい女性が周囲に多すぎる。

「やっと会えたな、翡翠。寝ねていたか？　起こしてしまってすまないな」

「朔耀様いらっしゃい。大だい丈じよう夫ぶだよ。わたし、眠れなかったところだから。こんなに夜よる遅おそくまで仕事をしていたの？」

「問題が多いからな。だが、余のことはいい。眠ねむれなかったというのはどういう意味だ？」

「えっと……それは」

　ふるまいが妃らしくない、皇后としては更さらに眉まゆを顰ひそめられるようなものだと十分にわかっている。それなのに、わたしがわたしでいるためには、そうしなくてはならない行動がある。

　わたしの本ほん性しようが高貴な地位に似つかわしくないからそういう矛む盾じゆんが生まれるのだろう。

　そして、わたし以外に妃は大勢いて、皇后位に似つかわしい人も中にはいて……。

　考えるだけで悔くやしくて眠れなくなるなんてこと、朔耀様には言いたくないのに。

「先日の宴での出来事のせいだな。そして、賊ぞくに後宮への侵入を許した事件のためでもある」

　指し摘てきされてしまったから、噓はもう吐けなくて、わたしは項うな垂だれるように頷いた。

「恐こわい思いをさせてしまったせいだな。すまない翡翠。余のせいだ」

「え？　朔耀様、怒おこってないの？」

「怒っているとも。愚おろかにもそなたらを脅おびやかした賊を。そして賊をみすみす宮きゆう廷てい内に入れた役に立たない警備責任者どもに対してもな」

「……わたしに対してじゃないんだ」

　思わず呟つぶやくと、朔耀様は労るようにわたしの頰ほおを撫なでた。優しい手つきだった。

「何な故ぜそなたを責める？　宴の際は余の庭であった。後宮に至ってはそなたの家だ。家の中でたとえ一人歩きしたからといって、そなたを責めたりするものか」

「お義兄にいちゃんはすごく怒ってるよ」

「珍めずらしいことにな。あやつなりに翡翠を心配しているのだろう。付き合ってやれ」

　数日前、わたしは後宮内で鬼面の男と遭そう遇ぐうした。

　ただそれだけなら怒られはしなかっただろう。不運な事故だ。

　問題はわたしが楊淑妃の身を案じて尾び行こうしていたことだった。

　お義兄ちゃんの怒り方は、すごかった。これまで聞いたこともない言葉で、見たこともない勢いでわたしを𠮟しかった。罵ば倒とうされたようにすら思えた。

　わたしに甘いお義兄ちゃんがそれだけ怒るんだから、白恵顕は──まあどうでもいいけど、朔耀様なんてどれだけ怒っていることだろうと考えていたのだ。

「わ、わたし……あんまり妃らしくないふるまいをし続けていたから、朔耀様に嫌きらわれたんじゃないかって思ってた……！」

「余の方こそ、そなたに愛あい想そうを尽つかされていないか？　これほど近くにいるというのに、余はそなたを守ってやることができなかったのだ。すぐにでも慰なぐさめてやりたかったが馬ば鹿か者どもが仕事を作ってくれたせいで会いにこれなかった。涙なみだを流すほど追い詰つめられていたとは……」

　朔耀様が抱だきしめてくれる。腕うでの中の温かさに陶とう然ぜんとする。

「そなたの涙をすすり安あん眠みんを邪じや魔まする者どもに厳重に注意しておく。許せよ、翡翠」

「ううん、勝手に不安になっていただけだから！　わたし、きっと大丈夫だよ……！」

　まだ心のわだかまりは晴れないけれど、朔耀様が想おもってくれているからきっと、いつかは。

　大丈夫になるはずだ。そうでなければならない。信しん頼らいに応こたえたい。

　同じ牀しん榻だいの隣となりに横たわった朔耀様はわたしを腕に抱きしめて、温かく優しい手でずっと頭を撫でてくれた。温かくて、心ここ地ちよくて、力が湧わいてきて……心の底からきっとできると思えてしまった。
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「はう。素す敵てきですわ、裴貴妃。道服もまたお似合いですわ！」

　愛賢けん妃ひが昼間から寝ね言ごとを言っている。

　その腕の中にいる愛賢妃の飼い猫ねこの玉ぎよく玲れいは惰だ眠みんを貪むさぼっている。

　わたしも最近寝不足だから、その猫なる生き物のようにずっとお昼寝をしていたい。

「翡翠さんは元気があり余ってるみたいだからね、鍛たん錬れんでもすれば少しは落ち着くかな？」

　先頭を行くお義兄ちゃんは冷ややかな声だった。まだ怒いかりが収まらないらしい。

「何でも自分でやらないと気が済まないのなら、君には強くなってもらわなくちゃならない」

　目の中の色瑠る璃りを瞬まばたきで調整していたわたしを、お義兄ちゃんはじろりと睨にらみつける。

　仕方ないじゃん、目の輝かがやきを隠すのに、色瑠璃は大事なんだから。

　視界が緑色に染まる以外は違い和わ感かんがあまりない。それにしても、今何か変なこと言わなかった？

　わたしの行動を制限するのを諦あきらめたお義兄ちゃんは、わたしが自由に行動しても身の安全を確保できるよう、これから鍛きたえてくれるというらしい。道士的冗じよう談だんかな？

「向かうのは綺き羅ら亭てい側の台ですわよね？　あたしは綺羅亭に飲み物を用意しておきますわ」

　愛賢妃は楽しげに用意するものを指折り数えている。

　わたしがお義兄ちゃんにしごかれるのを優ゆう雅がに観賞するつもり満々だ。参加しないの？

　朔耀様の凄すさまじい怒りは宮中警けい吏りの方へ向いたのに、お義兄ちゃんは未いまだにわたしに怒っている。

　朔耀様は𠮟しつ責せきのためだけに大朝会を開き、百官を集めた。当初狙ねらわれたのが愛兵部の姪めいである愛賢妃だったから、宮中警吏の長おさである彼の、全力で捜そう索さくに取り組んでいるという証言が信用された。そうでなければ免めん官かんされていてもおかしくなかったらしい。愛兵部の弟である愛賢妃の父親が朔耀様の寵ちよう臣しんらしいけれど、その点はほとんど考こう慮りよされなかった。

　何しろ後宮内に賊ぞくが忍しのび込んだのだ……と、言われているけれど、道士が犯人だとは誰だれも考えていないみたいだった。

　愛賢妃は伯お父じを𠮟責されてさぞや落ち込んでいるだろうと思えば、元気に家財をわたしの宮きゆう殿でんに運び込み、愛あい玩がん動物を紹しよう介かいし、世話のやり方を侍じ女じよたちに教えていた。完全に翠すい星せい宮きゆうで生活するつもりだし、どこへ行くにもついてくる。何故懐なつかれたのかわからない。

「あれ、誰かいるみたいだよお義兄ちゃん！」

　いつもは笑え顔がおのお義兄ちゃんが不ふ機き嫌げんだ。状じよう況きようを打開しようと声をあげた。亭あずまやに人がいたのは本当だ。お義兄ちゃんは険悪な目つきでそちらを見やった後、すぐに態度を改めた。

「殿でん下か、このようなところにお一人ですか」

「あ、裴侍じ中ちゆう、それに裴貴妃に愛賢妃まで……みなさんおそろいで、お茶会ですか？」

　綺羅亭にいたのは黎耀様だった。遠目にはどこか悄しよう然ぜんとしているように見えたけれど、降りてきた黎耀様は柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべていた。

「いいえ、鍛錬です」

「え？　裴侍中？　鍛錬、ですか？　裴侍中だけならわかりますが……あっ、もしかしてそちらは裴貴妃ではなく、双ふた子ごの弟だという川蟬殿どのですか!?」

「いえ、彼女は貴妃で間ま違ちがいありません。ですが彼女と僕が手合わせ致いたします。黎耀様、よければご覧になっていってください」

「裴貴妃、あたしもこちらで応おう援えんしておりますわ！」

　愛賢妃に促うながされ、黎耀様は戸と惑まどいつつも再び綺羅亭に戻もどっていった。

　御おん年とし十歳の黎耀様は、やはり何度見ても朔耀様によく似ていた。

　顔立ちがというより、全体の雰ふん囲い気きが似ているんだよね。

　どうして肩かたを落として一人でこんなところに座っていたのだろう……。

「翡翠さん、もう暑さでへばっているのかな？」

　黎耀様の方を見ていると、お義兄ちゃんが棘とげのある声こわ音ねで注意を促した。

「集中しないと駄だ目めだよ。怪け我がをすることになる。もう二度と一人で外に出たくないと思うほどに痛めつけるのが義兄としての僕の優やさしさなんじゃないかと思い始めているからね」

「優しさの意味、間違って覚えてる？」

「僕は道士の試験のための詰め込み勉強しかしていないからね。もしかしたら記き憶おく違ちがいをしているかもしれないけれど辞書を引くのは鍛錬が終わってからにするよ」

　優しさの意味を積極的に間違える気でいるお義兄ちゃんの表情は酷こく薄はくだ。

　木ぼつ剣けんを投げつけられた。ドキドキしてきた。これは久しぶりに痛い目を見るかもしれない。黎耀様を気き遣づかっている場合じゃない。

「まずは一兵卒にも叩たたき込まれる華燁流剣術の基き礎そを君に叩き込む」

「お手て柔やわらかにお願いします……」

「顔は避さけるようにしてあげる」

　お義兄ちゃんがにっこりと微笑んだ。鬼おにのような笑みだ。

「まずは上段に構える。ああ、翡翠さんはいいよ。とりあえず僕の攻こう撃げきを受けてみてから改めてやってみようね」

「攻撃を受ける前に逃にげたいなあ！」

「それじゃ鍛錬にならないからその場を動かないでね」

「受け止めたりいなすのはあり!?」

「できるものならどうぞ。できるほど容よう赦しやはしないけど」

　泣く泣くその場に踏ふみ留とどまった。

　愛賢妃は何をしているだろうと綺羅亭を見やると黎耀様と一いつ緒しよに猫を愛めでている。

　わたしにもそのぐにゃぐにゃした面おも白しろい生き物を撫なでさせて……。

「余よ所そ見みとは余よ裕ゆうだね！」

「きゃっ」

　上段から木剣を振ふり下ろされた。腕を引く力で木剣を掲かかげて受け止める。

　みしりと音を立てたのは木剣か、わたしの腕か。

　容赦なくわたしの肩を狙ったお義兄にいちゃんが目を丸くしている。

「ひい！　本気で打ってきた！　お義兄ちゃんの馬鹿！」

「──まさか本当に受け止めるとは思わなかったよ。翡翠さんって結構強いの？」

「対人戦はそれほどしたことないからわかんないけど！　人より力は強いって言われるよ！」

「それほど、かあ……強いなんてものじゃない。上から振り下ろされた剣には使用者の力に加えて体重が乗る。それを受け止めるのは並なみ大たい抵ていの力じゃ不可能だよ。君は強い」

「それって絶対に貴き妃ひに必要な素養じゃないでしょ……褒ほめられても嬉うれしくないからね」

「そうだね。貴妃には必要のない力だし、褒めてもいないよ。強いから君は愚おろかだけれど生きてこられたのだなと現状を確かく認にんしていただけだ」

「思いきり貶けなしてる！」

「貶しもするよ。義妹いもうとがこんなに馬ば鹿かなんだから。──続けるよ」

　苛いら立だった口調で吐はき捨てると、お義兄ちゃんは即そく座ざに構えた。本当に怒おこっているのだ。

　慌あわててわたしも木剣を構えた。お義兄ちゃんはぐぐと腰こしを落として身体からだを捻ひねった。まるで引き絞しぼられた弓のように──次の瞬しゆん間かん、放たれるように振られた横よこ薙なぎの剣の初速は恐おそろしいほど速かった。音が置いて行かれ、剣けん先さきがぶれて見えた。当たったら絶対に痛い！

　中段に置いておいた木剣で辛かろうじて受け止める。腕うでが痺しびれた。

「っ、え？　噓うそ……どうして受け止められたの!?　これ、僕の得とく意い技わざというか、翡翠さん、もしかしてこの型を知ってるのかい!?」

「あぶな……危ない！　今の何!?　もしも食くらってたら肋ろつ骨こつ折れてるよ!?」

　暑いのに、冷や汗あせがぶわっと噴ふき出して血の気が引いていった。

「うん。折ろうと思ったから。そんなことより──」

「どんなことより大切なことじゃない!?　義妹の肋骨を折ろうとしたとか！」

「そんなことより君は華燁流剣術を知っているの？　知っているのなら話が早いんだけれど。教え方も変わってくるし」

「華燁流剣術？」

　一連の流れに覚えがあった。それは剣術の動きらしい。そう言われてみると、その型に覚えがあるどころか、つい最近使われたことに気がついた。

「宴うたげの夜、大だい明めい園えんの林の中で遭そう遇ぐうした鬼き面めんの男が使ってた……！　まずは上段から振りかぶり、それが跳はね返されたら一歩下がり、前に踏み出しながら中段の横薙ぎ払ばらい」

「なるほど。犯人はこの国の人間、しかも訓練を受けた兵士の可能性が高くなってきたね」

「お義兄ちゃんの方が強いね」

「それは当然。華燁流剣術にはそこまで詳くわしくはないけれど、我が流りゆうでならそこらの兵士には負けないね。強くもないと神しん仙せん門下省の侍中にはなれないんだよ」

　お義兄ちゃんは自じ慢まんするように胸を張った。

　お義兄ちゃんの機き嫌げんがよくなったのを見計らったように、綺羅亭にいた愛賢けん妃ひと黎耀様が降りてきた。わたしもそちらがよかったな。

「裴貴妃、すごかったですわ！　その強さであたしを守ってくださったのだと思うと胸が高鳴ってしまいましたわ！」

「本当に、愛賢妃のおっしゃるように、すごいです！　ぼくも裴侍中や裴貴妃のように強くなりたいです！」

　くねくねしている愛賢妃はおいておく。ブラブラ揺ゆられている猫ねこが迷めい惑わくそうな顔だけど。

　はしゃぐ黎耀様を見て少し安心した。ちょっとは元気になってくれたらしい。

「鍛たん錬れんを続けるのでしたら、ぼくもご一緒させていただけませんか？」

「えーと、そうですね……翡翠さんはどうしたい？」
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「わたし？　勿もち論ろんいいよ！」

「翡翠さんがそう言うのなら」

　お義兄ちゃんは曖あい昧まいな笑えみを浮かべ頷うなずいた。

　え？　何その反応？　もしかして受けない方が良かったの？

　でも期待に目を輝かせている黎耀様を放って鍛錬なんてできないよ。

「嬉しいです！　ぼく、神仙門下省の侍中に剣を習ってみたかったんです！」

　黎耀様はすごく嬉しそうだった。お義兄ちゃんは複雑そうに微笑んでいる。

　いつの間にかわたしの側にいた愛賢妃がこそっと理由を教えてくれた。

「神仙門下省の侍中は皇こう帝ていの侍じ臣しんなのはご存じですわね。侍中はとても強いのですが、教われるのは皇帝や皇太子だけになるのですわ」

「あっ、愛賢妃。ぼくは皇太子になりたいなんてつもりで言ったわけじゃありませんよ！　ただ、朔耀兄上も、今は亡なき兄上たちも、みんな侍中に剣を教わったと聞いていたので、少し憧あこがれていただけで……！」

　慌てながら黎耀様が手をぶんぶん振る。

　お義兄ちゃんも苦く笑しようをしながら頷いた。

「よく存じていますよ、黎耀様。僕は皇太子どころか貴妃にも剣を教えているのですから、黎耀様に教えたところで問題はないでしょう」

「やったあ！」

　黎耀様が飛び跳ねて喜んだ。

　神仙門下省の侍じ中ちゆうの指導というのはそれほどまでに嬉しいらしい。

「あの、ぼく、実は左手で剣を持った方が力を強く込められるんですけれど、でも左手では型から外れているからよくないと言われて、裴侍中がどうしているのか聞きたくて……」

「ええ、僕も左ひだり利ききですからね。でも、だからこそ右手で剣を握にぎることで相手を油断させられるんですよ。ひと太刀たち目の上段を打ち返された後、身体を左に捻り左手で支えることで、次の斬撃には利きき腕の力を乗せて相手の意表を突つくんです」

「わあっ、あの、先さき程ほどの技ですね！　……でも、裴貴妃に受け止められていましたが」

「うちの義妹のことは気にしないでください。本来なら骨を砕くだける一いち撃げきでした」

　そんな一撃をわたしに対して繰くり出さないでほしいと心底思う。きっと冗じよう談だんだと信じたい。

　でも、よかった。黎耀様は楽しそうだし、お義兄ちゃんも少しは怒いかりが収まったみたい。

　わたしと黎耀様の鍛錬が終わる頃ころにはお義兄ちゃんの目は優しくなっていた。

「翡翠さんはやっぱりすごいな。流石さすがは僕の……仕方ないなあ」

「もう怒ってない？」

「うん、怒ってないよ。君のやることに口出しした僕が間ま違ちがいだったのかなって、もう少ししたら思えそうだよ」

　まだあともう少し難しいらしい。

「君の意思を尊重するよ……仕方ないからね」

　溜ため息を吐きながらもお義兄ちゃんは微笑ほほえんでいる。

　どうやらわたしの命は助かったようである。
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「まだ犯人は見つからないんだね」

「うむ。捜そう索さくは続けさせているのだがな。随ずい分ぶんと難航しているようだ」

　朔耀様は苦々しげに言いながら冷れい麵めんをすすった。

　今日は朝ちよう衙がの後、朔耀様と朝食をとれることになったのだ。給きゆう仕じはお義兄ちゃんと白恵顕なので、わたしは色瑠る璃りを目に入れる必要もなくすっきりとした視界で朝ご飯を食べられた。

　湯がいて冷やされた平たい麵めんが水色の玉の器うつわに山と盛られているのが涼すずしげだ。

　わたしも自分の器の麵を侍じ女じよに取り分けてもらい、それにかけ汁じるをかけてすすった。

　油で炒いためた葱ねぎの香かおり、砂糖と味み噌そ、ほんの少し香るお酒の味。漉こした豆とう腐ふの舌した触ざわりだ。

　暑い夏でもたくさん食べられる身体にいい食べ物だ。

　朔耀様が犯人を捜さがしているのは、宴を邪じや魔まされたからだし、後宮に忍しのび込まれたからだ。

　楊淑しゆく妃ひが狙ねらわれたからじゃないはず……ううん、それも確実にあるんだろうけれど。

「すまない、翡翠。早さつ急きゆうに捕つかまえてみせるからな」

「それにしても、犯人はどこに消えたんだろうね？　みんな言わないけど、道士が犯人という可能性はないの？」

「確かに後宮で男の姿を見たといえば、道士が真っ先に思いつくな。だからこそ後宮を管理する内侍省の道士の足取りについては既すでに確かく認にんがされている」

「問題なかったんだね」

「宴での出来事の直後であったからな。規律は通常よりも正され、警けい戒かいも怠おこたっていなかったというのが内侍監の言だ。愛兵部も似たようなものだな」

　朔耀様は低い声で言う。納なつ得とくいっていないようだった。

「陳皇太后の宮きゆう殿でんすら調べたのだぞ。見つからないということは後宮にいないということ。後宮にいないというのは、出て行ったということだ。内侍監も愛兵部も自分たちは厳げん戒かい態勢をとっていた、漏もれがあるとしても己おのれに非はないと言い張っている。責任の擦なすり合いだ。全く頭の痛いことよ」

「単純に考えたら、宴の警備をかいくぐって現れたのは宮中警けい吏りが見み逃のがしたせいってことになるし、後宮の警備をかいくぐって現れたのは後宮警吏が見逃したせいってことだよね」

「そう、どちらかの組織に協力者がいることすら考えられる。あやつらも自発的に内部調査を進めているようだが、握り潰つぶさぬよう見張っておかねばならぬ」

　朔耀様はうんざりしたように溜め息を吐ついた。

　不ふ機き嫌げんなのはどうやら楊淑妃が狙われたからというより、真しん剣けんに職分を果たさない官かん吏りや道士への怒りからくるものらしい。

「でも、愛兵部は愛賢妃の伯お父じ様なんだから、きっと必死になって犯人を探しているはずだよ。それでも見つからないんだから、一番辛つらいのは愛兵部なんじゃないかな……」

「かもしれんな。だから宴への不ふ審しん者の侵しん入にゆうを許した件、不問に処したのだ」

　そうは言いつつも、気持ち的にはあまり許せてはいないらしく低い声だ。

「弟の愛崖がい旋せんは余が幼き頃より余に仕えてくれている。姪めいは後宮の四妃だ。だが、弟が余の寵ちよう臣しんで姪が妃であるが故ゆえに罪が許されるなどと思われては困る」

「そっか……」

「不満か？　翡翠」

「何な故ぜかうちに愛賢妃が一いつ緒しよに暮らしているでしょ。それでちょっと、愛賢妃が可か哀わい想そうに思えるのかもしれない。気にしないでいいからね」

「どうしてそのような事になっているのやら」

　朔耀様は困こん惑わく顔だ。わたしも同様に困惑している。

「まだ落ち着かないけれど、なんだかずっと側にいるとだんだん……だんだん可愛かわいく思えてきたような……まだ家族のようにとまでは思えないけれど、少し気き遣づかってあげたいと思えるようにはなっているみたい」

「気まずく思うようなことはないのか？　愛賢けん妃ひが無理を言っているのだから、嫌いやなのであれば余から言ってやってもよいのだが」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ朔耀様。わたし頑がん張ばるからね。貴妃として相応ふさわしくいられるように！」

「うむ。励はげんでいるようで何よりだ」

　愛賢妃や楊淑妃へ不快感を示してはいけない……家族のように迎むかえ入れなくちゃならない。

　彼女たちはどちらも宮中の勢力に大きな影えい響きよう力を持つのだから。

　わたしはにこやかに対応しなくてはならない。

　朔耀様に言われたこと、ちゃんと実じつ践せんしようと頑張っているのだ。

　褒ほめられたのがすごく嬉うれしいから、これからもきっと頑張れるはずだ。
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　翡翠を後宮に戻もどした後も、琅玄はその場に残り続けた。

　翡翠の側から離はなれ、同じ過あやまちを繰り返すつもりでいるのだろうか？

　彼女を守らなければならない。動機は違ちがえども、余も琅玄も同じほどの熱量を持って翡翠の安全を守ろうとしている同士だと考えていたが、違うのか？

　翡翠の立場は弱い。当初、十年前の世界から現れた翡翠を皇后にする目があるとは思わず、伝つ手てのある裴家の娘むすめとしてしまった。しかし裴家には親しん戚せきが少なく後ろ盾だてとしては弱いのだ。

　余の判断のせいで翡翠が軽かろんじられている。翡翠にはいらぬ苦労をさせている上、余の隠かくしきれぬ想おもいのせいで翡翠の存在は悪目立ちする。

　他ほかの妃たちの宮殿にも通ってはいるが、余の心の在あり処かを隠すのは不可能だろう。

　こうしている今も気が気ではない。翡翠を守らねばならない。何故そのために行動しない？

「琅玄、ここで何をしている？　そなたのあるべき場所は翡翠の隣となりであろう？　違うのか？」

　不快感を隠すことなく示して問う。

　事情を知らない他の者たちが軽んじるならば、まだ仕方がないと思える。

　だが、琅玄。この男は翡翠の抱いだく神しん仙せんの加護について十二分に知っているはずだというのに、翡翠の至らなさを軽けい蔑べつするというのだろうか？

　……大長公主、叔お母ば上うえがあのように翡翠を愚ぐ弄ろうするとは夢にも思っていなかった。

　あの夜翡翠に与あたえた苦痛を思うと胸が痛む。

　面めん目もくを潰された翡翠を笑う者たちを思うと虫むし酸ずが走る。

「翡翠の命はそなたの命、翡翠の死す時はそなたの死す時。そうではないか？」

「はい。仰おつしやるとおりです、朔耀様」

　琅玄は跪ひざまずいたまま、澄すんだ目をして余を見上げた。その目には一点の曇くもりもない。

　違い和わ感かんを覚え口を噤つぐんだ。琅玄の瞳ひとみは神仙に身も心も捧ささげ尽つくす者しか持ち得ない透とう徹てつした輝かがやきを湛たたえていた。

「朔耀様。翡翠さんが望んでいることですし、朔耀様が今の地位にいらっしゃるのは構わないと思っています」

　失言にも等しい言い様に恵顕が咳せき払ばらいしたが、琅玄は意に介かいさない。

「琅玄、そなた一体何が言いたい？」

「その翡翠さんの優やさしさに甘んじる権利が果たして朔耀様にありますか？」

「琅玄、言葉が過ぎます……」

「恵顕先生こそ、翡翠さんを軽く見過ぎです」

　恵顕が低く脅おどしつけるような声こわ音ねで言うが、琅玄は気にする様子が微み塵じんもない。

　かつて恵顕がこのような声音を出した際には、余と琅玄は並んで震ふるえたものだったが。

　琅玄は揺ゆるぎない顔つきで余へと視線を戻した。

　その目を前に、余の方が僅わずかに怯ひるんで息を吞のんでしまう。

　一体、この男は何を求めているのであろうか？

「妃を翡翠さん一人にすることはできないんですか？」

「……それが非常に難しいことは琅玄、そなたも理解しているはずだが」

「簡単なことのはずです」

　琅玄はあっけらかんと応こたえた。本当に簡単だと考えている様子だった。

　恵顕が呆あきれたように溜め息を吐く。

「簡単なわけがないでしょう……琅玄？　突とつ然ぜん、何をおかしなことを……」

「恵顕先生、簡単なはずですよ。翡翠さんを皇こう帝ていにするよりずっと、簡単でしょう？」

　琅玄が引き比べている対象を知り、恵顕は顔を顰しかめた。

　余も言葉を飲み込んだ。確かに、譲じよう位いに比べればよほど簡単だと言えよう。

　だが、翡翠に譲位をするとなれば、神仙の試練について公表せざるを得ない。

　国中の道士たちが余の死を望むであろう。皇帝の加護の力は前皇帝の死と封ほう禅ぜんの儀ぎの二つによって国にもたらされると言われている。

　別に、余は己の命を惜おしんでいるわけではないが……いや、惜しむ気持ちを完全に押し殺すのは不可能だ。しかし覚かく悟ごは常にある。

　調べさせたところ、翡翠が華か陽ようにいるだけで守護の効果はある程度華陽に対して発揮されているように思うのだが……道士たちは納得はしないだろう。余は必ずや殺される。

　その後、翡翠が実際にどのような行動をとるのかは、誰だれにもわからない。

　だから余を皇帝の座に就つけておくという現状に、琅玄も同意したはずではなかったか？

　琅玄の言葉は脅しに聞こえた。

　翡翠をただ一人の妃にできないのであれば譲位させると言っているかのようだった。

　しかし……むしろ、そなたこそが余を恵顕から庇かばったのであろうに。

「翡翠さんは日々不快な思いをしています」

「不快な思い……？」

　恵顕が不審そうに繰くり返す。

　琅玄は己おのが師に向けるにはいささか暗すぎる目を恵顕に向けた。

「先さき程ほども、僕は悍おぞましさに身体からだが震えるのを必死に堪こらえながら聞いていました。恵顕先生はそういうことに疎うとくていらっしゃるから何も感じないかもしれませんが」

「そういうこと……？　琅玄、貴方あなたは一体何を言いたいのですか……？」

「後宮で、皇帝が自分の閨ねやを訪おとずれる日を待ちながら嫉しつ妬と心を押し殺して皇帝の伴はん侶りよたちと友好を深め、政治的な繫つながりを維い持じする役目は、別に翡翠さんが担になわなくてもよいのではないでしょうか？」

　琅玄が余に暗く妙みように粘ねばりつく眼まな差ざしを向けた。

　ぞっと鳥とり肌はだが立つのと同時に、琅玄が言わんとすることを余は理解した。

　しかし恵顕にはまだ理解できなかったようである。

「それは、たとえば大長公主の縁えん者じやである楊淑しゆく妃ひに後宮の運営を任せよという意味でしょうか……？　大長公主は楊淑妃であれば皇后に推おすのに異存はないとおっしゃっている……」

「あはは！　恵顕先生は一体何を言っているんですか!?　なんて愚おろかしい勘かん違ちがいをなさるんですか！　先生らしくもないッ！」

　琅玄は激しい笑い声を立てた。その目は全く笑ってはいなかった。

「本来このような思いをする必要がない方なんですよ、翡翠さんは。どうして朔耀様ではなく翡翠さんが、こんな思いをしないといけないんですかって言っているんですよ？」

　余ではなく翡翠が──琅玄の言葉を遅おくればせながら理解したであろう恵顕が絶句した。

　師を絶句させ、琅玄は満足げに目を細めた。

「本来なら翡翠さんこそが皇帝の座に座るべき。これは恵顕先生も同意見ですよね？」

「……ええ、そうですね」

「でも翡翠さんが我が儘ままを言うから仕方なく朔耀様に皇帝を続けてもらっている」

「……朔耀様が死ねばこの国を滅ほろぼすなどと破は滅めつ的なことをおっしゃるので」

「つまり朔耀様が死ななければ何も問題はないわけです！」

　琅玄は弾はずむような口調で言った。どのような言葉を続けようとしているか察して耳を塞ふさぎたくなるが、きっとそれは許されないのであろう。

「翡翠さんが即そく位いし、朔耀様が後宮に入って数いる男たちの一人となればいいんですよ！」

　硬こう直ちよくする余の前で、恵顕が呻うめき声をあげた。

「琅玄！　貴方はなんということを……っ！」

「だけどそれが事実ですよね!?」

　琅玄はまっすぐな目をして叫さけんだ。抉えぐるような言葉だった。

　理解はできる。実際問題、翡翠以外の妃きさきとの間に世よ継つぎをもうけることは許されない。

　正当な血筋は翡翠に移った。余はその血筋を保つために尽じん力りよくせねばならない。

　張り詰つめた空気を、琅玄は息を吐はくことで破った。

「……あのですね、朔耀様。翡翠さんは寛かん大だいにも後宮の整理がつくのを待ってくれています。でも、それに甘えたりはしないでくださいね？　精せい一いつ杯ぱいの努力をするべきだって、朔耀様ならおわかりですよね？」

「……ああ、わかっている。痛いほど理解したとも、琅玄」

　そう答えるしか術すべはない。琅玄が圧あつ倒とう的に正しいのだ。

　本来ならば翡翠が就くべき地位に、翡翠の望みで余が座っている。

　あくまで翡翠によって与えられている地位であるのだから、翡翠が望まない状じよう況きようがあればそれは是ぜ正せいするべきだろう。

「楊淑妃が再従姉弟はとこだからとか、愛賢けん妃ひの父に借りがあるだとか。翡翠さんには関係のないことなんですから」

「そうだな……勿もち論ろん、お前の言う通りだ」

「畏おそれ多くも皇帝陛下の寵ちよう愛あいを得ておきながら、他の者と通じるということがどれほどの罪であるのかくらい、朔耀様なら、恵顕先生だってご存じですよね？」

　余と恵顕はほぼ同時に息を吞んだ。琅玄が皇帝陛下と呼んだのは、翡翠であった。

　皇帝である翡翠の寵を受けておきながら他ほかの妃たちと通じる……確かにそれは大罪だ。

　外聞のために部屋に通っているだけで、特に何事も起きてはいないとしてもだ。

　それは酷ひどく無様な言い訳だ。もしも後宮の妃が男と一晩共にいて、酒を酌くみ交かわしただけだと言っても誰も信じはしないだろう。そのふるまい自体に罪がある。

　琅玄が言いたいのはそういうことなのだろう。

「必ずや後宮を片付け、翡翠一人を妃とする。そして皇后となってもらう……！」

　絞しぼり出すような言葉となってしまった。琅玄は冷めた目をして余を見上げている。

　翡翠を愚ぐ弄ろうしているなどと考えていた己が、片腹痛い。

　琅玄の忠誠はとっくに翡翠の上にあった。

　余をこのような目で見み据すえられるほどに、翡翠のためならば手段を選ばない。

「難しいことですよ、朔耀様……多くの者を敵にしなくてはなりません……今でなければいけませんか？　琅玄……？」

　恵顕が余を弁護するように言いながら、琅玄に憂うれいの籠こもった眼差しを向ける。

　琅玄は首を傾かしげた。実際問題、困難だというのは琅玄も理解はしているはずだ。

　やがて琅玄は思いついたように言った。

「翡翠さんに朔耀様以外の男を夫にする権利があると教えてもいいですか？」

　琅玄の声こわ音ねには特に余を攻こう撃げきするような悪意は込められていなかった。

　だが、斬きりつけられたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　啞あ然ぜんとして、言葉が出てこなかった。

　遠い未来の話ではなく、翡翠が望みさえすれば今すぐにでも他の男を恋こい人びとに持つことができ、余はそれを拒こばめない──その現実を目まの当たりにしてやっと、翡翠が今どんな気持ちでいるのかが、実感を持って想像できた気がした。

　琅玄が言ったように翡翠はその気になれば後宮を持つことができるのだ。

　欲よく目めではなく翡翠はその後宮に余を迎むかえ入れるだろう。

　しかし喜びは少ない……数いる男の一人として扱あつかわれるだと。

　どのような苦く渋じゆうを味わうのであろうか？　想像でさえ吐き気がする。

「……翡翠さんに教えますね。望みさえすれば思いのままなのだと。朔耀様のようになさる権利があると。だって真の皇こう帝てい陛下は翡翠さんなのだから！」

「やめよ!!」

　喉のどが痛む。血を吐くような声だと我ながら思う。

　余はどのような顔をしているのだろうか。琅玄は初めてばつの悪そうな顔をした。

　しかしすぐに表情を改め、冷れい徹てつな眼差しをして言う。

「なんて顔をしているんですか……たとえ後宮に入れられる立場になったとしても、他の夫君たちへ不快感を示したりしないでくださいよ。朔耀様は彼らを家族のように迎え入れるべきです。にこやかに笑ってくださいよ……翡翠さんにそう言ったのはあなたですよ!?」

　琅玄の言葉は恐おそろしく残ざん酷こくに響ひびいた。

　しかし、言った。覚えがあった。確かに余はそう翡翠に伝えた……宴うたげの晩、妃たちの存在に不快感を示す翡翠へ、何の躊躇ためらいもなく口にした。

　表面上は気き遣づかってみせたが、あくまで建前の上でのこと。

　約束をした以上、いつかは翡翠一人を妃とする日が来るにしても、それまでは翡翠の当然の仕事だと考えて、ゆくゆくは受け入れてほしいと、そうあるべきだと──。

　しかし翡翠の立場になってみればなんと悍ましい要求だろうか。

　それを己が口にした記き憶おくが鮮せん明めいにあることこそ、何よりの悪夢に思えてならなかった。
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　後宮に戻もどり翠星宮に帰ると、愛賢妃と飼い猫ねこの玉玲が出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ、裴貴妃！　ほら玉玲も裴貴妃にご挨あい拶さつなさい」

「みゃお……」

　もの凄すごく低い声で挨拶をしてくれた猫は愛賢妃の腕うでを蹴け飛とばして逃のがれると、跳はねるように廊ろう下かを駆かけていった。自由な生き物だ。今日も撫なでさせてもらえなかった。

「小さい頃ころはもっと可愛かわいかったのですけれど……最近は不ふ貞て不ぶ貞てしくて困りますわ」

「知らない宮きゆう殿でんに来たから人見知りしているんじゃない？」

「関係ありませんわ。うちでもああでしたもの」

　わたしは最近素で愛賢妃に対応しているけれど、愛賢妃の態度は変わらない。

　翠星宮にわたしがいる時には、どこへ行くにもついてくる。今もぴたりと斜ななめ後ろについて歩いている。執しつ務む中は離はなれてくれるけれど、ほど近い部屋にずっと滞たい在ざいしているという。

　侍じ女じよたちが言うには愛賢妃はわたしを慕したっているそうだけれど……。

「どうしてついてくるの？」

「裴貴妃のお側そばにいたいからですわ！」

　愛賢妃はにこにこしている。不ふ審しんの目を向けてもどこ吹ふく風だ。

「本日のご予定は、楊淑しゆく妃ひとの午ご餐さんですわね」

「なんで愛賢妃はわたしの予定を知ってるのかな？」

「何か裴貴妃のお役に立ちたくて調べさせていただきましたの」

「は、はあ……」

　頰ほおに手を当てて身を捩ねじる愛賢妃に思わずたじろいでしまう。

「朔耀陛下の後宮に二番目に迎えられた妃ですから、あたしは古株なのです。楊淑妃にお会いする前に、あたしの知ってることをお話しさせていただきましょうか？」

「……そうだね、お願い」

「うふふ、お役に立てそうで嬉うれしいですわ。午餐まで時間もありますし、お茶を用意させていただいてもよろしいですか？」

「うん、そうして」

　わたしが頷うなずくと、翠星宮の侍女が動き出す。

「どのようなことをお知りになりたいのでしょう？　裴貴き妃ひが楊淑妃とどのようなお話をする予定なのか教えていただければ、あたしの方でお役に立ちそうな話題を選びますけれど」

「どんな話をするかは言わないでおく」

「まあ、それならこれ以上はお聞きしませんわ」

　愛賢妃はすぐに引き下がった。

　わたしが楊淑妃を翠星宮に呼び出すような真ま似ねをしたのは、話を聞くためだ。

　正直楊淑妃の顔を見ながらご飯なんて食べたくない。

　けれど予定を作らなければ永遠に先延ばししてしまいそうだった……。

　わたしは楊淑妃が何な故ぜ狙ねらわれたのかを知らなくてはならない。そのためにも、宴の場で、そして後宮の内部で、彼女が一体誰だれと待ち合わせしようとしていたのかを知らねばならない。

　楊淑妃が話をしやすいように、楊淑妃が何者かと会おうとしていたと気づいていない愛賢妃には言わない方がいいだろう。

「わたし、楊淑妃のことを何も知らないの。彼女のことを全ぜん般ぱん的に教えてほしい」

「全般的に、ですか……？」

　愛賢妃は首を傾げてしばらく沈ちん黙もくした。難しい問いをしてしまったかもしれない。

　けれど、なんとしても楊淑妃から話を聞き出したかった。

　そのための会話の糸口になりそうな話を聞ければ嬉しいなと思う。

　話を聞いて対策を練り、守らなければならないのだ。

　後宮の仮の主である貴妃として。

　それ以上に彼女の排はい斥せきを願う愚おろかな自分自身を律するために。

「楊淑妃はご存じかとは思いますが、楊氏の生き残りでございます」

「生き残り……？」

「まあ、ご存じない……？　いえ、凄せい惨さんな話ですから裴貴妃の周囲の皆みな様さまは裴貴妃のお耳に入れぬようにされたのかもしれませんわね」

　愛賢けん妃ひは取り繕つくろうように微笑ほほえんだ。その笑え顔がおはわたしに対してとても好意的だったけれど、反応からして知らないのはおかしい常識のようだ。

「あれは、朔耀様が六歳の頃でしたわ。あたしは五歳、裴貴妃はまだ二歳ですわね。楊淑妃は八歳だったかしら。仙せん華か一○○四年の夏のこと……朔耀様の母君であらせられる楊昭しよう儀ぎが亡なくなられましたの」

　わたしは十年の時を飛ばしている。だから、実際はわたしが十二歳ぐらいの頃だろう。

「楊氏……」

「ええ、そうですわ。楊淑妃と同じ、楊氏の方でしたわ。あたしも幼かったけれど、あの頃のこと、少しだけ覚えているんですの。お父様が苛いら立だっていたのを……暑い夏でしたから、亡なき骸がらが傷いたんでしまうと言って怒おこっていらした……」

　愛賢妃は一いつ瞬しゆんだけ笑みを消して身み震ぶるいした。

「暑さのせいで原因をろくに究明できず、ただ病死として葬ほうむられましたわ。けれどお父様は他殺だと睨にらんでいたのでしょうね。誰もがそう考えていましたわ。時の皇帝の楊昭儀へのひとかたならぬ寵ちよう愛あいを妬ねたんだ者の仕し業わざだと」

「陳皇太后のこと？」

「……畏おそれ多いことながら、そういう噂うわさが多かったのは事実ですわね」

　愛賢妃は困ったように微笑んだ。率そつ直ちよくすぎると言いたいのだろう。最近わかってきた。

「同じ年の冬のこと。皇室の宗そう廟びようが打ち壊こわされるという事件が起きました」

「酷ひどい……宗廟を壊すなんて」

「ええ、本当に酷いこと……祖先の霊れいに対する侮ぶ辱じよくですわ。間もなく楊昭儀の親戚の中で最も力のあった楊淑妃の父君が宗廟を傷つけた大逆の罪で捕つかまり、楊氏の者たちは縁えん坐ざに処されることとなりましたの」

　お義兄にいちゃんも朔耀様も楊淑妃にそんな過去があるだなんて言わなかった。

　自分の家の宗廟を壊した人間を父親に持つ女性を妃に迎えるなんてあるわけがない。

「多くの人間が亡くなりましたわ。官かん奴ぬ婢ひに落とされた者たちも例外なく何らかの理由で亡くなりました。全すべて不ふ慮りよの事故として処理されていますけれど、殺されたのだと思いますわ。……楊昭儀を妬んだ者は楊昭儀の死だけでは飽あき足らず、その親族の血も欲ほつしたようです」

「それじゃあ、濡ぬれ衣ぎぬってこと……？」

「後々になって、犯人が別にいることがわかりましたわ。見張り番をしていた宿営の者が酔よって壊してしまったものと判明いたしましたの」

「それじゃ、楊淑妃のお父様たちは助かったの？」

「いいえ。既すでに刑けいが執しつ行こうされてから四年と半年以上が経過していましたわ。楊氏はほとんど族滅の憂うき目に遭あいましたの。助かったのは家族の手によって僻へき地ちへと逃にがされた今の楊淑妃と、当時重い病を患わずらって刑を逃がれていた楊淑妃の曾ひいお祖じ父いさまだけ」

　言葉が出てこなかった。事件は朔耀様が六歳の時に起きたという。

　それから四年と半年が経たってから冤えん罪ざいが発覚した。

　つまり朔耀様が皇こう帝ていに即そく位いしてやっと、詳くわしい調査がされて判明したのだろう。

「朔耀様はすぐに楊氏の名めい誉よを回復されましたわ。曾お祖父さまには光こう禄ろく大夫の官職を与あたえられ、楊淑妃については妃に迎むかえることでその身を守ると示されましたの」

「朔耀様は、守るために楊淑妃を妃に……？」

「ええ、楊淑妃は楊氏を陥おとしいれた者たちに命を狙われる危険がありましたから」

　血の気が音を立てて引いていく。指先が冷たくなっていった。

　わたしはただ、夫ふう婦ふというのは一対一が普ふ通つうで、妻みたいな人がたくさんいるなんておかしいと、そう思っていただけだ。

　だからわたし以外の妃なんていらないと、後宮にいるのはおかしいと言った。

　心のどこかで朔耀様はわたしとの約束を破っているとすら感じていた。

　だって、わたし以外の妃は娶めとらないと言ったのにって……なんて身勝手な考えだろう。

「頑かたくなに妃を迎えようとしていなかった朔耀様が初めて迎えた妃が楊淑妃なのです。楊淑妃を迎え入れた後にどさくさ紛まぎれにあたしも後宮に入り、それ以降はなし崩くずしでしたわね」

「頑なに……そっか、朔耀様、初めは拒こばんでいたんだ……」

　朔耀様がどういう理由で妃を迎え入れたかなんて、わたしは少しも知ろうとしなかった。

　興味なんて微み塵じんもなかった。

　ただ我が儘ままを言って、だだをこねるわたしを、果たして朔耀様はどう思っただろう？

「十歳の頃ころに嫁とついで来られた緑閃華国の公主様をお慕いしていたようですわ。けれどあの方もまた惨むごい亡くなられ方をしてしまわれたわ。緑閃華国王が騒さわいでいたとおり、裴貴妃は本当にあの方にそっくりですわね」

「え？　わた……っ、公主を知っているの？　会ったことある？」

　愛賢妃の顔をまじまじと見てみるけれど、覚えがない。当時は子どもだよね？

　白銀の髪かみに紫むらさき色いろの目の子どもなんて、すごく特とく徴ちようがあると思うんだけど。

「遠目にお姿を拝見しただけですけれど……お父様はあの頃から朔耀陛下にお仕えしておりましたから」

「へ、へえ、そうなんだ……」

「見れば見るほどそっくりで……あたし、十年も前のことでなければ裴貴妃が公主本人だと名乗りを上げても信じてしまったかもしれませんわ」

「あはは……」

　そりゃあ本人だから、まあ、そうなるだろう。

　でも今となっては全く違ちがう人間として生きることにしたから、信じられたら困ってしまう。

「今は公主のことより楊淑しゆく妃ひについてを」

「あ、そうでしたわね。というわけで、親しん戚せきの亡くなられている楊淑妃にはあまり強い後ろ盾だてがないのですわ。ですからどのような話をされるにしても、楊淑妃が裴貴妃に対してそれほど強気に出ることはないと思われます」

「え？　大長公主は？」

「ああ、大長公主にとって楊淑妃は従母弟の孫になりますわね」

　ちょっと家系図が思い浮うかばないけれど、遠い親戚ではあるのだろう。そう聞いている。

「確かに繫つながりがあってもおかしくはないのですけれど、光禄大夫……楊淑妃の曾お祖父さまと大長公主の仲はあまりよろしくないのですわよね」

「……家族なのに？」

「あたしはその辺りはよく存じていないので、もし気になるようであれば直接楊淑妃にお聞きになった方がよいかと思いますわ。あたしの話、裴貴き妃ひのお役に立ちますでしょうか？」

「うん、とても参考になったよ。ありがとう」

「そう言っていただけてとても嬉うれしいですわ！」

　愛賢妃は笑み崩れる。

　彼女の原動力は本当に何なのだろう。ここまで好かれるようなことをしたかな？

「そろそろ準備を始められたほうがよい時間ですわね。あたしは部屋でじっとしていますわ。ご迷めい惑わくになりませんように」

　愛賢妃は立ち上がると優ゆう雅がな仕草で拱きよ手うしゆして部屋を出ていった。

　部屋に隠かくれていた玉玲が転がるように現れて愛賢妃についていく。

　薄うす々うす気づいていたけれど、わたしあの生き物に嫌きらわれているかも……。わたしがいると隠れて出てこない……。触さわらせてもらえたことがない……。悲しい……。

「楊淑妃にもあの猫ねこの十分の一くらいの可愛かわいげがあったらなあ……」

　その容姿は朔耀様に似ているのだ。

　あの顔で微笑まれたら、心を動かされない自信が全くなかった。
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「人ひと払ばらいしていただけませんでしょうか。わたくし、食事の作法がいささか苦手なので、見知らぬ大勢の方に見られるのが好きではないのです」

　楊淑妃は、やってくるや否いなや要求を口にした。いきなり何を？　と疑問に思っていると、わたしが何かを口出しする前に彼女の侍じ女じよたちが騒ぎ出した。

「楊淑妃！　なりません！」

「食事するのを裴貴妃の侍女に見られたくないだけよ」

「ですが……っ」

　楊淑妃の侍女たちが不服そうな顔をしている。

　それを見てわたしも気づいた。確か楊淑妃は侍女に逢あい引きの件を──本人は逢い引きを否定していたけれど──知られたくないようだった。

　だからあの件について話をする場に侍女がいると困るのだろう。

「わたしも作法に則のつとるのは苦手ですし、楊淑妃の侍女に見られるのは少し恥はずかしいですね」

「なら、人払いするということで良いですね？　お互たがいに」

　楊淑妃に頷うなずくと、彼女もまた頷き返した。これでよかったようだった。

　この様子を見るに楊淑妃は話すつもりが全くないというわけではないらしい。

　わたしの侍女の方も渋しぶ々しぶだった。わたしの側を離はなれるなとお義兄ちゃんたちに口を酸すっぱくして言われているのだ。

　でも流石さすがに、ここは翠星宮の中なので楊淑妃の侍女たちほど抵てい抗こうはしなかった。

　楊淑妃の侍女たちは、貴妃であるわたしの命令だから仕方なく従ったようだ。

「彼女たちは楊淑妃の命令を聞かないんですか？」

「ええ、あの子たちは曾お祖父さまの命令を優先します」

　二人きりになった静かな部屋でお互いの顔を見つめ合う。

　楊淑妃は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。その顔を見ていると、憎にくたらしくなってくる。

　湧わき上がってくる皮肉めいた言葉を飲み込んで話を切り出す。さっさと終わらせるために。

「人払いするということは、話す気があるということですよね」

「できれば後宮から追い出したいと思っているわたくしのために、裴貴妃に時間をとってもらうのは申し訳ありませんので。早さつ急きゆうに済ませたいと思っています」

　わたしが飲み込んだ言葉をほとんどそのまま吐はいた楊淑妃も、わたしと同じ気持ちのようでよかった、と思うことにしよう。

「ただし、お話しする前に一つ条件があります」

「条件？」

「はい。一人この場に呼んでほしい者がいます」

「呼ぶ？　……愛賢けん妃ひとか？」

「全く違います。南方道士の真しん義ぎといいます」

「南方道士……？」

　聞き馴な染じみのない響ひびきだった。

「本当の呼び名は法師というのが正しいのですが、そう呼んでは華燁国の方には伝わりませんので南方道士という呼び方をしています。呼び名そのまま、南の国で広く浸しん透とうしている教義の伝道師です」

「はあ。道士を呼ぶのは構わないけれど、今すぐに？」

「はい。今すぐに、ここへお願いします。わたくしの侍女たちには知られぬように」

「知られたら困るんですか？」

「ええ、どうにかして邪じや魔まをしようとするでしょうから、こっそり裏口から招き入れていただけると助かります」

「……もしかして、密会の相手って」

「密会などという言い方はやめてください。呼び方は違えど、道士ですよ」

「道士なら、そっか」

　逢い引きとかそういう対象の相手ではない。道士は俗ぞく世せを捨てているのだ。

「どうしてこそこそしてまで会おうとしているんですか？」

「彼を呼んでいただければ理由はわかります」

「どうしてあなたの侍女たちは道士と会うのを邪魔しようとするんですか？」

「彼を呼んでいただければ理由はわかります」

　頑かたくなな表情で同じ言葉を繰くり返されて、身体からだの力が抜ぬけそうになった。

「いや、邪魔する理由くらいは教えてもらえないと困ります。その南方道士の真義さん？　というのがよほどおかしな人だから邪魔しているのかもしれないし」

「おかしくなどありません」

「侍女たちに確かく認にんをとっても？」

「待ってください。……わかりました、お話しします」

　楊淑妃は肩かたを落として仕方ないとばかりに深い溜ため息を吐いた。

　そうしたいのはわたしの方だ。彼女自身が言ったように、助けたくもない相手を助けるために動かなくちゃならないんだから。

「わたくしが幼い頃ころ、華陽から流れて僻へき地ちで生活していたことは知っていますか？」

「あ、うん……それは、知っています。辛つらい生活をされていたと……」

　愛賢妃に聞いた話を思い出して、思わず身が竦すくんだ。自分の身勝手さをまざまざと思い知らされたことを思い出してしまった。

「辛い？　ああ、贅ぜい沢たくな都の暮らしに慣れた方はそう思うのでしょうね。わたくしにとっては人生で最も幸せな時間でしたが」

「は？　幸せ？」

「最初の頃は寂さびしく苦しい日々が続きましたが……慣れると良いものでしたよ。そこでできた友人の一人が真義なのです。ですが曾お祖父さまにとってあの頃の出来事は全すべて悪夢なのでしょう。ですからわたくしは、昔の友人と会わせてもらえないのです」

「それじゃやっぱり、小さい頃に好きあった二人が再会したとかそういう話？」

「馬ば鹿かな話はやめてください」

「馬鹿って普ふ通つう言う!?」

「申し訳ありません。思春期を僻地の田舎いなかで過ごしたもので口が悪くて」

「……あなた相手に敬語を使う必要があるのかなって思えてきたよ」

「お互いに取り繕つくろうのはやめにしますか？　その方が話も早く進みそうです」

「なんでもいいよ……さっさとその友人と会いたい理由を教えてくれる？」

　楊淑しゆく妃ひはしばし言いよどんだ。その僅わずかな逡しゆん巡じゆんにさえ苛いら立だった。

　敬われるはずがないとはわかっていても、馬鹿にされるのは悔くやしかった。

　早くこの話をおしまいにしたい。

　楊淑妃はわたしの苛立ちに気づいた様子で、表情を消して押し殺した声で言う。

「わたくしが世話になっていた寺の住職が一ヶ月前に亡なくなりました」

「……え？」

「八歳から十二歳になるまでの間、わたくしの親代わりとなってくださった爺じいやです。危き篤とくになったと手紙で知り、本当は駆かけつけたかったのですが、お曾祖父様がそれを許すはずがありませんでした。わたくしは二人目の父親の死に目にも立ち会うことができなかった……」

「楊淑妃……あの」

「爺やもまた南方道士で、その法要は亡くなった日から四十九日続きます。これを終えると魂たましいが成じよう仏ぶつしてしまうから……わたくしは爺やの魂が成仏する前にお別れを言いたいのです。でも、もう二回失敗しています」

「……そんな事情があるなんて、わたし、知らなくて」

「知るはずがありません。曾お祖父さまはわたくしの過去についての話が流出するのを心から恐おそれていますから、情報が漏ろう洩えいするはずもありません」

「そういうことじゃなくて……！　あの、ごめんなさい……」

　まただ。同じ過あやまちを犯おかした。朔耀様の事情を知りもせずに、子どもの朔耀様にさせた約束にすがりついて妃きさきを排はい除じよさせようとした。

　同じことをまたやったのだ。楊淑妃が口ごもる理由を想像もしなかった。

　嫉しつ妬とからくる苛立ちで強ごう引いんに急せき立てて話をさせた内容が、これだなんて。

「親の死に目に会えないなんて……これほど辛いことはないよね」

「……裴貴妃の父君は健在のはずですが」

「母様がね、亡くなっているの」

　朔耀様たちが作った設定では、母親は亡くなったことになっている。

　だから少しくらい話してもいいだろう。

　楊淑妃の表情が少し緩ゆるんだように見えた。もしかしたら、ずっと気を張っていたのかもしれない……二人目の父親を、実の曾そう祖そ父ふに存在すら否定されてしまう悲しみを押し殺して。

　だから無表情だったの？　悲しみに強こわばるあなたの顔を見て、好きになれない、嫌きらいだと、わたしは心の中で愚ぐ痴ちを言っていたのだろうか……。

「四十九日の法要？　のことはよくわからないけれど……その真義という南方道士と会えればお別れができるんだね？」

「位い牌はいを持って来てくれているので、少し話せると思います」

「よくわからないけれど、わかった。すぐに呼ぶよ。どこにいるか知ってる？」

「内ない侍じ省にいると思います」

「そっか……だから後宮で待ち合わせができたんだ」

　内侍省とは道士のみで構成される省であり、後宮内に存在するのだ。

「すぐに呼べると思う。呼んだ後、会っていることも侍じ女じよたちに知られたくない？」

「知られても構いませんが、邪魔をされたくありません」

「うん、わかった。なら場所を移そうか。何日かお父様と一いつ緒しよにいたいというのなら、部屋を用意するから泊とまっていってもいいよ。どうせ愛賢妃も泊まっているし」

「なら、よろしければ二日……三日後に永えい訣けつの日が来るのです」

　頷うなずいて侍女を呼び戻もどした。手紙と部屋の用意をしてもらった。

　手紙を書いて侍女に持たせると、わたしと楊淑妃は立ち上がった。

　次の間にいる楊淑妃の侍女を置いて、内院を通ってわたしと楊淑妃は部屋に向かった。

「ありがとうございます、裴貴妃……わたくし、もうほとんど諦あきらめていましたので」

「元はといえば、わたしが二回とも邪魔をしたようなものだから」

「邪魔をしていただかなかったら、危あやうい状態だったと承知しています」

　一度目は宴うたげの林の中で、華燁流剣けん術じゆつを使う男が現れ、愛賢けん妃ひが襲おそわれた。

　二度目は後宮の中で、楊淑妃が狙ねらわれた。

「宴の時には愛賢妃が狙われたように見えたけれど、あそこで楊淑妃が真義さんと待ち合わせをするのを知っていた何者かの仕し業わざの可能性が高いよね？」

「わたくしたちの邂かい逅こうの邪魔をしたい、曾お祖父さまの手の者かと初めは思いました。ですがその場合、狙われるのは真義であって、間ま違ちがっても愛賢妃ではないのです」

「楊淑妃でもありえない……狙われるような心当たりはないってことだね」

「……ええ、そう思います。曾お祖父さまはわたくしを掌しよう中ちゆうの珠たまのごとく大事にしてくださっています。それこそ真綿でくるむように……ありがたいことです」

　少し間のある答えだった。問いただしかけてわたしは言葉を飲み込んだ。

　どのような事情があって、感情があって、楊淑妃が言葉を吞のんだのかわたしには見当もつかないのだ。それを無理にでも聞き出す正当性がわたしにあるだろうか？

　思い当たる節はもしかしたらあるのかもしれない。

　けれど言う気になれないというのなら、聞くべきではない。少なくともわたしは。

「この話、愛兵部に話している？」

「いいえ……していません」

　楊淑妃はばつの悪そうな顔をした。きっと邪じや魔まされたくなかったのだろうけれど、これはどう聞いても重要な情報だ。

「三日後、お別れを言い終えたら愛兵部に話をしてね。捜そう索さくのために必要な情報だろうから」

「猶ゆう予よを与あたえていただきありがとうございます、裴貴妃」

「うん。他ほかにも、わたしには言う気になれないこともあるかもしれないけど……何か思いついたことがあれば愛兵部には話してね。これは朔耀様の御ご座ざ所しよに忍しのび込んでその権けん威いを脅おびやかした何者かを捕とらえるために必要なことなんだから」

　わたしに言いたくないというのなら、言わなくていい。

　でも、これだけは伝えておく。

「言いたくないこともあるかもしれないけれど……隠かくし立ては許されないと思う」

「……はい、裴貴妃」

　楊淑妃は素す直なおにこくりと頷いた。
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　現れたのは帽ぼう子しを被かぶった袈け裟さ姿の男だった。年の頃ころは楊淑妃より少し上だと思う。

　風ふ呂ろ敷しきを抱かかえている。その中に別れのために必要な道具を入れてきたようだ。

　わたしが見たのはそこまでだ。楊淑妃のいる部屋へ入ると、しばらくしてから聞き覚えのない読ど経きようの低い声と楊淑妃の泣き声が聞こえてきた。

　わたしはそれを近くの部屋で聞いていた。胸が苦しくなるような切ない声で、できれば耳を塞ふさいでいたかった。自分の愚おろかさを思い知るような気がするから。

　でもだからこそ耳を傾かたむけていた。ぼうっとしていると、足元に何かが触ふれた。

「うわ……あ、玉玲！」

「ぶみゃ」

「わあ……可愛かわいくない鳴き声」

　手をそっと伸のばすと、何な故ぜか今日は避さけられなかったからそのまま抱だき上げた。

　大人しいもので、わたしの膝ひざの上に丸く収まった。今日は一体どうしたのだろう。

「人ひと払ばらいしておいたのに、おまえのことは誰だれも止められないみたいね」

「みゃお？」

「別にいいけどね……お香こうの匂におい大だい丈じよう夫ぶなの？」

　嗅かぎ慣れない甘い香の匂いが、わたしのところまで漂ただよってきていた。

　南方道士の使う香なのだろう。桂けい皮ひの甘い匂いを感じる。あと香こうばしい丁ちよう子じの匂い。

　でもそれだけじゃない。どこか落ち着く静せい謐ひつさを感じた。

　温かくて柔やわらかい玉玲を膝の上に乗っけて、撫なでていなかったら、わたしも泣いてしまっていたかもしれない。




　日が落ちる頃、楊淑しゆく妃ひを置いて真義と思われる南方道士が部屋から出てきた。

　うたた寝ねしていたけれど、気配で気づいて目を覚ました。猫ねこはいなくなっていた。

　部屋をそっと出る。燈とう籠ろうを持ち廊ろう下かに佇たたずむ南方道士は、すぐにはわたしに気づかなかった。

「あなたが真義、ですね？　楊淑妃は二日ここに泊まります。あなたの部屋も用意させましょうか？」

「……裴貴き妃ひでいらっしゃいますね」

　少し驚おどろいたように目を見開いたものの、彼は慌あわてず拱きよう手しゆした。

「ありがたくもお気き遣づかいはご無用に願います。法師とはいえ妃の屋や敷しきに泊めていただくなどいらぬ誤解を受けましょう。私は内侍省に戻ります」

「わかりました。それでは侍女に入り口まで送らせます」

「……この度たびはご配はい慮りよいただきまして、誠まことにありがとうございます。楊淑妃とは以前から細々と文を交かわしていたのですが、それすらも光禄大夫にとっては許容しがたい行こう為いだったようで、いかな法要のためといえど会うなどもっての外と、阻はばまれていた次し第だいですので」

　彼が手にする燈籠で、彼自身の顔が薄うす暗くら闇やみに浮うかびあがる。

　楊淑妃と一緒に彼もまた泣いたらしい。腫はれあがった彼の目を見ると、どこかで見覚えがある気がしたのに思い出せなかった。

「ここまでしていただいた裴貴妃にはいくら感謝をしてもしたりません。どうかこれまでの経けい緯いをご説明いたしますのでお聞きください。我々の動きと重なるように不ふ審しん人物の出しゆつ没ぼつがございましたから、不必要な疑いを招かぬためにも……」

　そういえば、わたしは当初、楊淑妃の待ち合わせの相手こそがわたしたちを襲った人物なのではないかと予想していたのだ。

　彼には疑われる余地が大いにある。彼なら後宮にも入れるのだ。

「私と楊淑妃は、侍女の目をかいくぐり、なんとか手紙をやり取りして避ひ暑しよの宴の折、大明園の会場から外れた林の中で落ち合うこととなりました。それが失敗して……もう駄だ目めかと思っていたところ、内侍省にて宿しゆく泊はくできることとなりました」

「それで笛を吹ふいたんですね」

「ご存じでしたか……。幼い頃に共に父に習った楽を奏かなでることで連れん絡らくをとろうとしたのです。苦肉の策でしたが、楊淑妃から返答の音色が返ってきた時にはまだ手はあると思いました……それも失敗しましたが」

「わたしも、邪魔したくてしたわけじゃないんですけど」

「一度目は遭そう難なん者がいると思われたのですよね。面おも白しろい方ですね、あなたは」

　真義が笑い声をあげた。目を擦こすっているのは泣くほど面白かったからだろうか。

「ああ、申し訳ございません……裴貴妃を前に、失礼をばつかまつりました」

「いえ、別にいいんですけれどね。どうせ貴妃らしくもないし、そういう対応をする気にもならないのはわかってますから」

「そのようなつもりはございません。楊淑妃相手に馴なれた態度をとることを許されておりましたので、どこかで気が緩ゆるんでいたようです。申し訳ございません」

　気が緩んで……未いまだに涙なみだが止まらないのだろうか。

　目元を擦る真義を見ていたら、彼を疑うのは馬ば鹿からしくなった。

　少なくともこの人が楊淑妃を襲うことはないだろう。

「畏おそれ多いことですが、楊淑妃とは兄妹きようだいのように育ちました。あの方が高貴な身分の女性だなんて、あの頃は少しも知らなかったのです。妹のような楊淑妃と野山を駆かけまわり、夕方には父のいる寺へ帰る……あの頃が一番幸せだったかもしれません。ですから」

　夢見るように遠くを見つめていた真義だったけれど、やがてわたしに向き直った。

「楊淑妃と父の別れをさせてくださった裴貴妃に、心より感謝を申し上げます」

「……後宮の妃は貴妃であるわたしの家族も同然です。家族のためになることができたのであれば、よかったと思います」

　今はまだ心から思うことはできないけれど、いずれは。

　いつかは楊淑妃を、心から家族のように迎むかえ入れることができるかもしれない。

　そんな希望を感じさせる夜が来た。

　その時、後宮中に鼓つづみの音が響ひびき渡わたった。
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　朔耀様のお成りだ。人払いをして一人で過ごしていたせいで、まだ今日は湯ゆ浴あみもしていない。侍じ女じよたちがわたしを取り囲んで汗あせで肌はだに張りつく襦じゆ裙くんを引き剝はがし、銀の盥たらいに張った湯に放り込み、三人がかりで洗い出した。まるで収しゆう穫かくし立ての大根みたいな気分。

　朔耀様を出で迎むかえると、一応確かく認にんした。

「いらっしゃい朔耀様。今の翠星宮にはわたしの他ほかに愛賢けん妃ひと楊淑妃がいるんだけれど、わたしに会いに来てくれたってことでいいのかな？」

「……勿もち論ろんだとも、翡翠」

　朔耀様が顔を歪ゆがめた。

「どうしたの？　朔耀様」

「そなた以外の者に会うために翠星宮に来るわけがなかろう」

「うん、そうだね。でも今日ってわたしの番じゃない気がするけど」

「内ない侍じ省の作った順番表など捨て置け」

「う、ん？　朔耀様がそれでいいのなら構わないけれど……」

　後宮の規律を正すのが内侍省の役割だ。けれど規律を正すのは皇こう帝ていである朔耀様のためなので、朔耀様がいいのなら乱れても構わないんじゃないかな？

　部屋中の燭しよく台だいに火を灯ともした明るい閨ねやまでくると、朔耀様の青ざめた顔色に気づいた。

「何かあったの？　朔耀様……顔色が悪いよ」

　最近、わたしのところはおろか、後宮にさえ来なかったから、甘露殿の私室で十分に休みをとっているのだと思っていたのに。

「お仕事が忙いそがしいの？　もしかして後宮に入り込んだ賊ぞくを探してくれている？」

「それもあるな。それも……」

「無理はしないでね。今日、色々わかったこともあるし、そのうち楊淑妃から愛兵部に連絡が行くと思うよ。何か新しい発見があるかも」

「そなたは余の知らぬところでも貴妃の役目に励はげんでくれているのだな」

　朔耀様は微笑ほほえんだ。どこか疲つかれているように見えたけれど、認められたのは嬉うれしかった。

　牀しん榻だいに並んで座り、まずは酒しゆ杯はいを満たした。乾かん杯ぱいだ。

　最近あったことを一気に話した。たくさんのことがありすぎて、話が前後してしまったりもしたけれど、朔耀様は酒杯を傾かたむけながらじっと話を聞いてくれた。

「そうか、辺境の地で楊淑妃の世話をしてくれていた者が亡なくなったのか」

「曾お祖父さまには会うのも許されなかったんだって。だからここでお別れをさせてあげているの」

「光禄大夫も気の毒な方だ。あの御ご仁じんは事が起きた際、重じゆう篤とくな病の床とこにいた。故ゆえに実じつ刑けいを免まぬかれ得たが、息むす子こや娘むすめ、孫たちが無実の罪で殺されていくのを何もできずに見ていることとなったのだ。やっとのことで再会した曾ひ孫まご娘の楊淑妃に過保護になるのも無理はない」

「うん、楊淑妃も曾お祖父さまに感謝はしているみたいだった……」

　あの時の楊淑妃の優やさしい顔を思い出す。

　伏ふせた瞼まぶた、伸のびる黒い睫まつ毛げの合間から覗のぞく優しい金の瞳ひとみ。

　薄うすい唇くちびるにうっすらと浮いた柔らかな微笑……。

「まだその、色々難しくはあるけれどね。でも、きっとできると思う。愛賢妃のことも、楊淑妃のことも、他の妃たちのことも大事にできると思う。家族に、なれると思う」

　楊淑妃のあの優しい表情を忘れなければ、きっと、いつかは……。

　そう思ったのに、朔耀様は不意に表情を変え、酷ひどく低い声で言う。

「……それは、もうよい」

「え？」

「すまぬ。余がそうせよと口にしたのであったな……だが、もうよいのだ、翡翠。無理をする必要はない」

「必要ないって、どういう意味？　わたしが貴妃にふさわしくないっていうこと？　やっぱり朔耀様は、わたしなんかが皇后になれるわけがない、無理って思ってるの？」

「違ちがう！　そうではないのだ、翡翠」

「わ、わたし頑がん張ばってるのに！　に、苦手だけど、でも、ちゃんと好きになれるように！　朔耀様に噓うそを吐つかずに済むように心から、家族のように想おもおうって！　あともう少しだけ待ってもらえれば……っ、わたし、きっと楊淑しゆく妃ひのことも愛せるようになるから！」

「その必要がないと言っている！」

　朔耀様は吐き捨てるように叫さけんだ。金の瞳が血走っている。朔耀様は恐こわい顔をしていた。

　摑つかまれた両りよう肩かたに朔耀様の指が食い込んでいて、痛い。

　嫌いやな予感が肺を満たしていき、息がしづらい。

「この話はやめにせよ……翡翠、勉学の状じよう況きようについて話せ」

「あ、うん……」

　朔耀様の手が離はなれても、肩かたの痛みは治まらなかった。

　大した痛みじゃないのに、涙が溢あふれそうになる。それを堪こらえて、なんとか飲み込んで、拙つたない言葉で間を埋うめた。いつもは楽しい寝ねる前の一時が地じ獄ごくのように辛つらかった。

　沈ちん黙もくが生まれないようにと必死でしゃべり続ける。

　どうしても言葉が出てこなくなると、酒杯を干して誤ご魔ま化かした。

　何度も何度も苦い酒杯を干すうちに、やがて意識が遠のいていった。
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　気配に気づいた時には接近を間近に許していた。

　相手の肌の温度を感じるほどの距きよ離り。わたしの身体からだに触ふれている。

　一体いつからだろう？　覚えがないことに総毛立った。

　口の中が酷く乾かわく。酒を飲んでいたようだ。どこで？

　覚えてない、わからない、思い出せない……！　森の中？　山の奥？　どこだろう？

　わからない。どうして？　わからない！　馬鹿じゃないの！

　目を開いてもろくに見えない。暗いだけではなく、酔よいのせいで視界が歪んでいた。

　わたしの身体に触れている。きっと金目のものを探しているのだ。

　馬鹿げている！　護衛の間は丈じよう夫ぶだけれど粗そ末まつな衣類しか身に纏まとっていない。

　雇やとわれた時に支し払はらわれた金は家の近くに埋めてある。

　大した収入にもならないだろうに、どうしてこんな危険を冒おかす？

　意味が分からないことが何より気持ち悪い。

　何度か瞬またたいた。おおよそ顔のある場所は歪んだ視界でも輪りん郭かくでわかる。

　耳を摑んで引っ張ってやった。相手の力が緩ゆるんだ隙すきにわたしの左手首を摑んでいた手を捻ひねり上げながらその身体の下から抜ぬけ出す。

「うっ……待て……肩が外れる……！」

　わたしの上に馬乗りになっていた身体は、今はわたしの下にある。膝ひざでその背中に体重をかけながら腕うでを捻りあげているから、少しでも動けば肩が外れそうに痛むだろう。

　今日は誰だれの護衛をしていた？　どうしてこんな馬ば鹿かなことをするの？

　なんで普ふ通つうに仕事をさせてくれないの？　わたしがこんな目に遭あったというと、みんな笑う。嫌な顔をして笑うから、最近はもう誰にも言っていない。

「そなた、酔っているな……！」

　呻うめくような声はくぐもっている。声を出すのもままならないだろう。

　そうなるように頭を抑おさえて顔を地面に押しつけるのだ。

　妖よう魔まの出る山で喚わめき叫ばれるとわたしの身も危あやうい。

「翡翠、離せ……っ」

「声を出さないでッ」

　黙だまって、うるさい、静かにして！　妖魔が来たらどうするつもり？

　ちゃんと守ろうと気を配っているから森の中でも妖魔に遭わずに済んでいる。

　けれどそうやってきちんと守ると、元より妖魔の少ない森なんだと勘かん違ちがいしてわたしの言うことを聞かなくなる。何な故ぜ守ってあげているのにわたしを襲おそうの!?

　馬鹿げている。この世は馬鹿ばっかりだ！

　神しん仙せんのもたらす平和を当然のもののように享きよう受じゆしたあげく、神仙を信じていない華燁国の人間も、緑閃華国の人間も！

「翡翠──、っ」

「声を出すなと言っているでしょう？」

　恐きよう怖ふで喉のどが潰つぶれて、しわがれた声が出る。

　護衛の始めの頃ころに妖魔と運悪く遭そう遇ぐうしてしまい、命からがら逃にげ延びた後ならば、よく言うことを聞くようになる。あんな恐おそろしい目には二度と遭いたくないからと。

　この人にも遭わせてやればよかったの？

　危険が伴ともなうのだ。ひと目見て恐怖をかき立てられるような妖魔と出で遭あって逃げるのは至難の業わざで、わたしは命をかけなくてはならなくなる。

　あんな恐い目には二度と遭いたくない……それはわたしだって同じだ。それなのに──。

「っ、──」

　抑えつけていた男が抵てい抗こうをやめる。暴れないのは気を失ったからか？

　……いや、違う、意識はあるらしい。身体が責め苦を堪えようと強こわばっている。

　息が苦しいだろうに抵抗をやめたのには二つの理由が考えられる。

　一つは自分が今いる場所を思い出したか。

　あるいはわたしを油断させるため。

　二つ目であることが多すぎる。わたしは震ふるえながらも男を抑えつける力を緩めなかった。

　暗くら闇やみの中、息を殺してわたしは気配を探さぐった。

　酔いが邪じや魔まをして今自分がどこにいるのかわからなかった。

　気配もわからない。目も中々暗闇に慣れない。

「お願いだから……もう少しだけ、黙っていて」

　囁ささやくような声で懇こん願がんする。身体だけでなく、声もぶるぶる震えている。

　せめてここがどこなのかだけでも知ってから、離したい。

　恐かった。まるでまだ木の虚うろの中にいるみたい。

　妖魔に襲われる母様を見捨てて逃げ込んだ場所。じっとりとして、冷たくて、暗くて雨の匂においのするところ……ここは乾いているのに、虚の中に積もるぶよぶよとした腐くさった落葉を思い出す。何故だろうと思ったら、今わたしのいる地面も酷く柔やわらかかった。

　闇やみの中、すっと一筋の光条が差し込んだ。

　雲に隠かくされていた月が顔を見せたのだろう。みるみるうちに照らし出される範はん囲いが広がっていく。窓から入る光。床ゆかには格こう子し模様の影かげが落ち、真しん珠じゆの簾すだれを輝かがやかせ──牀しん榻だいの上、わたしに抑えつけられて横たわる朔耀様の姿を映し出した。

「朔耀様!?」

　慌あわてて手を離した。捻り上げていた腕も、牀榻に押しつけていた頭も。

「ゲホッ、ゲホ、ごほっ」

　朔耀様はすぐに顔をあげて咳せき込んだ。その背中を撫なでた。

　足りない空気を吸い込もうとして、朔耀様が何度も咳き込む。その姿を見ながら呆ぼう然ぜんとした。とんでもない思い違いをしていたのだ。ここは山奥の森の中じゃない。

　華燁国の後宮、朔耀様の妻としてあてがわれた寝しん室しつの帳とばりの中。

　朔耀様がいついかなる時でも入ってきても良い場所。

　そう、共とも寝ねをしていたのだ……それなのに、わたしは襲われたと勘違いしてっ！

「ご、ごめ、なさっ」

　謝ろうとしたら、舌が回らない。震えているのもあるけれど、酔っているからだろう。

　恥はずかしくて申し訳なさで頭がおかしくなりそうだった。

「いや、そなたが謝る必要はない。余こそ、すまない。すまないことをした」

「違う、朔耀様は悪くなくて」

「いいや、悪いのは余だ。──寝込みを襲おうとした」

「襲、う？」

　どうして？　意味がわからない。わたしの身につけているものは全すべて朔耀様にもらったものだ。金品が狙ねらいなわけがない。欲しいものがあれば何でも言ってくれればいいのに。

「震えている。恐こわかったのだな」

「それは、勘違いしていたから……！」

「すまない。余が悪かったのだ」

　朔耀様がわたしの頰ほおに触れようと手を伸のばして、何かに憚はばかるように引っ込めた。

　どうして触れてくれないの？　愕がく然ぜんとして、わたしは朔耀様を見上げた。

「わ、わたしのこと、嫌きらいになった？」

「まさか。余が恐いのはそなたの方だろう？」

　わたしの震える身体を見て朔耀様が困ったように微笑ほほえんだ。

　唇くちびるはとても優やさしげな微笑を湛たたえている。目は悲しげだった。

「そなたが余の悪行を無理やりにでも止められるほどの力を持っていてくれてよかった」

「悪行？　なんのこと？」

「……世よ継つぎを強ごう引いんに作ろうとしたのだ」

　それの一体何が悪いのか、さっぱりわからない。

　世継ぎをもうけるために共寝の晩はいつも四し物もつ湯とうを飲んでいるのだ。

「……でも、やっぱりそうなの？」

　薄うす々うす、気づいていたことがある。嫌いやな予感に気づかないふりをしようとしていたけれど、事ここに至っては見て見ぬふりをするのは朔耀様の迷めい惑わくになるかもしれない。

　その可能性に向き合おうとすると、耳鳴りがした。自分の声が遠くに聞こえる。

「翡翠？　何を言っているのだ？」

「ずっと思ってたの。もしかして朔耀様が皇后に据すえたいのは、楊淑しゆく妃ひなんじゃないかって」

「な、そなた何を！」

「皇后はわたしじゃなくてもいい……次の皇こう帝ていがわたしの血を引く世継ぎなら」

　ずっと考えないようにしていた。

　でも、宴うたげの晩に白恵顕に侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで見据えられた時から理解はできていたのだ。

「楊淑妃がわたしの子の嫡ちやく母ぼになればいい……わたしは子どもができた後は、お払はらい箱」

「余はそのような考えを抱いだいたことなど一度もないッ！」

「……でも、朔耀様の周囲の人間はきっとそう考えているね」

　朔耀様が息を吞のんで言葉を失う。きっと思い当たる節があったのだろう。

　もしかしたら、白恵顕あたりはその方向で調整を進めているのかもしれない。

　道士は神仙が大好きだ。できるならわたしが即そく位いするのが一番だと考えているだろう。

　けれどわたしなんて、朔耀様が死んだら華燁国を滅ほろぼすとか言い出すくらいには、この国なんてどうでもいいと考えている。

　だったらいても邪魔なだけじゃない？

　貴き妃ひになんて向いていないし、皇后にはもっと向いていないに違ちがいない。

　だから早く世継ぎが欲しいって、朔耀様はそう考えたんじゃないだろうか？

　そのために、何らかの手を打とうとしたんじゃない？

「確かに、翡翠の言ったように考えている者はいるかもしれぬ」

　朔耀様は苦々しげな表情で言った。

「……故ゆえに、当分の間、そなたとの子はもうけぬ」

「え？　でも」

「余は余のために、そなたを失いたくがないために世継ぎを作ろうとした。そなたを独どく占せんしたいという子供じみた欲よくゆえで、そなたを手放すためではないことは信じてほしい。そなたの言うように、そなたを排はい除じよさせるためでは決してない」

　朔耀様は噓うそが嫌いだ……だからきっとこれは真実で、真実の味はとても甘い。

　その甘さをうっとりと味わっていたら、朔耀様が低い声で言った。

「そなたは余以外の男を夫にする権利を有している」

「へ？」

「本来、後宮というのは後世へ皇帝の血を確実に繫つなげるための装置なのだ。故に後宮を持つべきはそなたであり、余ではない。以前恵顕も言っていたが、そなたの子であれば父は誰だれでも構わぬのだ。次の皇帝はそなたの子でありさえすればよい」

「……ふーん」
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「なんだその反応は……もっと他ほかに言うことはないのか？」

「え？　よく知らない人と一いつ緒しよに寝ねるのなんて相手が男でも女でも嫌だよ？」

　そうしていい権利があるとか言われてもすごく困るだけだ。

「朔耀様は、そう言ったらわたしが他に夫を持ちたいと思うかもしれないと考えていたの？」

「ああ、そうだ。故に嫉しつ妬とした」

「ふ、ふーん。そうなんだ……あれ？　嫉妬されるのってなんかちょっと嬉うれしい？」

「ははは！　そうか、嬉しいか……そなたが余以外の夫を迎むかえれば、嫉妬にくるう余の姿が毎日見られような」

　朔耀様は笑っていた。でも、嫉妬はする方にとってとても苦しいことだというのは楊淑妃の件で痛いほど味わっている。

「今となってはそなたの無知が幸いしたな。そなたをお払い箱とやらになどさせぬぞ、翡翠。恵顕が何を考えていようと、そなたの権利を脅おびやかすような真ま似ねはさせぬ。それがたとえ余が地に落ち嫉妬にまみれるような結末であろうとも……」

「朔耀様にあんな思いはさせないよ。されて嬉しいのは少し意外だったけれど……」

「そうだな、余も嫉妬されるのは快い」

「えっ、そうなの？　あんなに醜みにくい感情なのに」

「だが自分に向けられれば嬉しかろう？　……好いた者にそれだけの感情でもって求められているということだ。だが自分が嫉妬する側になれば、これは苦しいな、翡翠」

「うん、そうだね……」

「余は妃たちに惨むごい真似をしているのだな」

　朔耀様はぽつりと言った。

「もうそなたらにこのような思いを味わわせたいとは思わぬ。故に、そなたに言った言葉も撤てつ回かいさせてほしい。不快感を示すのは少しだけ我が慢まんしてほしいが、もう家族のように迎え入れろとは言わぬ。余が同じことを求められるのならば死んだ方がマシだと、最近気づいた」

　だから朔耀様は頑がん張ばる必要はないと言ったのか。

「でも、宮中で孤こ立りつするのはまずいんでしょう？　孤立しないために、繫がりを保持するために、後宮での立ち回りが必要なんでしょう？」

「絶対に必要なわけではない。そなたは気にするな、翡翠。いいようにする」

　朔耀様はどうするつもりかな。わからないのはわたしが勉強不足だからなんだろうか。

「それでは、余は出ていくから、そなたはゆっくり休むといい」

「え？　どうして行っちゃうの？　一緒に寝ないの？」

「……余がいては眠ねむれぬだろう。未いまだに震ふるえているではないか」

「朔耀様が恐いわけじゃないよ……でも、恐かった」

　朔耀様にそっと手を伸ばしたら、ゆっくりと伸びてきた腕うでに抱だき寄せられてその胸の中に収まった。その温かさに涙なみだが出てきた。

「恐かった……よかった、朔耀様で……朔耀様といられるこの場所で……！」

「恐い思いをさせてしまい、すまない」

「わたしが勝手に思い違いをしただけだから気にしないで」

「気にするなと言われても、難しいな。傷つける意図はないのだが、よければ聞かせてくれ。……翡翠、寝しん所じよに忍しのび込む不届き者を取り押さえるのに慣れていないか？」

「聞きたいのってそんなこと？」

「重要なことのはずだが？　このような最奥に人を招く機会などなかろうよ。ここに来る前のことだな？　そなたは危険に何度も身をさらしてきたのか？」

　朔耀様がわたしの肩かたに優しく触ふれて、労いたわるように撫なでる。

「そなたを恐おそれさせるものについて余に話せ」

　手つきとは裏腹に、声はとても低い。朔耀様は怒おこっているらしい。

「一体、誰に何をされた？」

　朔耀様の声が低くなる。抱きしめる力が強まった。少なくともわたしが怒られているんじゃないみたいだから、朔耀様の腕の中で身体からだの力を抜ぬきながら話した。

「関所を避さけるために山間の道案内をする仕事をしていた、って前に言ったでしょ？」

「ああ、聞いたな」

「夜に、身ぐるみ剝はがそうとしてくる人がいる、のかな？」

　言うと、朔耀様の身体が明らかに強こわばった。

　それにしても、彼らの目的がわたしには未だによくわかっていない。

「いつ妖よう魔まが現れるかわからないのに……わたし恐こわくて、とりあえず黙だまらせるためにさっきみたいに咄とつ嗟さに取り押さえてしまうの……」

　手加減ができなくて、相手は朔耀様みたいに呼吸困難に陥おちいる。

　するとますます暴れて叫さけぼうとするから、大たい抵ていは一度気絶させなくちゃいけなくなる。

　思わず溜ため息が零こぼれた。恐くてたまらないのはわたしも同じだ。耳を塞ふさぎ泣き叫んで、誰か助けてと言ってみたい気持ちもわかる。でもそれをしたら、手の施ほどこしようがなくなるのだ。

「……そなたが恐れているのはその愚おろかな男どもではない？」

「男？　それは恐こわくないけど。だってわたしより力が弱いし」

　朔耀様がくぐもったうめき声を出した。

　えっと、確かに朔耀様もわたしより力が強くないので恐くはない……けれど、だからこそ謝る必要なんてないと思うんだけれどな。

「恐いのは妖魔……あたりまえでしょ？　朔耀様はずっと華燁国にいるからわかんないかなあ」

「余はそなたを傷つけるような真似をしたのではないかと考えていたのだが」

　朔耀様は頭を抱かかえている。だから気にしないでいいって何度も言っているのにね。

「しかし、そなたが余を恐れていないとはいえ、罪が軽くなるわけではない。余はその愚か者どもと同じことをしようとしたのだ。そなたは余を軽けい蔑べつするべきだ。余とて自己嫌けん悪おで吐はき気を覚えている……」

　朔耀様は拳こぶしを握にぎりしめた。爪つめで掌てのひらを傷つけそうで、心配なほどに。

「情けないことだ。これまで妃たちに強しいてきた待たい遇ぐうが我が身に返ってくるだけのことと、割り切れればよかったのだがな。そなたのこととなると余は冷静ではいられないようだ」

　朔耀様の手がわたしの肩けん甲こう骨こつに触れた。

　何かを探すような手つきに、くすぐったくて笑いそうになる。

「余の美しい翡かわ翠せみよ。その逞たくましい翼つばさで自由に大空を駆かけてほしいと願いながらも置いていくなと恨うらんでしまう、余の未熟さを許してくれ」

　なんだか不思議な気持ちになった。朔耀様でさえ自分を未熟と思うことがあるんだなって思ったら、おかしくなってきた。わたしだけが未熟なわけじゃないって、思っても良いのかな？

「ふふ……そんなところに翼はないよ、朔耀様」

「さて、わからんな。あっても余は少しも驚おどろかないぞ」

　あっても朔耀様のところから飛び立つつもりなんてない。

　もしも空を駆けるとしたら、この場所に戻もどるためになるだろう。

　朔耀様の腕に抱だかれながら、心ここ地ちよい熱の中で瞼まぶたが重くなるのを感じていた。
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「短い間でしたけれど今日でお別れだと思うと寂さびしく感じてしまいますわ。あ、申し訳ないのですけれど、あたしも楊淑しゆく妃ひの事情を存じていますの。裴貴き妃ひが口外したわけではないので誤解のないようお願いいたしますわ。あたし翠すい星せい宮きゆうに長くいますので、自然と話が耳に入ってきますのよ」

　芙蓉はすの花はなと豆とう腐ふの羹あつものが美味おいしい。生しよう姜がと胡こ椒しようで味付けされたさっぱりとした味わいが寝ねぼけた胃に染しみ渡わたる。紅くれないの花と白い豆腐の対比は目にも美しく雪が晴れた後の霞ゆうやけのように見えるから雪せつ霞か羹こうというそうだ。

　それにしても愛賢けん妃ひは何をしているのだろう。楊淑妃に対たい抗こうしているようなのだけれど。

「別に知られても構いません。わたくしの用は済みましたので」

「噂うわさの足は速いものだわ。光禄大夫は今回の話を聞いたらあなたを二度と南方道士に会わせないよう知ち恵えを絞しぼりますでしょうね」

「ええ、それでも構わないのです。わたくし、今後は曾お祖父さまに仕えて生きると決めておりましたから。今回はわたくしの最後の我が儘ままです。このような身勝手に付き合っていただき、裴貴妃には改めて感謝いたします」

「えっと……満足できたならよかったですね」

　わたしが楊淑妃の感謝に答えると、愛賢妃はぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。どうも楊淑妃をやり込めたいらしいけれど、何な故ぜそんなことに熱意を燃やしているのだろう。

「あなたの曾祖父様は曾ひ孫まごの皇后冊さく立りつを望んでいたはずですけれど、あなた自身もそれを望んでいらっしゃるの？　真義という幼おさな馴な染じみの南方道士を好いているのではなくて？」

「……後宮においては心の在あり処かなどどこでもよい、無意味なものだと思っています」

　愛賢妃の不ぶ躾しつけな質問にも驚いたけれど、楊淑妃の答えには更さらに驚きよう愕がくした。

「どういうこと？　楊淑妃の心はやっぱり真義の上にあるの？　それなら、言ってくれれば後宮から出て、結ばれるように手配してあげられるのに」

「わたくし、もう二度と曾お祖父さまを失望させたくないと思っているのです。今回のことでは酷ひどく悲しませてしまうでしょうけれど、二度目はありません」

「……つまりあの南方道士のことが好きだけれど、曾祖父のために気持ちを押し殺して後宮にいるつもりってこと？　あまつさえ朔耀様の妻になろうとしてるってこと？」

「いけませんか？」

　淡たん々たんと、なんでもないことのように楊淑妃が答える。開いた口が塞がらない。

　直後、ふつふつと怒いかりがこみ上げてきた。

　楊淑妃のこと、好きになれるかもしれないと思っていたのに、わからなくなってしまった。

「朔耀様を愛してもいないのに妻になろうとしないで」

「……朔耀様は皇こう帝てい陛下です。皇帝陛下との婚こん姻いんに、恋れん愛あい感情を持ち込むのはいかがかと」

「楊淑妃、あなたの思い通りになったとして、幸せになれるのはあなたの曾祖父だけじゃない。朔耀様が幸せになれないでしょう!?　あなただって！」

「裴貴妃、これは鄙ひなびた村の結婚とはわけが違ちがうのです。国を左右する決定。過あやまちによっては大勢の人が死ぬでしょう。わたくしはわたくしを世話してくれた国の端はしの寂れた村まで行き届くような政策を、国母として施したいと思っています」

　やめて、と言ったつもりだった。けれど言葉が出てこない。

　きっと皇后というのはこういう人がなるべきなのだろう。なるほど、国民の顔なんて少しもわからないわたしなんかより、ずっと向いているに違いない。

　楊淑妃は富み栄さかえる都と僻へき地ちの村の生活の二つを知っている。それはわたしも同じだけれど、そこから具体的な施し策さくにまで考えが及およぶ分、楊淑妃は優すぐれていて、わたしとは比べものにならないほど皇后としてふさわしくて──。

「裴貴妃は陛下を好いていらっしゃるのですね」

「妃は……みんな、そうでしょう？」

　楊淑妃が愛賢妃と顔を見み交かわした。違うのだろうか？　……どうもそうらしい。

　憤いきどおろしかった。朔耀様を好きでもない、他ほかに好きな男がいるような人の方が、朔耀様の妻として相応ふさわしいだなんて！

「裴貴妃、あなたは陛下を愛して、癒いやして差し上げてください。わたくしにはできない役目ですから」

「何を……」

「皇后にはわたくしがなります。大長公主から内ない諾だくは得ておりますので」

　耳鳴りがする。目の前がチカチカした。

「爺じいやにお別れができましたから、もはや迷いなく本分を果たすことができそうです」

　わたしが告別を助けてあげたからだというの？

　だから決意をしたと言うのか、楊淑妃は！

「わたくしを助けなければよかったとお思いではありませんか？」

「そ、そんなこと……！」

「いいのです。どうぞ恨んで、憎にくんでいただいて構いません。それも皇后の仕事と思っています。ですがわたくしはあなたを慈いつくしみ、敬意を払はらいます。敬愛なる皇帝陛下を心から愛し、癒やしてくださる女によ人にんなのですから」

　楊淑妃は優やさしい眼まな差ざしでわたしを見み据すえた。ヒュッと喉のどが鳴る。

　敵かなわない……と思ってしまった。どうしたって、太刀たち打ちなんかできない。

　目の前が暗くなり、息が苦しい。

「ところで楊淑妃、大長公主とあなたの曾祖父様は不仲だと聞いていましたが、よく足並みを揃そろえられましたわね？　それとも揃っていないのかしら？」

　愛賢妃がごく普ふ通つうに会話を続けていた。

　彼女もまた後宮の妃だろうに、楊淑妃の宣言をなんとも思わないのだろうか。

「ご恩のある裴貴妃の前なのですから、どうぞ正直にお答えくださいね」

「……確かにお二人の仲はあまりよくありません」

「内諾をいただいているとのことですが、伝令役は真義という南方道士ですわね」

「ええ……元より真義の父である爺やと引き合わせてくださったのは、大長公主ですので」

「なるほど、光禄大夫は出家して道どう観かんにいらっしゃるわ。そんな方にしてみれば曾孫娘むすめを異教に誘さそおうとする大長公主の存在は不安ですわね。だから不仲だったんだわ」

　愛賢妃が得心いったように呟つぶやいた。

　楊淑妃の侍じ女じよたちは、楊淑妃と大長公主の協力を防いでくれていたってこと？

　わたしが侍女を引き離はなしてあげたから、楊淑妃が真義を通じて大長公主から皇后冊立の内諾を受け取れたっていうの？

「そろそろ失礼いたします。裴貴妃、わたくしのために、色々とありがとうございました」

　楊淑妃が立ち上がり、行ってしまう。

　大長公主の内諾という、わたしが喉から手が出るほど欲しいものをみせびらかして、わたしのお陰かげでその内諾を受けられたとお礼を言って。

　背筋を正して去っていく、長い黒くろ髪かみを優ゆう雅がに流したその背中が消えるまで、食い入るように見つめていたわたしの口から……本音が零こぼれそうになった。

　助けなければ──と。

「あんな女、見捨てておけばよかったのですわよ！」

「え……愛賢妃？」

「まあ、あたしがいることをお忘れでしたの？　夢から覚めたような顔をされていますわ」

　愛賢妃はくすくすと笑った。

「恩知らずのあのような女のために、そのように悲しい顔をなさらないで、裴貴き妃ひ。顔を拭ふきましょう。そしてあたしの考察を一つ聞いてくださいませ」

「考察……？」

「ええ、あの女についてですわ。そして大長公主についての話です。ただあたしの憶おく測そくがまじりますから、話半分に聞いてくださいね」

　今のわたしには、愛賢妃の言葉に耳を傾かたむけるしか術すべがなかった。

「まずは大長公主の話ですわ。裴貴妃が大長公主に相手にされない理由について」

「それはわたしが……貴妃にも皇后にもふさわしくないから」

「あたし、そうは思わないんですの。恐おそらくなんですけれど、裴貴妃が大長公主に嫌きらわれてしまうのは、裴侍じ中ちゆうを義ぎ兄けいに持っているからですわ」

「お義兄にいちゃん？」

「ええ。大長公主の道士嫌ぎらいは有名ですもの」

　朔耀様も白恵顕もお義兄ちゃんも、そんなことは一言も言っていなかった。

「あれは十年前のこと、齋さい天てん皇こう華かの手によって、朔耀陛下の父、前皇帝陛下叡えい宗そう様は退位されました。そして朔耀陛下が即そく位いされましたわね」

「あの……天皇華って？」

　いきなり話の腰こしを折ることになってしまうけれど、気になって聞いてしまった。

「皇帝陛下の死に殉じゆんじた道士に与あたえられる称しよう号ごうですわ」

　愛賢けん妃ひはそつなく答えた。彼女は最近、わたしの無知に慣れつつある。

　つまりいつか白恵顕やお義兄ちゃんが与えられる称号だということだろう。

「その後、朔耀陛下と楽らく耀よう皇おう子じらの血で血を洗う争いが勃ぼつ発ぱつしましたが、それも終結した後になってやっと先の陛下の葬そう儀ぎが行われる運びとなりましたわ。屍しかばねを棺かんに納める大だい斂れんの儀ぎ式しきの時に少々騒さわぎが起きましたの……大長公主が皇后陛下をなぎ倒たおして屍に縋すがったのですわ」

　愛賢妃の説明を聞いて、わたしが抱いだいたのはどうしようもなく陳ちん腐ぷな感想だった。

「あの……仲がよかったんだね？　大長公主と先の皇帝陛下は」

「大変仲なか睦むつまじい兄妹きようだいだったようですわ。先の陛下はご兄弟を様々な理由によって、時にはあまりに神経質すぎる理由で粛しゆく清せいされましたわ。けれど大長公主だけは慈しまれたのね」

　粛清の原因は、恐らく自分に天宗の血が流れていないことを知ったからだろう。

　だから理由は何でもよかったに違いない。地位を、命を脅おびやかす者を排はい除じよしようとした。

　ただ、大長公主は女性だったから見み逃のがされたのかもしれない。

「大長公主の嘆なげきは深く、陳皇太后もあの時は啞あ然ぜんとしていたのをよく覚えていますわ。胸が張り裂さけそうな声で泣き叫さけんでおられたのを……道士への呪じゆ詛そを吐はいておられたのを。大長公主は兄を殺した道士を許せなかったのですわ」

「たとえ殉じゆん死しするとは言っても道士のやったことは皇こう帝ていへの裏切りだから、わたしも大長公主と同じように許せないと思う」

「ええ、そういう方はとても多いみたいですわよ。特に女や子どもには受け入れ難がたいしきたりだもの。だから大長公主が道士に唾つばを吐き神しん仙せんを憎ぞう悪おしても、誰だれも咎とがめはしなかったのですわ。道士たちは慣れっこという感じかしらね。聞き流していましたわ」

「……酷ひどい話」

「本当に。憎らしいことですわ。男たちだけでわかり合っているのですから……あれから十年経たちましたが、大長公主は未み婚こんですわ。出家しておられるのです。でも勿もち論ろん、女道士になったわけではなくてよ」

「まさか、法師？」

「前から大長公主の周りに南方道士がうろついているのは個人的に知っていましたわ。でもそれは、どうしても出家したくて、けれど女道士になるのが嫌いやだった大長公主の苦肉の策なのだと解かい釈しやくしていましたわ。あたし以外の人たちも、概おおむねそのような認にん識しきだったでしょうね」

「うん？　でも待って。それが何か問題があるの？　南方から来た教えとはいえ、道士は道士なんでしょう？」

「あたしの知る限り、南方教は神仙の存在を否定しているのですわ」

「え？　神仙じゃなくて、一体何を信しん仰こうしているの？」

「説教の上手うまかった男の言葉を経きよう典てんとしてまとめ、死後も奉たてまつり続けているようですわ」

　神仙に守護されることで安あん逸いつを貪むさぼる華燁国で、神仙の存在を否定しながら死んだ男を奉る？

　道士を憎むところまでは共感できたけど、その辺りはさっぱり理解できない。

「そのような神仙を否定する信仰を持つ女が華燁国の国母となるなんて、許されませんわよ」

　やっと愛賢妃の言いたいことを理解した。

「楊淑しゆく妃ひの信仰は、南方教で間ま違ちがいないのかな？　でも、そうだったとして何が問題になる？」

「大問題ですわよ。国教を南方教に変えたいなどと言い出したらどうなると思います？」

「……この国から神仙の加護が消える？」

「ええそう、そうなってもおかしくありませんわ！　……楊淑妃は神仙への敬愛を育はぐくむべき少女時代を異教によって染められてしまったのですわ。異教の経典をありがたく聞いているようなあんな女を皇后に？　ふざけていますわ！　絶対に許してはいけませんわよ！」

「愛賢妃は神仙の存在を疑っていないんだね」

「裴貴妃は疑っていますの？」

「まさか！　わたしはこの国が神仙に守護されているのを事実として感じているよ。異国に行ったことがあるからわかるの。でも、妖よう魔まが出ないのが当たり前のこの国で過ごしている人たちの中には、この幸福を、当たり前に享きよう受じゆできる日常だと勘かん違ちがいしている人がいるから」

「……そう、実感としてということなのですわね。あたしは裴貴妃ほど確かな感覚ではありませんわ。ただ、幾いく代だいもの長きに亘わたり神仙に加護されし血筋を守って来たという誇ほこりがあるのですわ。愛家としての、矜きよう恃じなんですわ」

　愛賢妃と見つめ合う。これほどまでに愛賢妃を理解できたと思えたことはない。

　これほど心強かったこともない。今の彼女なら心から信じられた。

　わたしは個人的な感情から、楊淑妃に皇后になってほしくない。

　愛賢妃もまた、楊淑妃に皇后になってほしくなかった。

　理由は違ちがうけれど、願いは同じだ。

「光禄大夫が頑かたくなに彼女を過去と遠ざけようとした理由は、間違いなく南方教ですわ。曾ひ孫まご娘を異教から遠ざけたかったのですわね」

「楊淑妃が皇后になれるのであれば少しは目を瞑つぶるかもしれないよ」

「楊氏もまた神仙に加護されし血筋を守ってきた藩はん屛ぺいですわ。矜恃を見せてもらわねば困りますわよ……光禄大夫にはあたしが掛かけ合いますわ。裴貴妃は朔耀陛下や裴侍中に働きかけてくださらない？　道士にとっても由ゆ々ゆしき事態ですもの」

　うん、わかった──と立ち上がりながら頷うなずきかけて、口を噤つぐんだ。

「裴貴妃？　どうなさったの？」

「……愛賢妃はどうしてわたしの味方をしてくれるの？」

　愛賢妃は目を丸くして口を噤んだ。

　暫しばし目を泳がせた後、恥はずかしげに微笑ほほえんだ。

「裴貴妃をお慕したいしているから……と言っても通らないのですわよね？」

「うん、そうだね。絶対におかしいってわりと最初から思っていたし」

「ですわよねぇ。でも、あたしを迎むかえ入れてくださってありがたく思っておりますわ」

「迎え入れるというか押し入られたというか」

「ふふ……初めに裴貴妃の翠星宮に押し入ったのは、我が身を守るためでしたわ」

　宴うたげの時に賊ぞくに襲われたことを言っているのだろうか。

　でも、身を守るために他人の宮きゆう殿でんに押し入るというのは全く意味がわからないけど。

「次に裴貴妃の側近くに侍はべったのは、あたしが裴貴妃につくことを選んだため」

「選んだ？」

「ええそう。あたしたち愛家の家訓が『あらゆる手を使って愛家を残し天宗の血筋を守るための藩屛たれ』というものなのですが……裴貴妃は緑公主にとてもよく似ていらっしゃるからきっと陛下との間にお世よ継つぎを儲もうけられるだろうと思いましたの。そのお世継ぎに仕えるために、あなたにつきましたわ」

「朔耀様につけばよかったんじゃないの？」

「陛下にはお父様がついていますもの。あらゆる手を使って愛家を残すというのは、そのために愛家の忠誠を分散させるということなのですわ」

「分散……？」

「かつて、伯お父じの愛陶崖は陳皇太后の産んだ第一皇子楽耀殿でん下かにお仕えしておりましたわ。ゆくゆくは楽耀殿下が皇位に就つくものと誰もが思っていましたわよ。だったら、家ごと楽耀殿下に忠誠を誓ちかえばよいと皆みなは思いますわ。けれど楽耀殿下が万が一没ぼつ落らくしてしまったら、愛家は消えてしまうかもしれませんわね」

「……だから愛賢妃のお父様は朔耀様についていた？」

「そうですわ。本当はもう一人伯父がいて、もう一人の皇子についていたのですけれど、十年前の謀む反ほんに巻き込まれて亡なくなりましたので……お父様が朔耀陛下についていなければ、今いま頃ごろ愛家は跡あと形かたもなく消えていたはずですわ」

「そんなやり方で仕えていると言える？　許されるの？」

「その分、個人的な忠誠を尽つくしますもの。忠誠を示すために求められれば家族とて手にかけるのを躊躇ためらいませんのよ。うふふ、すごいでしょう？　徹てつ底ていしていると思われませんこと？」

　愛賢妃は笑った。くすくすと笑っていたかと思うとにやにやした。

　ころころ笑って、声をあげて笑った。

　やけに笑い続けるなと思ったけれど……やがて彼女の目が笑っていないと気が付いた。

　愛賢妃の菫すみれ色いろの瞳ひとみは、泣いていた。その目を見たからはっとした。

「……家族さえ手にかける？」

「ええそう、そうなのですわ。うふふふふ……必要であれば、裴貴き妃ひに求められれば、それが忠誠を示すために、尽くすために、通すために必要なのであれば、そうするのですわよ」

　身を守るために宮殿を移るなんて、おかしいと思っていた。

　けれど何もおかしくはなかったのだ。愛賢けん妃ひが家から連れてきた、家族の息のかかっている侍じ女じよのいる宮殿にはいられなかったのだ。

　彼女の命を狙ねらったのは、家族だったから。

「あなたの伯父様は……愛兵部は！」

「個人的な忠誠を示すよう求められて、あたしを狙ったのですわね。あの夜、あたしはひと目見て、誰があたしを殺そうとしているのかわかってしまいましたわ……」

「確かなの？」

「謀反の際に左足首に傷を負い、左足が不自由なんですの。あの時左足を引き摺ずっているように見えましたから、間違いないと思いますわ。わかっていたのに……、裴貴妃、これまで黙だまっていたことをどうかお許しくださいませ」

「……いいんだよ。だってあなたの伯父様なんだもん。家族の罪を告発しないのは人の情によるもので、責められはしない」

「そう言っていただけると……ありがたく……っ」

　愛賢妃は泣き崩くずれた。これまで堪こらえていた全すべてのものが決けつ壊かいしたかのように、激しかった。

「ごめんね、無理に聞き出してしまったね」

「いいえっ、あたしが勝手に、察しの悪い裴貴妃にもわかるように説明したんですもの！　無理にだなんてことはありませんわ……！」

「察しの……まあいいけどね」

「あ、あたし、間違っていませんわよね？　裴貴妃にとって正しい選せん択たくをしましたわよね？」

「うん、わたしのためになることを、よくしてくれたね」

「……ああ、もう。そのように美しい瞳で見つめられながらそんなことを言われたら、本当に好きになってしまいますわ」

　美しい？　はっとして部屋の鏡を見ると、色瑠る璃りを目に入れるのを忘れていたと気づいた。

　五ご彩さいの炎ほのおがわたしの瞳の中で輝かがやいていた。

「今いま更さら隠かくしても無む駄だですわ……全く、もう少し用心深くなっていただかなくては困りますわ」

「いつから気づいていたの？」

「あたしを守ってくださった、あの夜に。初めは見み間ま違ちがいだと思っていましたのよ」

　初めからだった。自分の不用心さには確かに呆あきれる。でもいつも視界が緑に染まってるのって結構辛つらいんだよ。自分の宮城の中でくらい外しちゃうよ……。

「教えてくれてありがとう愛賢妃。朔耀様にお伝えしてくるね」

「あたし、ここでお待ちしておりますわね」

　愛賢妃に頷いて、部屋を出た。部屋の外にはお義兄にいちゃんが壁かべを背に佇たたずんでいた。

「どこへ行くんだい？　翡翠さん」

「……愛兵部に会いに」

「へえ？　朔耀様のところへ行くと、愛賢妃には言っていたのに」

「愛賢妃の言葉だけを鵜う吞のみにはできないよ」

　愛賢妃のことを、今ではそれほど嫌きらいではない。多分、好意を抱いだいてすらいる。

　彼女を疑うわけじゃない。でも、彼女が本気でそう信じているだけかもしれないよね？

「実際に剣けんを交えれば当人かどうか判断がつく」

「いいね、翡翠さん。裏をとるのは大事なことだ。成長したね。僕は嬉うれしいよ。だから貴妃にもかかわらず自ら動こうとしている点には目を瞑ることにしよう」

「ありがとお義兄ちゃん。行ってくるね」

「僕も一いつ緒しよに行くよ、翡翠さん。でも準備をさせてもらえるかな？　翡翠さんももう少し動きやすい服に着き替がえて何か得物を持った方がいいんじゃない？」

「そうだね……道服を借りるね」

「剣は僕の方で用意しよう」

　身み支じ度たくを調ととのえて宮殿を出た。先導はお義兄ちゃんだ。

　愛兵部がどこにいるか知っているらしい。後宮の廻かい廊ろうを闊かつ歩ぽし、次々と渡っていく。

　後宮の出口とはどんどん離はなれていくようだった。

「この時間にはね、愛兵部は招かれて後宮に来ているんだ」

「へえ、何のために？」

「剣けん術じゆつ指南のために。兄に教えてあげていたように──その弟に」

「あっ、裴侍じ中ちゆう！　それに裴貴妃も！」

　たどり着いたのは珠しゆ栄えい宮きゆう。その前にある広場で剣術指南を受けていたあどけない少年が弾はずんだ声でわたしたちの名を呼んだ。

「どうも、黎耀様。お元気そうで何よりです」

「ありがとうございます、裴侍中！　その服装は、お二人も剣術稽げい古こをされるところですか？」

「……よければわたし、愛兵部に指南を受けたくて」

　黎耀様の質問にわたしが応こたえると、お義兄ちゃんは楽しげに後押しした。

「愛兵部は華燁流剣術の師し範はん代だいですし、是ぜ非ひ僕の義妹いもうとに剣術を教えてあげてください！」

「い、いや。私は足を悪くしているのでね、簡単な型の稽古しかできないのだよ」

「愛兵部、相手は女によ人にんですよ？　本格的な剣術を知りたいというわけでもありません。黎耀様にお教えしているように簡単な型を義妹に教えてくださればいいんですよ」

「裴侍中が教えてやればいいでしょう!?　どうして私に言うのです！」

　愛兵部は激しく拒きよ絶ぜつした。

　宮中警けい吏り隊隊長がこの男で、この男が捜そう索さくしているのだから、犯人が見つからないわけだ。

「わたしは華燁流剣術についてほとんど知らないので、型で構いませんから教えてください。打ち合いながら学びたいんです」

「義妹の言う通り、彼女は女ですから剣のことは何もわからないんですよ。けれど最近物ぶつ騒そうな事が多くなっていますから、護身のためにも学びたいというんです」

　愛兵部はぎょろぎょろと目を動かした。

　黎耀様を見て、お義兄ちゃんを見て、わたしを見た。

　何を探しているのだろう。助けだとしたら、申し訳ないけどそんなものは用意していない。

「是非とも教えてくださいよ、愛兵部。……できない理由が何かあるんですか？」

　空気がひりつき、乾かわいていく。

　その時、事情を吞のみ込めていない様子の黎耀様が声をあげた。

「愛兵部……？　あの、裴貴妃との稽古でしたら、ぼく、ここで見ているので大だい丈じよう夫ぶですよ？　えっと、人の稽古を見ているのも、鍛たん錬れんになると聞きますし！」

　黎耀様はにこにこしながら宮きゆう殿でんの階段の縁へりに腰こし掛かけた。

　わたしと愛兵部の稽古を見守る態勢だ。本当に、ただの稽古だと思っているのだろう。

　愛兵部は溜ため息を吐つくと、わたしに木ぼつ剣けんを投げてよこした。

「あなたに真剣を使われてはか弱い私は死んでしまいますよ。木剣で勘かん弁べんしていただきたく」

　愛兵部があっさりと口にしたのは、わたしと一度打ち合ったことのある人間の言葉だった。

　わたしは真剣を置いて木剣を構えた。

「愛兵部、あなたを後宮警吏に引き渡わたすのは何度か強く叩たたいた後にします。納なつ得とくいかないことがたくさんあるので」

「裴貴妃の馬ば鹿か力ぢからで強く叩かれたら私は死んでしまいますよ！」

「その方がいいんじゃないですか？　──どうして愛賢妃を狙ったの！」

　愛兵部は身み繕づくろいし終えると木剣を構えた。口は強く引き結んでいる。

「言わないってことは、理由がありそうですね……たまたま近くにいたからではなく、狙って愛賢妃を傷つけようとしたんですね？　血の繫つながった姪めいなのに！」

「さて……そのように喋しやべっていては舌を嚙かみますよ！」

　愛兵部が右みぎ腕うでごと木剣を振ふりかぶり、上段から体重を乗せて振り下ろす。今日は難なく受け止めた。剣がどこに来るのかわかっていたし、得物は釵かんざしではなく木剣だ。

「何なんですかこの力は！　本当に女なんですか!?　貴女あなたは！」

　愛兵部は喚わめき散らした。あの夜、この男がわたしたちの調書を取った。

　しきりにわたしが男か女か気にしていたのは、愛賢妃のためでもなんでもなく、ただ自分が戦った相手の正体が気になっていたかららしい。

「ならばこれはどうだ！」

　一歩引いた足はあの夜とは違ちがい、右足だった。中段の薙なぎ払はらいは反対側から襲おそってきた。

　でも、それだけだ。受け止めると愛兵部は舌打ちした。

「最後はあの夜見せられませんでしたがね……下段からの籠こ手て、そして突つきですッ！」

「なるほど、それが基本ですか」

　籠手は払って突きは軽く身を捩ひねって避よけた。

　愛兵部が前のめりに倒たおれかける。悪くしている左足首に体重をかけすぎたせいだ。

　たたらを踏ふんでいるその背に向けて木剣を力任せに振り下ろす。

「ぐはっ」

　無様に頭から倒れこんだ愛兵部の背を踏みつける。

　更さらに追い打ちをかけようと剣を振り上げた時、高い声がわたしの行動を止めた。

「裴貴き妃ひ！　それ以上はいけませんよ！　稽古はここでおしまいです！」

　彼にはわたしたちの会話の意味なんてわからなかったのだろう。生き真ま面じ目めな顔をしてわたしを止める黎耀様の前でこれ以上師を痛めつけるのも気が引けて、仕方なく木剣を下ろした。

「翡翠さん！　愛兵部が翡翠さんたちを襲った物証を見つけたよ！」

　お義兄ちゃんが見当たらないと思ったら、証しよう拠こを探していたらしい。

　その手には鬼き面めんと金きん柄づかの剣、藍あい色いろの官服が揃そろっている。

　黎耀様の剣術指南で後宮に入ったのをいいことに、また愛賢けん妃ひを狙ねらうつもりだったのか。

「なんだって？　私の荷物に？　……裴侍中！　貴様が仕込んだのだろう！」

「心外ですよ愛兵部。あなたが犯人だという証拠は他ほかにもあるんですから素す直なおに認めてください。あなたが命を奪うばおうとした姪めい御ごの愛賢妃本人からも聞いているんです」

「……あの子から？　そうか」

　わたしの足の下で暴れていた愛兵部は、噓うそのように大人しくなった。

「宮殿に身を寄せただけでなく、あの子は君のような野や蛮ばん人についたのか……」

　不思議そうな目をしてわたしを見上げてくる愛兵部を睨にらんだ。

　わたしが野蛮で貴妃にも皇后にも向いてないことなんて、言われなくてももう痛いほどわかっているんだから、賊ぞくにまで言われたくはない。

　お義兄にいちゃんが後宮警吏を呼んだ。愛兵部と証拠品を運ばせていく。

　後に残されたのは、わたしと混乱を隠かくせない黎耀様だった。

「裴貴妃……？　あの、ぼく、何が起きているのか……？」

「稽古の邪じや魔まをしてごめんなさい、黎耀様。もしよければ、今後はわたしと稽古しましょう」

　罪のない少年から師し匠しようを奪ってしまったわたしには、それしか言えなかった。
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　愛兵部が捕とらえられるという重大な出来事があったというのに、一週間も経たたないうちに、宮中はいつも通りの時間が規則正しく流れ始めていた。

　むしろ、後宮には何の波乱もなかったように思う。

　今日も午ひる時過ぎから、いつも通り淡たん々たんと、お義兄ちゃんの講義を受けていた。

「それじゃ、皇室に生まれて天宗の血を引く人は、自分の血に宿る神しん仙せんの加護の力について教えられて知っているんだね」

「そうだよ翡翠さん。たとえばまだ世よ継つぎのない皇こう帝ていに何かあった時、次の時代を支えるのは彼らだからね。彼らが無知では困る」

　わたしがお義兄ちゃんに質問をすると、お義兄ちゃんはすらすらと応えた。

　皇帝の系図を読み解きながら、天宗の力の血けつ縁えんによる伝でん播ぱについて学んでいた。

　これまで道士たちが積み上げてきた記録から察するに、傍ぼう系けいよりも直系の方が加護の力は強く伝わると思われるそうだ。

「千年も続く国なのに、女性の皇帝は二人だけ？」

「基本的に男子がいる場合はそちらが皇帝になるからね。その二人は男子のいなかった時代の緊きん急きゆう措そ置ちだよ。女性皇帝が当たり前なら、朔耀様ではなく大長公主が即そく位いしていたよ。あ！　翡翠さんの場合はまた別だけれどもね。だって翡翠さんは始祖なんだから！」

「……大長公主が帝てい位いを望むかはわからないけど。あの人、道士のことが嫌きらいなんでしょう？」

「うん？　まあね。でも、道士なんて嫌われるのが役目だからいいんだよ」

「いや、そうじゃなくて。皇帝に嫌われる汚よごれ仕事が役目とか、そういう話じゃなく、大長公主は道士を憎ぞう悪おしているって話」

「僕ら神仙門下の道士は時に皇帝を弑しいし奉たてまつることもあるからね。血を見ることの少ない女性には毛嫌いされているんだよね。そう何度も言われなくても知ってるよ」

　お義兄ちゃんは困ったように笑う。道士として嫌われるのに慣れているせいで、大長公主に恨うらまれているのをそれほど重大な問題だとは考えていないらしい。

「あのさ、大長公主が道教を廃はいして他の宗教を国教にし出したりしたらどうするの？」

「あははは！　なんだいそれ？　そんなことできるわけないよ」

「たとえば楊淑しゆく妃ひが皇后になったらできるんじゃないの!?」

「君が何を言っているのか意味がわからないよ！　だってここは神仙に守護された国なんだよ？　その国で神仙以外の何を奉ほう拝はいするっていうんだい？」

「そういうことじゃなくて……」

　言葉が通じない無力感で肩かたが落ちた。

　道士であるお義兄ちゃんは、ある意味道士として極きわまりすぎているのだ。

　神仙の存在が当たり前すぎて、それを否定する宗教の存在を耳にしても脅きよう威いを感じない。

　胡う散さん臭くさいとは思っても、それだけだ。危機感を覚えないらしい。

　愛賢妃、こちらから働きかけるのは難しそうだよ。

　道士や朔耀様への注意喚かん起きをするようにと頼たのまれていたけれど、お義兄ちゃんすらまともに取り合ってくれないってどういうこと？

「あのさ、お義兄ちゃん。華燁国が神仙に守護されている……ってとこまではみんな知識として知っているみたいだけれど、たとえば玄げん家の人とかは、それをただの形式的で実効のない儀ぎ式しきか何かだと思っているみたいだよ。そのことはどう思ってるの？」

「……嘆なげかわしいと思っているよ。近年はそういう人も増えたね。皇室ではない、外の家は多かれ少なかれそういうところがあるよ。奇き跡せきを目にする機会の少ない憐あわれな人たちは」

「そういう人たちが南方教を信じちゃうかもしれないって言ってるの！」

「信じる信じないの話ではないよね？　翡翠さんだって神仙の存在感を目まの当たりにした人間だろう？　神仙はそこにいらっしゃり、僕たちに加護をもたらしてくださった。その存在を疑うべくもない」

「わたしたちの話じゃなくてぇ……！」

　朔耀様はあれからわたしのところへ来ていないから、文を送っている。お義兄ちゃんの様子だと、朔耀様だって果たしてどこまで真しん剣けんに受け止めてくれているかは疑問だ。

「裴貴妃！　今日も稽けい古こをお願いします！」

　外から高く澄すんだ声が聞こえ、わたしは難しい思考を捨てて筆を置いた。

「あ、黎耀様だ。それじゃ今日は勉強ここまで！」

「翡翠さんが冗じよう談だんを言うからあんまり進まなかったね」

　冗談なんて一つも口にした覚えはないんだけれど、それがお義兄ちゃんの認にん識しきだ。

　吞のん気きなお義兄ちゃんを睨んでから窓の外に向かって声を張りあげた。

「少し待っていてね、黎耀様！」

「はーい！」

　黎耀様の剣けん術じゆつ指南の師である愛兵部は現在、刑ぎよう部ぶにて取り調べを受けている。

　彼を愛賢妃殺害未み遂すい容疑で捕つかまえた日、わたしは黎耀様を慰なぐさめるために言った。

　よければわたしと剣術の稽古をしようって。

　というわけで、愛兵部逮たい捕ほの翌日の昼から、黎耀様が翠星宮を訪ねてくるようになったのである。

「いつまで付き合ってあげるつもりだい？」

「うーんと、黎耀様が赴ふ任にん地ちに行っちゃうまでかな？」

　今年十歳になった黎耀様は、親王宣下をくだされ領地を得て、その領地に赴任する予定だ。

　ただ儀式の日も赴任の日も、領地もまだ何も決まっていないらしい。

「翡翠さんは黎耀殿でん下かに優やさしいね」

「……昔出会った頃ころの朔耀様に似ているからかな」

「そうかな？」

「そうだよ。昔、わたしが見捨てようとした朔耀様に似てる……」

　だから優しくしてしまうのは、やくたいもない罪つみ滅ほろぼしなのかもしれない。

　わたしの運動着と化した道服に着き替がえ木ぼつ剣けんを持ち宮きゆう殿でんを出た。

　黎耀様もまた着替えており、木剣を手に広場に行ぎよう儀ぎ良よく佇たたずんでいた。

「それじゃ、今日もよろしくお願いします」

「はい！　お願いいたします、裴貴妃！」

　素直に返事をする黎耀様に、救われたような気持ちになるのが少し申し訳なかった。

[image: ]

　八月の炎えん昼ちゆう、肌はだがひりつく暑さの頃、稽古を終えてわたしたちは花はな茣ご蓙ざに頽くずおれた。

　侍じ女じよがわたしを取り囲み、汗あせを拭ふいて日に焼けた肌の手入れに初夏の薔ば薇らの化け粧しよう水を熱い手で叩たたき込んでいく。暑苦しくてたまらない。放っておいてもらえる黎耀様は自分で汗を拭いて、扇おうぎで扇あおがれながら氷ひよう菓かを食べていた。羨うらやましい、わたしも食べたい。

　黎耀様は氷を少し口に含ふくんだところで、匙さじを置いて言う。

「愛兵部は、いつ頃ごろ戻もどってくるんでしょう……ぼく、まだ教わっていないことがたくさんあるのに」

「どうやら愛兵部が罪を認めず取り調べが長引いているようですね」

「あの、裴侍じ中ちゆう。ぼく聞きました！　愛兵部は何もしていないって……！」

「何もというのは語ご弊へいがありますね、黎耀殿下。武器の携けい帯たいを禁止されていた大だい明めい園えんの宴うたげに剣けんを持ち込み皇帝の妃きさきを害し奉ろうとしたんですよ」

「でも！　手にしていた武器は剣けん舞ぶのために持ち込みを特別に許可されたもので、相手は姪めいですし、少し脅おどかしただけで手も触ふれてないって聞いています！」

　明らかに彼に殺意があったことは、あの場にいた人間にしかわからないだろう。

　普ふ通つうならわたしと楊淑妃の証言だけで足りるだろうに、愛兵部が殺そうとした相手が自分の姪だったことが問題をややこしくしている。

「本当に、ただ脅かそうとしただけではないですか？　だって、姪を傷つけるわけがありません！　宴の席で愛賢けん妃ひは裴貴妃を嘲ちよう笑しようしたと聞きました。それを咎とがめるためだったって！　それに後宮で楊淑妃が狙ねらわれた事件については少しも知らないって！」

「……姪を脅かすために斬きりつけられたのかな、わたし」

　乾かわいた笑いが出る。まさか、あの剣は軽かったとはいえ人を殺せる程度の力はあった。

　お義兄にいちゃんも笑った。

「釵かんざしで受け止めたっていう翡翠さんの証言も噓うそくさいって思われているんだよねえ」

「本当のことなのに！」

「でも、翡翠さんには悪いけど……ものすごーく噓っぽい」

　本当のことを言うと信じてもらえないかもしれないから、信じてもらうために噓を言うべきだった？　今いま更さらそんなことを言われても困る。とっくに証言しちゃったんだから！

「でも僕も朔耀様も、恵顕先生だって君の言葉を信じているよ」

　お義兄ちゃんがわたしの目を覗のぞき込むように見下ろして微笑ほほえんだ。

　その時、甲かん高だかい声が後宮の穏おだやかな昼下がりを斬り裂さいた。

「離はなしなさい！　あたくしを誰だれだと思っているの!?」

「えっ!?　母上様？　どうして母上様が連れていかれるの!?」

　わたしたちの視線の先には、兵部の警けい吏りに連行される陳皇太后の姿があった。

　黎耀様はすぐさま陳皇太后に駆かけ寄ろうとした。

　その細い肩を摑つかんで、お義兄ちゃんが引き留めた。

「実は愛兵部が愛賢妃を脅かした証しよう拠ことなったあの物証──別に愛兵部の荷物を漁あさって見つけたわけではありません。あれはね、珠栄宮の中にあったんですよ。謀む反ほんの計画書と一いつ緒しよに」

「噓だ！」

　黎耀様が叫さけんだ。これまでに聞いたこともないほど悲痛な声だった。

　顔は歪ゆがみ、今にも泣きそうに瞳ひとみに涙なみだを溜ためている。

　そんな黎耀様を見下ろすお義兄ちゃんの表情は冷れい徹てつそのものだった。

「どうして噓だと思われるのですか？　黎耀様」

「だって、ぼくは珠栄宮にいたけれど、見てないもの！」

「愛兵部が陳皇太后陛下に己おのれの罪をなすりつけようとこっそり置いたのかもしれません」

「うん、そう、きっとそう──」

「ま、そんなわけがないんですけれどね。愛兵部が姪を狙ったのは黒幕からの命令があったからでしょう。愛賢妃の死によって利を得る者の仕し業わざか……あるいは利害など関係なく、ただ愛兵部の忠誠心を測ろうとしたのかもしれませんよ」

「……あなたが母上様の宮殿に偽にせの証拠を仕し掛かけたんですか、裴侍中」

　黎耀様がわなわなと震ふるえながら紡つむぐ言葉にも、お義兄ちゃんは小こ揺ゆるぎもしなかった。

「謀反人を野放しにしておくわけにはいかないんですよ、黎耀様。陳皇太后陛下は朔耀様の嫡ちやく母ぼであらせられるので温情が与あたえられるでしょうが、取り調べは陳皇太后陛下にとって耐たえがたいものとなるでしょう」

「母上様は何もしてない！　できない人なんです！　そんなこと、あなたにだってわかるはずです！　計画とか、そんなの考えられる人じゃない！　ただ人の話を信じやすい素す直なおな、愚ぐ痴ちが多いだけの普通の女の人なんです！　発ほつ作さ的に興奮して、言うべきではないことを口にしてしまうことはあるけれど、それだけで──」

「陳皇太后ほどの地位にある方が、言うべきではないことを口にするだけで罪ですよ」

「母上様の周りの人間が勝手にやったとしても!?　母上様が命令したわけじゃないのに！」

「望んだだけで罪なんですよ、黎耀様」

　滂ぼう沱だの涙で頰ほおを濡ぬらす黎耀様にお義兄ちゃんは冷れい酷こくな表情で微笑んだ。

　左手で木剣を弄もてあそびながら、黎耀様に囁ささやく。

「十年前に神しん仙せん廟びようを燃やした犯人がわかれば、謀反の計画書が証拠品の中に紛まぎれこんだだけで陳皇太后陛下に関かかわりのないことが明らかになるかもしれません」

「……どうして、神仙廟の焼しよう失しつ事件の犯人が知りたいのですか」

「内侍省の道士たちの目を覚ますためですよ、殿下」

「……謀反の計画書って、それは、どんな内容なんですか？」

「内容について黎耀様にお話しする理由がありません」

「……皇こう帝ていを脅かす者も、重要な廟を破は壊かいした者も、どちらも関わった者は斬ざん刑けいです」

「神仙廟は古いものでしたし、ほとんど打ち捨てられ老ろう朽きゆう化かも激しかった。罰ばつは減じられると思いますよ、黎耀殿下。あなたの訴うつたえがあれば陳皇太后は労ろう役えきも免めん除じよされるかもしれません。あなたが監かん督とくするという条件つきですが」

「……一日ください、裴侍中」

　黎耀様はか細い声で言った。

「母上様を丁てい重ちように扱あつかってあげてください……母上様は日の光を浴びないとすぐに気き鬱うつになるし、甘いものを食べないと癇かん癪しやくを起こすし、おしゃべりをしないと窒ちつ息そくしてしまうんです」

「いいですよ黎耀殿下。内院を散歩できるように手配しますし、甘い菓か子しも、おしゃべりの相手も用意するようにしますよ」

　黎耀様は未いまだ涙の止まらない目でお義兄ちゃんを睨にらみつけると、走り去っていった。

　わたしは暫く呆然としていた。

「今度こそ上手うまくいくといいんだけれどね」

「上手くって、何？」

「前々から黎耀殿下には陳皇太后が罪を犯おかした証拠を提出するよう、朔耀様から直じき々じきに要よう請せいされていたんだよ。けれど殿でん下かは中々動こうとしなくてね。のらりくらりと躱かわされてきたけれど、これは好機だよ」

「母親を想おもう子どもの気持ちを利用しておいて、好機って何!?」

「翡翠さん？」

「母親の命を盾たてにとって黎耀様を脅おどして、喜んでいるの？　お義兄ちゃん、そうやって強ごう引いんに手に入れた情報に価値はあるの!?」

　黎耀様は震えながら泣いていた。

　素直で優やさしい微笑みの似合う少年が、瞳に恨うらみを燃やしながらお義兄ちゃんを睨んでいた。

　幼い子どもにあんな顔をさせておいて、お義兄ちゃんはどうして平気な顔でいるの？

「かつて陳皇太后の罪を幾いく度どとなく見過ごしてきた結果、朔耀様はあわや神仙廟に閉じ込められて焼き殺されるところだった。知っているよね？」

「わたしも、そこにいたし……でも朔耀様は助かった」

「でも助からなかったかもしれない。陳皇太后の罪を見過ごせば今度こそ助からないかもしれないよ？　翡翠さん」

「──ッ！　今度は朔耀様の命を盾にとってわたしを脅すわけ!?」

「脅すのではなく、単なる事実の指し摘てきだよ。黎耀殿下を傷つけずに迂う遠えんな道を選ぶか、あらゆる手段を用いて朔耀様の命を脅かす危険を排はい除じよするか。勿もち論ろん他にも様々な手があるとは思うけれど、選せん択たく肢しというのは力ある者の前にしかないんだよ」

「お義兄ちゃんの横っ面つら……ぶん殴なぐってやりたい」

「構わないよ？　それで君の気が済むなら」

　わたしの前に差し出されたお義兄ちゃんの余よ裕ゆうの顔を、渾こん身しんの力で張り飛ばした。

「んぎゃあっ!?　痛いっっっっっっったあっ!?」

　お義兄ちゃんは転がった恰かつ好こうで陸に上げられた魚のように身み悶もだえた。

「首もごきって！　僕の首折れてない!?」

「大だい丈じよう夫ぶじゃない？　喋しやべってるし」

「こんなに痛いと思わなかった……！　どうしてこんなに力が強いんだい？　異国の山ですごしていると力がつくのかな……？」

「逆じゃない？　力があったから緑閃華国の山の中で生きていられただけ」

　宮中においてもきっと同じなのだろう。求められる力の種類が違ちがうだけで。

[image: ]

　陳皇太后は決して優すぐれた人物ではない。わたしの言える立場でもないけれど。

　それでも彼女の周囲には人が集まる……彼女を支えるのは内ない侍じ省の道士たちだった。

　道士の取り巻きの目を覚まさせ、陳皇太后を無力な存在にするために朔耀様は黎耀様に、陳皇太后が重大犯罪に関わったという証拠を探さぐらせた。

　母親を裏切ることに難色を示していた黎耀様だけれど、お義兄にいちゃんの仕掛けた強引な罠わなに根負けして、やっと証拠書類や物品等々を提出した。その量はなんと荷車一台分。

「黎耀、ここに書かれている事実は誠まことか？」

「はい、朔耀兄上様……陛下」

「余は勘かん違ちがいをしていたのか。内侍省の道士たちは陳皇太后が神仙廟を焼いたのではないと信じているものだと考えていた。だから陳皇太后を支持し続けるのだと……」

「内侍省の道士たちこそが廟を焼いたんです。当事者は亡なくなっているか、あるいは既すでに内侍省を辞して野に下っているので直接処分を下すのは難しいと思いますが……その証拠です」

　お義兄ちゃんや白恵顕は息を吞のんだ。

　神しん仙せんを尊ぶ二人には信じがたい話なのだろう。道士が神仙廟を、焼くだなんて。

　でもわたしのような部外者から見てみれば、いくらでもありうる事態だと感じた。

　ある種の覚かく悟ごを持つ者は、信じるもののためならばなんでもやる。

「ぼくたち陳家の者は、興奮すると瞳が五ご彩さいに輝かがやくんです」

　朔耀様まで息を吞んだということは、誰もそれを知らなかったのだ。

「これは陳家の秘密でした……だって、皇帝よりも皇帝らしい輝きを持っているだなんて、時の権力者にとって面おも白しろいはずがありませんから。ぼくたち陳家の者は特とく殊しゆな加工をした色いろ瑠璃を目に入れて、輝きを誤ご魔ま化かして生きています。母上様以外は……」

　黎耀様はほろ苦い笑えみを浮うかべた。

「母上様にはそれが問題だとわからなかったから……興奮すると瞳ひとみが輝くだけのことで、ただ綺き麗れいなだけだと思っています。それ以外に何の特別な力もないし、暗い場所でもないと見えないし。それを見た道士たちが何を思うかなんて、想像したこともないはずです」

「陳皇太后の側に侍はべる道士たちは何を考えた？」

「母上様の望みなら何でも叶かなえるべきだと……でも！」

　黎耀様が言葉を荒あららげた。白恵顕が窘たしなめようとしたのをお義兄ちゃんが遮さえぎる。

「母上様が誰だれかを傷つけるよう命令したことなんて、本当に、絶対に、ないはずです……！」

　大おお粒つぶの涙なみだを流しながら訴える黎耀様に、朔耀様は苦い笑みで頷うなずいた。

「余の目はどうやら噓うそ偽いつわりを見み抜ぬく力を持っている……恐おそらくは天宗から受け継つぐ神仙の加護が何らかの影えい響きようを与あたえ賜たもうたのであろうな。この目で見る限り、陳皇太后の冤えん罪ざいだと叫さけぶその姿は、激しく興奮してはいるが、噓は吐ついていないように見えていたぞ」

「……朔耀兄上様だけが信じてくださる」

　黎耀様は嗚お咽えつしながら言った。

　唯ゆい一いつ陳皇太后を信じる人間こそが、一番陳皇太后からの被ひ害がいを受けた者だという。

　趣しゆ味みの悪い皮肉にしか感じられず、その場には気まずい沈ちん黙もくが落ちた。

　朔耀様が咳せき払ばらいして黎耀様に問いただした。

「しかし黎耀、周囲の人間を止められなかった点に罪があるのは理解しているな？」

「はい。権力を持つ者の義務を果たせなかった母上様の罪を許してほしいとは思いません。ですが温情を賜たまわりたく思います。最後の証しよう拠ことして、こちらをお納めください」

「最後の証拠？」

　黎耀様はずっと抱だきしめていた包みを、震ふるえる手で差し出した。けれど白恵顕が受け取ろうと手を伸のばすと躊躇ためらった。手元に戻もどし、黎耀様が再び胸に抱きしめようとしたそれを、白恵顕は半ば奪うばうようにひったくった。

「あ……っ」

　黎耀様が声をあげる。手を伸ばしたけれど、白恵顕は止まらない。

　黎耀様の目から光が消えていくのと同時に、中身を改めた白恵顕の目は見開かれていった。

　朔耀様に捧ささげ渡わたす──内容を確かく認にんした朔耀様は長い息を吐いた。

「謀む反ほんの証拠だな……黎耀？」

　わたしはその場に留とどまっていることができずに朔耀様の側に近づき手元を覗のぞいた。

　白恵顕が溜ため息を吐いている。でもそれどころじゃない──これは決起の連判状だった。

　現在の内侍省の道士など、わたしがよく知る人物の名前もあって肌はだが粟あわ立だつ。

「これは手て柄がらだ。黎耀、望みはあるか」

「母上様に温情を賜りたく思います。それは母上様とぼくを利用して、内侍省の道士たちが自分たちにとって都合のよい世を作ろうとした身勝手な計画です。彼らは母上様とぼくのためだったと言うでしょう。けれど、それを望んだことなどかつて一度たりともありません」

　黎耀様が青ざめ強こわばった表情で言った。

「内侍省の道士たちには厳げん罰ばつをお与あたえください。陛下。ですが母上様には……！」

「確かにこれがあれば道士たちを罰せるだろう。しかし陳皇太后が今の地位にいる限り、これから幾度となく同じことが繰くり返されような」

「廃后でどうかお許しください。道士という翼つばささえなければ、母上様はどこへも飛べません」

「翼の方から陳皇太后のもとへ近づいて行くであろう？」

　朔耀様の言葉は執しつ拗ようで、声は涙で潤うるんでいた。身体からだ中に痺しびれのような悲しみが走った。

　母親の助命を願う黎耀様に、朔耀様だって惨むごいことは言いたくないのだ。

　けれどあの人は、何も理解せずに最悪の事態を引き起こしてしまいかねないからこそ危険なのだった。自分では何も気づけず、注意もできない。愚おろかだからこそ、憐あわれで、最悪だった。

「すまない、黎耀。よくやったな。これで余は内ない憂ゆうを取り除くことが叶うだろう。そなたには辛つらい思いをさせてしまうが、これ以上はそなたまでも巻き込まれてしまう」
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　青ざめた黎耀様に、朔耀様が柔やわらかな口調で言い聞かせる。

　けれど、黎耀様には受け入れ難がたい言葉だったろう。

「彼らが皇こう帝ていにしようとしたのはぼくです！　ならばぼくのことだって、死罪に──っ！」

「それはせぬよ、黎耀」

「ぼくがいたらまた！　誰かが愚かな望みを抱いだくかもしれません！」

「そなたならば、それを退けることができるだろう。黎耀は賢かしこいからな」

「でも、でも……！　ぼくが生まれなければ母上様は望みすら抱かなかったはずです……！」

「生まれること自体が罪になることはない」

　朔耀様は悲しげな眼まな差ざしで項うな垂だれる黎耀様を見つめた。

「そなたの母が自ら産んだ子に帝てい位いを望んだことすらもまた、余は罪とは思わぬ。それは母親として自然な感情であろう。我が子の栄達を望むのはな」

「罰せられるべき、罪です！」

「だがそれは、皇帝である余にとって都合の悪い事態であるからに過ぎない」

　白恵顕が咳払いをするけれど、朔耀様は言葉を続けた。

「地上の、ただ華燁国という国でのみ許されぬ罪にすぎぬことを忘れるな。神仙に責せめ苛さいなまれるような悪逆の罪ではないと心得よ。死んではならぬぞ、黎耀」

　朔耀様の切ない眼差しに見み据すえられ、黎耀様は堰せきを切ったように号ごう泣きゆうした。
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　初はつ嵐あらしに窓がガタガタと揺ゆれる音で目が覚めた。

　目に色瑠る璃りを入れるのも最近は慣れた。

　身み繕づくろいを終えると愛賢けん妃ひがやってくるのがこの頃ごろの習慣となっていた。

　彼女は拱きよう手しゆし朝の報告を淡たん々たんと話し出す。その表情はいつになく強ばって見えた。

「伯お父じ様は──愛陶崖は全すべての罪を認めたそうですわ」

「全て？」

「陳皇太后に願われてあたしを殺そうとしたこともですわね」

　だから愛賢妃は今にも泣きそうな目をしているのだった。

「陳皇太后は許せなかったそうですわ。自分の息むす子こである楽耀様に仕えていたくせに、旗色悪しとなると投降して、朔耀様の軍門に下った伯父様が。楽耀様がお亡くなりになるまでは誠心誠意仕えていたそうですけれど、言い訳にしかなりませんわね。だから伯父様にも身内を失う痛みを味わえばいいとのお言葉があったそう」

「……十年も経たって、今いま更さら？」

「陳皇太后の考えていることなど、あたしたちにはわかりませんわよ」

　愛賢妃は吐き捨てるように言う。その手は震えていた。

　恐きよう怖ふか、怒いかりか。その表情を見るに怒りの色が濃こいようだった。

「陳皇太后は何か言っていないの？」

「未いまだに冤罪だと、濡ぬれ衣ぎぬだとおっしゃっているそうです」

「そう……冤罪か。彼女にとってはそうなのかもね。愛兵部はどうなるの？」

「連判状に名はなく事件としては未み遂すいなので、死罪は免まぬかれるそうですけれど……そろそろ主と黄よ泉み路じを共にしてもよい頃ころですわ！　生きながらえるなんて愛家の恥はじですわよ！」

「せっかく伯父が助かるんだから、そんなことを言わないで。殺されかけた愛賢妃が、もう伯父のことを嫌きらいになっているのなら仕方ないけれどね」

「嫌いになどなってはいませんわ！　ただ、悔くやしくて、憤いきどおろしくて……一体伯父様はどうして陳皇太后などのために、あたしを殺そうとして、楊淑しゆく妃ひにまで手をかけようとしたのかと思うと！　どうして次に仕えるお相手に、陳皇太后を選んでしまったのかと……！」

「後宮で、楊淑妃を襲おそおうとした件も認めたの？」

「ええ、証拠がありますもの。抵てい抗こうは無む駄だだと悟さとったのでしょう。すべて認めておりますわ」

「どんな証拠なの？」

「伯父様が陳皇太后へ宛あてた手紙ですわ。あたしを襲ったものの失敗をした顚てん末まつが言い訳と共に事細かに書かれていて、あの場にいた者にしか知り得ない情報が含ふくまれていたそうですわ。陳皇太后に命じられたものの失敗し、弁明に奔ほん走そうしたようですわね……」

「楊淑妃の件について認めたのはどうして？」

「あの夜、伯父様は陳皇太后から特別な許可を得て珠しゆ栄えい宮きゆうに泊とまっていたそうですわ。けれど黎耀様が夜半に目を覚まして伯父様を訪ねたところ、伯父様はいなかったと証言を……伯父様はずっと珠栄宮にいたと証言しておりましたけれど、それを覆くつがえされて諦あきらめて認めたようですわね」

「それは、おかしい」

「裴貴き妃ひ？」

「あなたを殺そうとした人物と、楊淑妃を狙ねらったのは別の人間だから、愛兵部がその件を認めているのはおかしいよ」

　後宮で見た賊ぞくは、愛兵部が躊躇いながらも愛賢妃を殺害しようとした時に身につけていた衣装を同じように身に纏まとっていた。でも、あれは愛兵部ではないと思う。

「どうしてそのようにお思いに？　後宮にて妃を狙ったことで、伯父様の罪は三千里の僻へき地ちへの流る罪けいから、苦く役えきを伴ともなう非常に重い罪に変えられたのですわ。もし、楊淑妃を狙ったのが伯父様でなければ、苦役は免れるかもしれませんわ……別に、伯父様の減罪を願うわけではありませんけれど、もし本当でしたら重大な証言となりますわ」

「わたしたちが宴うたげの外れの林で襲われた時、あの賊は右手で剣けんを手にしていた」

「おっしゃるとおり、伯父様は右みぎ利ききですわ」

「後宮で楊淑妃を追っていると、廻かい廊ろうの左手にある内院から楊淑妃に真っすぐに近づいていく賊を見つけた。剣を手にしていて、わたしが拾った石ころを投げつけると、空いていた右手で受け止めた」

「まさか、剣は左手に──？」

「そう。でも証しよう拠こがあると言ったね？　愛賢妃。じゃあ、この証拠がおかしい。冤えん罪ざいが含まれているのに全てを認める証言をしているあなたの伯父も含めて、何かがおかしいよ」

「一体、何が起きているのかしら。あたし、頭が混乱してきたわ！」

「……黎耀様に会いに行こう」

「そうですわね！　黎耀様でしたら何かご存じかもしれないですわ！　手配いたします！」

「お義兄にいちゃんも呼んでくれる？」

「まあ、裴貴妃も単独行動を避さけることを覚えましたのね。良い兆候ですわ！」

「愛賢妃までからかわないで、さっさと用意して」

「少々お待ちくださいませ」

　侍じ女じよたちがわたしを外出用の襦じゆ裙くんに着き替がえさせる。

　白恵顕の息のかかった亜青がわたしに茶を運んできた。彼女には最近わたしの食事の世話をお願いしている。白恵顕のしもべでも、わたしの命を奪うばうことまではしないだろう。

　わたしの血には神しん仙せんの加護がある。それにしては彼のわたしの扱あつかいは酷ひどくぞんざいだけれども──今となっては大切にしてほしいわけじゃない。

　彼ら道士にとってのわたしという存在が何なのか、正確に把は握あくしておきたいだけだ。

「裴貴妃！　裴侍じ中ちゆうを呼んで参りましたわ！」

「黎耀殿でん下かのところへ行くとだけ聞いて来たんだけれど、何しに行くつもりだい？　殿下を慰なぐさめようと思っているのなら逆効果だと思うよ？　今はそっとしておいてあげた方がいい」

「黎耀様に確かめたいことがあるの」

「確かめたい？」

「愛賢妃の伯父の罪が少しでも軽くなるように──冤罪かもしれない可能性があるから」

「……冤罪？」

「まだはっきりとしてはいないけれど、黎耀様が持ってきてくれた証拠品の中に不正なものがあるみたい。それを確かめに行こう」

「お供いたしますわ、裴貴妃！」

　愛賢妃の意気が高い。やはり伯父の罪が軽くなる可能性があるとなれば嬉うれしいらしい。

　愛賢妃に頷うなずいてから、お義兄ちゃんを見やった。

「供をしてくれるよね？　お義兄ちゃんも」

「勿もち論ろんだよ。僕は翡翠さんのお義兄ちゃんだからね」

　愛賢妃の手前わたしに仕える道士だからとは言わなかったお義兄ちゃんと共に、わたしたちは翠すい星せい宮きゆうを出た。

　黎耀様がほとぼりの冷めるまで蟄ちつ居きよを命じられている宮城内の道観、雲うん上じよう観かんへと向かった。
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　後宮には内侍省がある。

　内侍省にある道士の幹部格たちは身近な神仙の奇き跡せきに魅み了りようされ、皇こう帝ていを裏切る決意をした。

　だから黎耀様は後宮から離はなされ、宮城内の道観へと押し込められている。

　また道士だ。後宮の道士たちが裏切ったとはいえ、この国における道士への信しん頼らい感は恐おそろしいほど高いのだ。元々、国民全員が神仙への信しん仰こう心を深く胸に刻んでいるのだと思う。

　だから、いくら異国の王に魅了されて道士が裏切りまがいの行こう為いを働いたとしても、その権けん威いは失しつ墜ついしない。神仙の加護がそこにあるのなら、それは仕方のないことなのだ。みんな薄うす々うすそう思っている。

「黎耀様」

　わたしが声をかけると、奏かなでられていた音楽はぱたりと止やんだ。

　小さく身を屈かがめ、祈いのるように経きようを暗唱していた黎耀様はゆっくりと顔をこちらへ向けた。

「裴貴妃……もしかして、慰めに来てくださったんですか？」

　その顔色は蒼そう白はくだった。たった数日で唇くちびるはひび割れ、髪かみの毛にも艶つやはない。

「黎耀様、お姿が……」

「ぼくの侍女たちもみな、連れて行かれました。元は母上様の侍女たちですから……」

　謀む反ほんに関かかわっていたということだろう。

　落ちくぼんだ生気のない目をして黎耀様はわたしを見上げ乾かわいた笑えみを浮うかべた。

「ぼくを慰めに来てくださったんですか？　兄上様も、裴貴妃もお優やさしいですね」

「朔耀様もこちらへ来たんだね」

「ええ、朔耀兄上様は、皇帝なのに、本当にお優しくて……でも、慰めは不要です」

　黎耀様はきっぱりと拒きよ絶ぜつする口調で言った。痛ましかった。慰めてあげたいと感じた。

　それらの感情を抑おさえつけ、わたしは淡たん々たんと言った。

「申し訳ありませんが、慰めに来たわけではないんです」

「……ぼくの早とちりでしたね。でしたら尚なお更さら、ぼくを放っておいていただけませんか」

「黎耀様、証拠品を捏ねつ造ぞうしましたか？」

　囁ささやくと、頑かたくなで痛ましい表情を浮かべていた黎耀様が目を丸くした。

　愛賢けん妃ひが慌あわてて人ひと払ばらいに動いた。

　戻もどってきた愛賢妃がわたしの後ろから小声で囁いた。

「あのですね、裴貴妃？　黎耀様も傷ついていらっしゃるはずですわ。お手て柔やわらかに……」

「黎耀様、証言を捏造しましたよね？」

「裴貴妃！　どうしてそうお思いになるのかをまずご説明されてはいかがかしら!?」

　愛賢妃が悲鳴のように言う。わたしが黎耀様を無む闇やみに傷つけているように見えたらしい。

「自分の姪めいである彼女を殺そうとしたのは、愛兵部です。愛賢妃はひと目でわかったそうです。鬼き面めんをしていても、見覚えのない官服を着ていても、親しい身内ですからね」

「……それが、どうしたというんですか」

「でも楊淑妃に害をなそうとしたのは愛兵部じゃないんですよ。あの賊は左足に怪け我がを負っているとは思えないほど足取りが軽かったし、何より左利きだった」

「え？　そんな証言、ぼくは聞いてない」

「わたし、初めは気づかなかったんですよ。初めに見た賊と次の賊、利き手が違ちがうって。気づいてからは言わなかったですからね。今日まで、誰だれにも」

「どうして？　裴貴妃！　後宮の秩ちつ序じよを乱した犯人について、手がかりがわかったら言うべきでしょう？　どうして言わなかったの？」

「黎耀様こそ、どうして動どう揺ようしているんですか？　証言と証拠に矛む盾じゆんが生じてしまうからですか？　愛兵部があの夜、珠栄宮にはいなかったという証言と」

「……」

「後宮に出た賊は、愛兵部が用意したのだろう衣装を身につけてはいたけれど、愛兵部ではありえなかった。だから愛兵部は姪殺害未み遂すいは認めても、楊淑しゆく妃ひ殺害未遂は認めていなかった……それなのに、黎耀様の証言を聞いて態度を変えた。どうしてですか？」

「それは……」

「愛兵部は黎耀様からの命令だと思ったのかもしれないですね。後宮に出た賊の件についても、罪を認めろという命令だと」

「……たまたま、後宮では左手で剣を手にしていたんじゃないんですか？　裴貴妃も楊淑妃も、打ち合ったわけではないですよね？　だったら左手で剣を手にしていたというだけで、左ひだり利ききという証拠にはならないですよ。愛賢妃も、伯お父じを守りたいからって、突とつ拍ぴよう子しもない理由でぼくを責めるのは、お門かど違ちがいではありませんか!?」

「は、裴貴き妃ひ……っ、伯父様がやったことのために、これ以上黎耀様を責めるのは……」

　愛賢妃が軽く窘めるようにわたしの袖そでを引いた。

　罪悪感に顔を歪ゆがませている愛賢妃が気の毒だった。

　彼女の愁しゆう眉びを開ひらかせるためにもう、言ってしまおう。

「後宮に現れた賊ぞくが愛兵部なわけがないんです」

「ぼくは命令なんてしていない！　愛兵部がやったと認めたのなら、本当にやったんです！」

「あれはお義兄ちゃんでした。愛兵部ではない」

「──は？」

　黎耀様が硬こう直ちよくした。愛賢妃もまた固まっている気配がある。

「愛賢妃のようにひと目ではわからなかった。でもずっと違い和わ感かんは覚えていた。鬼面をしていても、見覚えのない官服を着ていても、どこかで見た覚えがあると……」

　わたしの後ろにいるお義兄にいちゃんの気配は少しも動かない。

　動揺していないのか、動揺のあまり固まってしまっているのだろうか？

「黎耀様と剣けんの稽けい古こをしているお義兄ちゃんを見て、気づいた。本来は左利きだというお義兄ちゃんを見て……でも、言えないよね。愛賢妃の気持ちはよくわかるよ。だって裴琅玄はわたしのお義兄ちゃんで、多分楊淑妃を害そうとしたのはわたしのためだったから」

「楊淑妃を殺そうとしたのが、裴侍中……？」

「そうだよ、黎耀様。だから愛兵部がそれを認めるのはおかしい。犯人を庇かばう理由はない。お義兄ちゃんだしね。愛兵部が一体誰のために証言を翻ひるがえしたのか……それは、愛兵部が今本当に仕えている人のためなんじゃない？」

「それが、ぼくだと言うんですか？　何を証しよう拠こに」

「朝、愛賢妃は疑問を抱いだいていたよね？　楽耀様の次に選んだ仕える相手が、一体どうして陳皇太后だったんだろうって」

「え、ええ……おっしゃるとおりですわ」

「愛家の人間が仕えようと思う時、何を基準に選ぶのかな？　目が五ご彩さいの炎ほのおに輝かがやけば人ひと柄がらなんて関係ない？」

「盲もう目もくな道士ではありませんもの。ただそれだけで選ぶことはありませんわ」

「じゃあ、陳皇太后陛下を見た時、愛家の人間が仕えようと思う理由はどこにある？」

「一つもありませんわ。将来性も積み上げてきたものもない。ただ身分が高いだけの終わった人間に仕える理由はないのです。もしもあたしたち愛家の人間が選ぶとすれば、それは」

「不ふ遇ぐうの皇おう子じ、とかかな」

「ええ……そう、ですわね……」

　愛賢妃は息を吞のんで黎耀様を見つめた。黎耀様の瞳ひとみは涙なみだで光っていた。

　涙以外の、剣けん吞のんな光も含ふくんでいるように見えるのは気のせいではないだろう。

「ぼくなんかに仕えても、何の意味もない」

「そうは思えない。朔耀様みたいな例もある。皇太子が殺されて、次の皇子も退けられて、不遇の第三皇子が帝てい位いに望まれることも起こりえるのは黎耀様も知ってるでしょう？」

　黎耀様は俯うつむいた。

「そろそろ認めてはどうですか、黎耀様？」

　黎耀様は無言を貫つらぬく。愛賢妃が思わずといった様子で声を漏もらした。

「どうして……」

　震ふるえる声だった。愛賢妃は恥はじるように口を噤つぐんだ。

　問い詰つめたくてたまらないだろう。

　愛兵部が仕えていたのが黎耀様であるのなら、姪を殺すよう愛兵部に命じたのも黎耀様だ。

「大方、謀反を企たくらんだのは黎耀様なのかな。でも愛兵部の失敗を皮切りに全すべてが露ろ見けんしてしまいそうになったから、母親に罪をなすりつけた……親不孝にもほどがある」

「違う！」

「何も違わないよ。黎耀様、わたしにはそれだけがわからない……どうしてそんな恐ろしいことができるの？　確かに陳皇太后にはわたしも酷ひどいことをされた。だからすごく嫌きらいだよ。でも、黎耀様にとっては実の母親なのに──」

「ぼくは親孝行をしたかっただけだ！」

　黎耀様が声を張りあげる。言っていることは意味がわからない。

「これはぼくの親孝行……ぼくの復ふく讐しゆうだ。憐あわれな母上様を操あやつって好き勝手してきた内ない侍じ省の道士たちを、一いち網もう打だ尽じんにするための……！」

　黎耀様が証拠の捏造を認め、愛賢妃は息を吞んだ。

「母上様は自ら強い野心を抱いて望んだことなんて一度もない……きっとぼくが生まれる前からそうだった。でも、周りの身勝手で欲よく深ぶかな人間たちは子どものように無む邪じや気きな母上様をそっとしておいてはくれなかった」

　黎耀様の目が光る。彼は既すでに泣いていた。

「母上様には負うべき罪がたくさんある。でも、母上様にとっては全て冤えん罪ざいなんだ！　母上様は朔耀兄上様の母、楊昭儀を殺せと命じたこともないし、その係けい累るいを潰つぶせとも命令していない。朔耀兄上様を焼き殺せなんて言ってもない！　でも母上様のために内侍監たちはそれをした」

　黎耀様は静かに涙を零こぼしている。

　薄うつすらとした笑えみを顔に貼はり付け、目には満々と怒いかりが湛たたえられていた。

「母上様は一つ事がなる度たびに無邪気に喜んだに違いない。どのようにしてそれが成されたかも知らないで。彼らは馬ば鹿かじゃないのに、母上様がただの愚おろかな少女のような人だとは信じなかった。頑なに、母上様の唇くちびるから漏れ出る望みは神しん仙せんの意思だと信じたがった！」

　黎耀様は怒いかれる目でわたしの背後を睨にらみつけた。お義兄ちゃんを睨んでいるのだ。

　黎耀様の怒りの矛ほこ先さきはお義兄ちゃんであり、全ての道士だった。

「そのせいで母上様は追い詰められてしまった。母上様にとっては全て冤罪なのに！　誰も母上様の言葉を聞いてくれない！　……母上様と同じ思いを味わわせてやりたかった。内侍省の道士たちに身に覚えのない罪を負う恐おそろしさを思い知らせたかった！」

「身に覚えのない罪……って」

「全てぼくのでっち上げなんです。母上様はおろか、道士たちにとっても寝ね耳みみに水ですよ」

　わたしを見やる黎耀様の目は静かだった。

「連判状もぼくが作ったんです。計画書もぼくが作った。内侍監たちの筆ひつ跡せきはよく知っていた。たくさん練習したんですよ。拇ぼ印いんは無邪気な遊びのふりをして集めてやった。その上に練習した字を書いて、母上様も道士たちも何の身に覚えもない謀む反ほんの証拠ができあがった」

「そのせいで陳皇太后までも死罪を賜たまわってしまったんだよ？　後こう悔かいしていないの？」

「どんな証拠が出てくるにせよ、朔耀兄上様は初めから母上様を処断するつもりだったんだと思います。だから、どうあがいても無む駄だでした」

　黎耀様は力なく首を振ふった。

「だって、証拠には母上様の関かん与よを一いつ切さい匂におわせませんでした。どちらかというとぼくの方が関わって見えるように作ったんです。それなのに母上様を死罪にするというんですから……」

「愛兵部に、姪めいの愛賢けん妃ひを狙ねらわせたのはどうして？」

「ああそれは、気に食わないからです。先生はぼくに仕えたいと言ってきたけれど、とても信用できなかったから、試ためしたんです。ぼくの二人の兄に仕えておきながら見殺しにしておいて、虫が良すぎると思った……」

「愛賢妃を殺せば許すと？」

「ぼくの命令があれば自らの姪さえ手にかける覚かく悟ごがあるのなら、ぼくに仕えるという言葉も信じてやると。でも、殺せなかったから……信じるには足りないと思いました。まさか裴貴妃が本当にお強いだなんてとても想像できなかったし。だって、釵かんざしって。ははっ」

　黎耀様は吹ふき出すように笑った。

　愛兵部から聞かされた失敗の言い訳を思い出しているのだろう。

　それをそのまま、黎耀様は陳皇太后宛あての手紙として認めて証拠としたのだ。

「だから衣装をなくしたと言っても信じられなかったし、後宮で起きた楊淑しゆく妃ひの件は知らないと言われても、噓うそか、あるいは誰だれか他ほかの人間を庇っているのかと思っていたから……だから罪が重くなるよう圧力をかけたのに、それが仇あだになるなんて」

　黎耀様は寂さみしげに笑うと愛賢妃を見やった。

「ごめんなさい、愛賢妃。あなたは何も悪くないんです」

「……いいえ、そのように憎にくまれるのは愛家の者として覚悟の上ですわ」

　愛賢妃は青ざめながらも黎耀様に対する怒りを抱いていないようだった。

「忠誠を誓ちかうと口では言えども、忠誠を尽つくす相手は血統であり人間ではありませんわ。そして目的は愛家の存続。その存続自体が神仙の加護を受け継つぐ系けい譜ふを守るためとはいえ……昨今の愛家には甘さがありましたわ」

　愛賢妃は怒りに白い頰ほおを赤らめた。

「伯お父じ様など、楽耀様が謀反の罪で討うち取られた際に自ら身を処すべきだったのです。それか、お父様が強く死罪を望むべきでしたわ。それが、長らく朔耀陛下に仕えたお父様の兄だからと、一人だけ許されて、ぬくぬくと……憎ぞう悪おされるのも無理はないですわね」

「はい、ぼくは許せませんでした。だから試しました」

「黎耀様にはその権利がおありですわね。それなのにわが伯父の名を連判状に加えなかったこと、心より感謝いたしますわ」

「まだ彼の名を、愛陶崖の文字を、上手うまく似せられなかったから」

　連判状に名を載のせなかったのはそれだけの理由だと黎耀様は冷めた目で言った。

「伯父もいずれは牢ろうから出て参ります。その暁あかつきにはお側そばに仕えさせてやってくださいませ」

「……考えておきます」

「何を言っているんですか？　黎耀殿でん下か。これまで通りの生活を送れると、愛兵部が牢から出てくるまで安あん穏のんとしていられるとお考えで？」

　これまでずっと沈ちん黙もくを続けてきたお義兄にいちゃんが、やっと口を開いた。

　その口調は底冷えするように冷たい。

「あなたは罪をでっちあげたと言った。冤罪をかけた者は、それが判明した時にどうなるかはご存じでしょう？」

「……罪が全て跳はね返ってくる」

「そう、黎耀殿下、あなたは謀反の罪を犯おかしたも同然なんです」

「お義兄ちゃん、やめて」

「やめないよ、翡翠さん。朔耀様はこの殿下には弱いんだよ。だからこれはすごくいい機会なんだ。朔耀様はやっと非情な決断を下す決意をされるだろう。陳皇太后に黎耀殿下、陳家のお二人を排はい除じよして初めて後こう顧この憂うれいは晴らされる」

「……だから、衣装は消えたんですね。裴侍中、あなたが愛兵部から盗ぬすんで」

「そうですよ、黎耀殿下。前々から、あなたと愛兵部との繫つながりには気づいていたんです。あの衣装は宴うたげの林の中に隠かくされていましたよ。愛兵部は何食わぬ顔でそれを見つけようとしていたんじゃないかな？　それがなくなっていると気づいた時には泡あわを食っていました」

「お義兄ちゃんが愛兵部のことを知っていながら黙だまっていたのは？」

「黎耀殿下を排除するに足る理由を愛兵部が増やしてくれるのを待っていたんです。待ったかいがあったなあ。あ、翡翠さん大だい丈じよう夫ぶですか？　疲つかれてます？　溜ため息が出ていますよ」

　深い深い溜め息も出る。

　黎耀様は青ざめながらも、強い眼まな差ざしでお義兄ちゃんを見返していた。

「ぼくは先月の終わりに朔耀兄上様に甘かん露ろ殿でんに呼び出され、母上様の犯した罪の証しよう拠こを早く持ってくるように命じられました。ぼくはあれを、見つからないのであれば適当な罪を捏ねつ造ぞうしろという命令と判断したと申し開きを致いたします。朔耀兄上様はお許しくださるでしょう」

「ああ……よく考えるね、黎耀殿下。けれど僕はここで君の本心を聞いている。君が罪を誣ぶ告こくしたのはあくまで陳皇太后のためでしかないと」

「あなただとて朔耀兄上様に申し開かなくてはならないことがあるではありませんか！　朔耀兄上様の妃きさきである楊淑妃を害そうとしたのはあなたですよ！」

「その件に関しては黎耀殿下のおかげで愛兵部が勝手に証言をしてくださっているようなので、僕に累るいが及およぶことはないみたいですね。あはは！　ありがたい話です！」

「裴侍中……ッ！」

　黎耀様は呻うめくように声をあげた。苦しみに満ちた声だった。

「君の身勝手な願望については僕が朔耀様に伝えておきますね。朔耀様は君をまるで無力で罪のない存在だと考えているようだけれど、今回の件でそうではないと気づくはずです」

　にこにこしながら残ざん酷こくに言う。黎耀様への慈じ悲ひのかけらもない。

　冷れい酷こくな碧みどりの瞳ひとみに、浮うかされたような熱。その熱の正体に、流石さすがにわたしも気づいている。

「お義兄ちゃん、もう黎耀様は十分に苦しんでいるのに、どうしてそこまでするの？」

「翡翠さんも黎耀殿下の言葉を聞いていたよね？　だったら気づいたはず。五ご彩さいに輝かがやく瞳を持つのは陳皇太后陛下だけじゃない。黎耀殿下もだ。きっと瞳に色瑠る璃りを入れて誤ご魔ま化かしているんだろうけれど、感情の強弱によって今も揺ゆらめく輝きを放っているに違ちがいない」

「それが？　どうかしたの？」

「……神しん仙せんに選ばれた皇こう帝ていに相応ふさわしい目を持つのは、皇帝だけでいいはずだ」

「なるほど」

　またお義兄ちゃんはわたしのために動こうとしているというわけだ。

「黎耀様、お義兄ちゃんの言ってることは気にしないでいいよ。同じ場にいたわたしが黎耀様を弁護する。何も気にしないで、今は休んでいてね」

「翡翠さん、何を言うんだ！」

　お義兄ちゃんが抗こう議ぎの声をあげるけれど、それを無視した。

「愛賢妃、わたしはこれから楊淑妃のところへ行くので、あなたは宮きゆう殿でんにいてくれる？」

「翡翠さん？　何をしに行くつもりなんだい？」

　お義兄ちゃんはきょとんと目を丸くした。それを冷めた目で見やる。

「楊淑妃に謝罪をしに」

「はあ？　何のために」

「わたしのお義兄ちゃんがわたしのために楊淑妃を殺そうとしたから、それを許してもらいに謝りに行く」

「は──？　何を、言っているの？　翡翠さん？　なんで？」

「なんで？　お義兄ちゃんがわたしのために楊淑妃を殺そうとしたから」

「そんなことは聞いてないよ!?　どうして？　黙っていればそんなことは露ろ見けんしない！」

「だろうね。だからわたしが直じき々じきに謝りにいく。許してもらえるまで何度でも頭を下げる」

「君がそんな真ま似ねをする必要はない！」

「それを判断するのはお義兄ちゃんじゃないッ！」

　叫さけぶお義兄ちゃんに怒ど鳴なり返す。お義兄ちゃんは瞠どう目もくし、わなわなと震ふるえていた。

「だ、駄だ目めだ……君のすることじゃない。僕が勝手にやったことだ！　僕に罪を認めろというのなら、わかった、認める！　罰ばつだって受ける。謝罪もする！　だから君が頭を下げる必要なんてどこにもない！」

「ううん、必要はある」

「ない、そんなものはない！」

「あるよ。何な故ぜならお義兄ちゃんがそうしたのは、わたしのためだから」

　お義兄ちゃんはわたしを信じられないものを見る目で見つめた。

「わたしほどの地位にある人間が、言うべきではないことを口にするだけで罪だよね」

「それは、僕が言った……っ！」

「わたしの周りの人間が勝手にやったとしても……わたしがやれと言ったわけじゃなくとも」

「嫌いやだ……嫌だ！」

「望んだだけで罪だと黎耀様とわたしに教えたのは、お義兄ちゃんでしょう！」

　お義兄ちゃんはわたしの足元に跪ひざまずいた。

　自らが頭を下げるのは少しも苦ではないらしい。

　相手が神仙に加護された血を持つ、わたしだからだろう。

「わたしが誰だれかに頭を下げるのがそんなに嫌？　地べたに這はいつくばって許しを乞こうところなんて見たくない？」

「見たくない！　絶対に嫌だ!!　お願いだからやめてくれ!!」

　お義兄ちゃんが顔を引き歪ゆがめて絶ぜつ叫きようした。

　髪かみは振ふり乱みだし、身をかきむしるせいで道服は乱れていた。

　愛賢けん妃ひも黎耀様も固かた唾ずを吞のんで豹ひよう変へんしたお義兄ちゃんを見つめている。

「……だからこそ、やる」

「嫌だ、嫌だ！　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！」

「それほど嫌ならば勝手な真似などするべきではなかった！」

「あ、ああ……っ」

　お義兄ちゃんは呻いた。その両の瞳からは涙なみだが流れ出す。

「わたしのために動いてくれたことには感謝しているよ、お義兄ちゃん。わたしの味方でいてくれてありがとう。嬉うれしいよ。……だからこそあなたのしたことにはわたしが責任をとる」

「そん、な」

「わたしは楊淑しゆく妃ひの足元に跪いて縋すがりつき、何度も地面に額を擦こすりつけながら懇こん願がんし、許されるためならなんでもする。わたしとお義兄ちゃん、二人分の罪を雪すすぐために」

「う、ぁ……っ」

「わたしの醜しゆう態たいを見ながら自分のしたことを反省して。同じ過あやまちを繰くり返さないように」

「約束する……約束、します。だから……！」

　お義兄ちゃんは泣きながら、まだわたしを止めようとする。

　心の底からの反省にはまだ遠いらしい。

　歩き出すと、お義兄にいちゃんがわたしの腕うでを摑つかんで止めようとした。

「触さわらないで」

　静かに命じると、手を離はなした。端たん的てきな命令にはきちんと従ってくれるのだ。

「翡翠さん、考え直して？　僕が悪かった、本当に。反省する。二度としなければいいだけの話だよね？　ねえ、お願いだから……頼たのむよ、翡翠さん、お願いします、お許しください。お願いだから！　どうかたった一度だけ慈悲をください!!」

　お義兄ちゃんはわたしの後をついて歩きながら叫んでいる。

　道観を出て、通りすがりの人々が何事だという目でわたしを見てくる。目立って仕方ない。

「お義兄ちゃん、声が大きい」

「だ、だって……わかって欲しくて！」

「お義兄ちゃんの論が正しいなら、声が大きくなくともわたしの心にちゃんと届く」

　お義兄ちゃんは大おお粒つぶの涙を零こぼしながら声にならない声で呻いた。

　自分の吐はき散らした正論に苦しめられているのだから、世話はない。

「裴侍じ中ちゆうは随ずい分ぶんと裴貴妃のことを可愛かわいがっていらっしゃるのね？」

　後をついてきた愛賢妃が恐おそる恐るといった様子で言う。

「可愛い可愛い義妹いもうとだからね」

　と、自分で言うことではないけれど。

　わたしの血に宿る加護のことは一応内ない緒しよなのだから、それらしく振る舞まってほしい。

　愛賢妃の前なのに……とはいえ、お義兄ちゃんにはもはや何の余よ裕ゆうもないのだろう。

　後宮に入り愛賢妃と別れた。黒こく晶しよう宮きゆうの前に着くと、お義兄ちゃんは叫んだ。

「帰ろう！　いきなり訪ねても、迷めい惑わくになるだけだよ。まずは手紙でやりとりを」

　お義兄ちゃんが主張している間に、わたしたちに気づいた黒晶宮の女官が近づいてきた。

「裴貴妃がいらしたら、いかなる時でもお通しせよと、楊淑妃のご命令です」

　廻かい廊ろうの端はしに佇たたずんでいた侍じ女じよの案内を受けて、わたしとお義兄ちゃんは招かれた。お義兄ちゃんの顔は蒼白だ。

　案内された部屋に楊淑妃は待っていた。物が少なく、僅わずかな小物は南方教の影えい響きようを受けて見えた。その背後には法師の真義が控ひかえていた。

　曾そう祖そ父ふの命令を受ける侍女たちによって接近を禁止されていたはずなのに、どうして。

「こうして裴貴き妃ひから訪ねていただいたことをとても嬉しく思いますわ」

「突とつ然ぜんの訪問を失礼しました。急ぎ謝罪を申し入れたいことがありまして……」

「何かしら？　裴侍中のお加減が優すぐれない様子ですが、休きゆう憩けい所をご用意いたしましょうか？」

「義兄のことはお気になさらず。ただ自分の罪を告白するのを恐れているだけです」

「罪というと……」

「先日、後宮で楊淑妃に抜ぬき身の剣けんを持ち近づいた者についてです」

「愛兵部が自白したと聞いていますが？」

「尋じん問もんの辛つらさでわけがわからなくなっているんでしょう。本当の犯人はわたしの義兄でした」

「……彼が泣いているのは自責の念からなのですね」

　絶対に違う。お義兄ちゃんはわたしのためなら何をしたとしても痛つう痒ようを覚えないだろう。

　責任を感じるとしたら、それはわたしに謝らせなくてはならないことのみだ。

「わたしの義兄の不始末について謝罪に参りました。楊淑妃、あの夜のことがあって後宮内でも警備が厳重になり、不自由な思いをさせてしまいました。この度たびは誠まことに申し訳ございませんでした。義兄に代わってお詫わび申し上げます」

　手を板いた敷じきの床ゆかに置き、ゆっくりと頭を下げていく。

　後ろにいるお義兄ちゃんのすすり泣きが激しくなる。

　正直、わたしの頭を下げて済む問題なら、いくら頭を下げても構わないと思っている。

　けれどわたしの中に流れる血を尊ぶ人間からすれば冗じよう談だんではないのだろう。

　わたしも朔耀様が跪いているところは見たくないから、今のお義兄ちゃんの気持ちはなんとなくわかる。わたしが額を床にこすりつけると、後ろから鈍にぶい音がした。

　お義兄ちゃん、まさか卒そつ倒とうしてないよね？

「……大変、大変申し訳ございません。わたしの義兄の暴走のために、恐ろしい思いをさせてしまいました。お詫びのしようもありませんが、わたしの身一つで済むことでしたら、いかなることでも申しつけください」

「それでは、わたくしが皇后位に就つけるようお手伝いください」

「それは別の話です」

「まあ、あはは、いかなることでもとおっしゃったのに」

「わたしの身一つで済むことと言いました。皇后の位というのはただ一人の人間の思うがままになるものですか？」

「……いいえ、なりません」

「罪に応じた罰を受けろというのであれば、その沙さ汰たに従うつもりです」

　後ろから引きつけでも起こしたような声が聞こえた。卒倒はしていないらしい。

「結構です。どうぞ裴貴妃、顔をあげてください」

　許されて顔を上げると、部屋の奥にいる楊淑妃は珍めずらしく微笑ほほえみを浮うかべていた。

「わたくしはあなたを許します、裴貴妃。楽にされてください」

「……よいのですか？」

「そもそも、何もされていません。される前に裴貴妃が助けてくださりました」

「未み遂すいとはいえ事件ですが」

「裴貴妃にはご恩がありますから。真義と会わせていただきました。おかげでわたくしのもう一人の父親とも言える方との別れの時を得ることができました」

「楊淑妃が納なつ得とくしているのならばいいのですが……」

　あまりに拍ひよう子し抜ぬけの反応だった。戸と惑まどっていると、楊淑妃は微笑みを深める。

「たとえ訴うつたえ出たところで陛下が取り上げてくださるとも思えません。裴貴妃、陛下は酷ひどいのですよ？　わたくしには何の落ち度もないにもかかわらず、里下がりを打だ診しんされたのです。後宮から出ていけとそうおっしゃるのですよ」

「そうなんですか？」

「ご存じない？　曾ひいお祖じ父いさまはお怒いかりのあまり、嫌けん厭えんしていた大長公主と手を結ぶ決意をされました。おかげでわたくしが皇后となるための道筋がつきました……裴貴妃の差し金であればお礼を申し上げなくてはならないと思っていたのです」

　後ろからしゃっくりが聞こえた。多分犯人はまたお義兄ちゃんだな。

　だから真義と共にいられるのか、楊淑妃は。

　だからこそ、彼女は満ち足りた顔をして微笑んでいるのだ。

「大長公主は先せん帝ていに愛され、先代から朝ちよう廷ていに侍はべる重臣たちの中には大長公主の知ち遇ぐうを得て立身出世された方も多くいます。大長公主が一声かければ朝ちよう衙がの折に廷臣たちはこぞって陛下にわたくしを皇后に冊さく立りつするようお願い申し入れることでしょう。正当な理由なくこれを断ることはできません」

「……そうですか」

「裴貴妃、わたくしを恨うらんでも構いません。それだけ陛下を愛してくださっているということでしょう？　どうか陛下と愛し合ってください。恐らく世よ継つぎを儲もうけられるのは裴貴妃だけでしょう。皇后としてわたくしが養育させていただきますが、時折会えるように時間を設けさせていただきます」

「もう皇后になったつもりでいるんですね」

「ええ、決まったようなものですから」

　楊淑妃は柔やわらかく微笑んでいる。朔耀様に似た容姿で微笑まれると、可愛らしくて胸が温かくなる。けれどその温かさはどこか遠くて、冷めた感情が胸の大半を占しめていた。

　壁かべに貼はられた南方教のものと思おぼしい経きようの掛かけ軸じく、妙みような形の像、控える法師。

　緑閃華国の片かた田舎いなかで生まれ育ったわたしの心が冷えていく。

「大長公主の影響力を使って、どうするつもりですか？　大長公主が道教を嫌きらっているのを知らないんですか？　……国教を南方教に差し替かえるつもりですか？」

「よくおわかりですね、裴貴妃」

　楊淑しゆく妃ひは澄ました顔をして答える。

　妖よう魔まの齎もたらす恐きよう怖ふを知らない者の顔に、心が底から冷えていった。

「それがどういう意味を持つのかわかっているんですか？　神しん仙せんに守られることで安あん寧ねいを得ている国で、神仙以外を信しん仰こうする？　神仙の加護を失い、華燁国が守護されなくなったらどうするつもりなんですか？」

「問題ありません、裴貴妃」

「まさか、華燁国の皇后となろうとしている方が、この国とこの国以外に出現する、妖魔の数の差を知らないわけではないですよね？　都でぬくぬくと守られている馬ば鹿か者はそれを実感できずに神仙の恩おん恵けいを当たり前のものとして享きよう受じゆしているようだけれど」

「……存じています、裴貴妃。わたくしは僻へき地ちにいたのです。妖魔の姿はひっきりなしに見かけました。異国から流れてきた者たちからも妖魔害の恐ろしさは聞いています」

「ならどうして!?　首都華陽にいれば身をもって感じるでしょう？　妖魔が現れないことを、その平和を！　どうしてそれを壊こわすようなことをするの？」

「問題ないのです。本当なのですよ、裴貴妃。南方教に帰き依えすれば、妖魔は現れても問題はなくなるのです」

「はあ？」

　楊淑妃はふと遠い目をして言った。

「わたくしの家には恐おそろしい禍わざわいが降りかかり、わたくしだけは逃にがされて……追ってきた者の中には道士がいました。彼らが言うには、わたくしの身に禍が降りかかるのは、わたくしの日ひ頃ごろの行いの賜たま物ものだと言うのです」
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　道教的な考え方だ。慶けい事じというのは、日頃の道徳的な行いの報むくいに神仙がもたらすものだと言われている。反対に不道徳な行いの報いには神仙が禍をもたらすという。

「とても悪いことをしたから、その分の悪あしき禍が降りかかるのだと言われました。だから道士を、陳皇太后を恨むのは筋すじ違ちがいだと……」

　確か当時の楊淑妃は八歳だ。八歳の頃ころの自我の不確かさにはわたしも覚えがある。

　不安で辛つらくて苦しい時、そんな言葉を吐はきかけられたら──。

「でも、おかしいのです。わたくし何度考えても、何度も何度も何度も考えてみても、あのような目に遭あうほど悪いことをした覚えがなかったのです。つまり、わたくしは気づいたのです。道士の言うことは間ま違ちがっているのだと」

「それは」

「お義兄にいちゃんは黙だまっていて」

「……ありがとうございます、裴貴妃。続けさせていただきます」

　楊淑妃を追っていた道士──恐らく内ない侍じ省の道士だろう。

　その道士がたまたまおかしなことを口走っただけだとお義兄ちゃんは言いたいのだろう。

　そんなこと、お義兄ちゃんが言わなくともきっと楊淑妃はわかっていると思う。

「わたしを逃がしてくれたのが南方教の法師様でした。大長公主が手配してくださったのです。逃げ延のびるまでの間、何度もお話を伺うかがいました。正しい話を。現世で何も悪いことをしていなくとも、禍が降りかかることはある……それは前世の行いのせいなのだと」

「あー、うん？」

「ほほ、南方教に馴な染じみのない方には珍しく聞こえるかもしれませんね。でも、そう考えると辻つじ褄つまが合いませんか？　裴貴き妃ひとて悪事に手を染めた覚えがないのに、報いが惨むごすぎると思ったことはありませんか？」

「……それは、ある」

　わたしも、八歳の時だった。母様が妖魔に殺された。

　何な故ぜ？　と何度も神仙に問うた。未いまだに答えは出ていない。

「よかった、だったら南方教の正しさを誰だれより理解いただけるはず！」

「翡翠さん！　惑まどわされないで！」

「邪じや魔まをしないでください、裴侍中。わたくしが許したのは裴貴妃だけですよ。どうかおさがりください」

「翡翠さんッ！」

　楊淑妃が手を叩たたくと、お義兄ちゃんが法師たちに引き摺ずり出されていく。

　悲痛な声が聞こえたけれど、今は楊淑妃の話が聞いてみたかった。

　わたしの心の中にくすぶっていた疑問の答えが出るかもしれない。

「人には前世というものがあるのです。生まれ変わるのですよ、裴貴妃。何度も生まれては死んで、生まれ変わる度たびに徳を積み、積んだ業ごうや徳によって来世の人生が変わるのです」

「業と、徳」

「ええそう。現世で何もしていないのに禍が起きたとしたら、それは前世の業のせいなのですよ。前世が悪人だったと知るのは辛いことですが、仕方ありません。悔くい改あらため、殺せつ生しようを控ひかえ、行いを変え……現世では功く徳どくを積んで来世を良いものにするために努力するのです。民たみの生活の上でもよい指針となるはずです」

「……でも、神仙への信仰を忘れて、妖魔が国中に溢あふれるようになっては困る」

「妖魔が溢れても、問題ありません。南方教に帰依した者を妖魔は襲おそわないのです」

「え……？　噓うそ」

「噓ではありません！　本当なのです。わたくしも初めは驚おどろきましたけれど……」

　楊淑妃は後ろに控える真義を見やって、くすりと笑った。

「わたくし、妖魔の背に乗ったことがあるのですよ」

「うっそぉ！」

「ふふっ、本当です！」

　思わず素すが出てしまったけれど、わたしの反応を楽しむように楊淑妃は笑った。

「馬ば腹ふくの背です。見た目通り虎とらのように滑なめらかな毛皮でした」

「あれは人を食くらう！」

「南方教に帰依していない者を食らう、の間違いですね」

　動どう揺ようするわたしを楊淑妃は面おも白しろげに見つめ目を細めた。

　噓を言っている？　いや、彼女は本当にそう信じている。だからこそ国中に南方教を広げようという考えになったのだ。

　まさか本当の話なの？　けれどそんなことがありうるだろうか？

　神仙の力をもってしても不可能なのでは？

　いいや、待って。まさか……そういえば。

「もしかして、辛い修しゆ行ぎようを乗り越こえた人間ではないと、効果はないとかいう話？」

「確かに、ある程度の修行は必要になります。南方教に心から帰依せねばなりません」

「それって今のところ、そこの真義という男とその父親にしか無理なんじゃない？」

「……どうしてそうお思いになるのですか？」

　楊淑妃は目を軽く見開いた。その表情を見て落らく胆たんした。

「なんだ、やっぱりそういうこと」

「裴貴妃？　何を考えているのです？」

「南方教とやらに帰依しているから妖魔を操あやつれるってわけじゃない。それは、神仙に加護を受けた血を、真義──その男が継ついでいるからだよ」

　この世には神仙の加護を受けた国が四つある。それぞれに違ちがう加護が授さずけられている。

「真義、彼は元はどこかの国の王子か何かなのかな？」

「まさか！」

　本人が吠ほえるように声を荒あららげた。

「生まれは華燁国、育ちは南方。修行は世界中を巡めぐって行おこなった。これは俺が修行をして得た力だ！」

「あなたの血けつ縁えんじゃない修行者を一人選んで緑閃華国の山の中にでも置いてくるといい」

「以前、楊淑妃は誤って国境を越こえて隣りん国ごくの山間を彷徨さまよったことがあった！　探しに行った大人たちは大たい抵ていが亡なくなったが、楊淑妃は信仰心によって妖よう魔まの害を退けている！」

「……それは、華燁国の神仙の加護があるからでしょう。楊淑妃は天宗の血を継いでいる」

「貴様！　愚ぐ弄ろうするのか！」

　尊ぶ者に対する信仰心というものは、道士でも法師でもさほど変わらないようだ。その忠誠心の揺ゆるぎなさは目を瞠みはるばかりだけれど、盲もう目もく過ぎて何も見えなくなる危険を孕はらんでいる。

「危あやうく騙だまされるところだった……この国を滅ほろぼす手伝いをするところだった」

「滅ぼすだなんて！　ただわたくしは！　殺生もよくないのですよ。業を積み重ねることになってしまいます。たとえ相手が妖魔であっても！　民の来世の人生がよりよいものになるように、わたくしは──！」

「来世よりも現世を妖魔に殺されずに過ごしたいよ」

　わたしは立ち上がって伸びをした。

　何も信じずに生きてきたわたしは、何かが欠けた人間だ。だから貴妃にも皇后にもふさわしくないと思っていたけれど、その方が都合が良い場合もあるらしい。

「楊淑しゆく妃ひの方が皇后として相応ふさわしいのであれば、わたしは我が慢まんするべきじゃないかって、陳皇太后を見ていて思ったけれど……わたしがなる方が百倍マシみたいだから、悪いけれどあなたの立后は全力で阻そ止しさせてもらう」

「もはや手て遅おくれだ！　根回しは済んでいる。謀む反ほん未み遂すいにより失意の底に落ち、嘆なげく祖そ霊れいを慰なぐさめるために、重臣たちから楊淑妃の立后が提案される！」

　真義が怒ど鳴なる。状じよう況きようを教えてくれて助かった。

「早ければ明日の朝ちよう衙がか……それじゃ、急がないと」

「何をしても手遅れだというのに。せいぜいあがくといいさ！」

「楊淑妃のことが好きなら朔耀様との結けつ婚こんを唆そそのかすようなことはやめたら？」

「俺はそのように不敬な感情など抱いだいていない！」

　真義が叫さけぶと楊淑妃が小刻みに肩かたを震ふるわせた。気の毒なのは楊淑妃だ。

　わたしも朔耀様もお義兄ちゃんも陳皇太后も真義も、彼女に酷ひどいことばかりしている。

「楊淑妃、真義の血筋は神しん仙せんに加護された貴重なものだよ。彼を婿むこにしてあなたがこの国に繫つなぎとめてくれないかな？」

「ひゃ!?　いえっ、わたくしは！」

「まあ、わたしが皇后になった暁あかつきには考えてみて」

　彼女の心は真義の上にあり、朔耀様にはない。それだけで随ずい分ぶんと気が楽になる。

　わたしが部屋を出ると、取り押さえられていたお義兄にいちゃんが解放された。

　転がるように駆かけ寄ってきたお義兄ちゃんを宥なだめると、わたしは黒晶宮を出ていった。







[image: 第五章　回り道はよしなに]

　一晩かけていくつもの物を天てん秤びんにかけた。

　朔耀様の命、華燁国の存続、黎耀様の気持ち、陳皇太后の危険。

　わたしが出した決断はあっさりと受け入れられた。白恵顕が受け入れたのは特に驚いた。

　でも考えてみれば、元よりわたしの望みによって今の状態が保たれているのだ。

　わたしが望めばいつでも均きん衡こうは崩くずされ得る。

「余としては譲じよう位いでも構わないが、いくつか問題があるのが気にかかる。もう少し翡翠の地位が盤ばん石じやくとなってからの方が良いのではないかと思うが、事ここに至っては致いたし方ない。そなたもそう思うであろう？　なあ、琅玄」

「はい、おっしゃる通りです朔耀様」

「朔耀様、ごめんなさい。もしかしたら今後、危ない目に遭あうかもしれないけれど──どうしてこんなことになったのかなー。ねえお義兄ちゃん？」

「ごめんなさい翡翠さん。もう勝手な真ま似ねはしません」

「万が一の時には翡翠に即そく位いしてもらい、余は後宮に入るしかあるまい」

「でも朔耀様、後宮に入るのは嫌いやなんだよね？」

「余以外の男がいないのであれば耐たえられるかもしれぬ……」

　うぐぐ、と唸うなる朔耀様の目は据すわっていて、口はひん曲がっている。

　もの凄すごく嫌だって顔が言っているよ、朔耀様。思わず笑っちゃいそうだった。

　わたしの緊きん張ちようをほぐそうとしたのだとしたら、思いきり成功している。

　お義兄ちゃんの萎しおれた姿も相まって、笑い出すのを堪こらえる方にこそ苦労しそうだ。

　これから大朝会が行われる。朔耀様の命令で、緊きん急きゆうで開かれることとなった。

　わたしたちは太たい極ごく殿でんの殿上に張られた垂れ幕の裏にいる。

　殿でん下かには百官の他ほかに、妃きさきたちも呼ばれていた。居並ぶ妃たちの中には楊淑妃の姿もあり、その眼まな差ざしは空の殿上に設しつらえられた二つの豪ごう奢しやな椅い子すに油断なく向けられている。

「朔耀様、楊淑妃との婚こん姻いんの邪じや魔まをしちゃうけど、本当に良いんだね？」

「何を馬ば鹿かなことを言っている。余はそなたを好いていると言っているだろう」

「それ以前に国教を南方教などという戯たわけた教義に変えようとしている者を国母になどできるはずがないでしょう……！」

　白恵顕は珍めずらしく一息で言った。白恵顕がわたしの提案を容いれたのはそれも理由なんだろう。

　謀む反ほんの罪によって獄ごくに繫がれていた大勢の罪人も居並んでいる。陳皇太后もだ。

　あと来ていないのは、大長公主だけだ。

　大勢の官かん吏りや大臣の何人かは、大長公主による根回しを受けている。

　通常の朝衙が行われていれば朔耀様に楊淑妃の立后を進言するつもりだっただろう。

　悪いけれどその予定は潰つぶさせてもらう。

「──大長公主、ただいまいらしたようです」

　お義兄ちゃんが低く抑おさえた声で告げる。

　不ふ機き嫌げんというか、無気力というか。色々ありすぎて心が追いつかないでいるようだ。

　そっとしておくしかないかなと思っている。大体が、お義兄ちゃんの自じ業ごう自得だし。

「それじゃ、色瑠る璃りを外すから少し待ってね」

　目に指の腹で触ふれると、入れていた薄うすい瑠璃が張りついた。

　それを両目から外してお義兄ちゃんに渡わたし、瞬またたきをする。

「久しぶりに世界がはっきりして見える」

「……うむ。そなたの瞳ひとみは今日も目ま映ばゆく輝かがやいているな」

　朔耀様に褒ほめられて、嬉うれしい。そう思うと側に控ひかえている白恵顕とお義兄ちゃんが目を僅わずかに見開いた。きっと炎ほのおがより大きく輝いたのだろう。

　この炎がわたしの感情に反応することは、陳家の瞳の話を聞く前から知っていた。

「それでは余は先にゆく」

「いってらっしゃい、朔耀様」

　朔耀様と、それに続き白恵顕が垂れ幕の切れ目から出ていく。

　皇こう帝ていの玉座に座る朔耀様に大長公主が近づいていって礼をした。

「急にお呼びだてをしてしまいすまない、叔お母ば上うえ。だが是ぜ非ひとも叔母上に相談したいことがあって来ていただいたのだ」

「もしかして、立后に関することではありませんか？」

「仰おつしやるとおり」

　文武百官がざわつくけれど、皇帝と大長公主の会話を遮さえぎる者はいない。

「まあ、素す敵てきね。相手は一体どんな方？」

　恐おそらくだけれど、大長公主は相手を楊淑妃だと思っていたのだと思う。

　だから軽かろやかに受け答えたのだ。

「神仙から賜たまわった娘むすめだ。──翡翠、ここへ」

　案の定、大長公主は表情を消した。

　彼女は垂れ幕の裏から出てきたわたしを野の良ら犬いぬでも見るような目で見ていた。

　悲しいけれど、わたしはそれを表情には出さない。

　表現する感情は選ばねばならないのだと、わたしは学んだのだ。

　俯うつむいて殿上の端はしまで出てきたわたしを見て、人々はざわめいていた。

　同意、賛成、そんなものはない。何な故ぜ？　理由は？　反対、失しつし笑よう──理解している。わたしは様々な点において貴妃にすら相応ふさわしくないのに、それが立后するという。

　何か理由があると考えるのが自然だ。みんな、それが何なのかを考え隣となりの人間と話し合っている。彼らの注目が集まるのを待った。

　誰だれもがわたしに視線を向けるのを十分に待ってから、顔を上げた。

「──ああ」

　前列の人々は気づいたのか、嘆たんじた。どういう感情によるものなのだろうか。

　後列の人々にも気づかせなくてはならない。わたしの瞳の中の炎を。

　五ご彩さいの炎がわたしの感情に反応するのは知っている。

　けれど、全すべての感情によって燃えるわけではなかった。

　おおよそ星宿を背負う者に相応ふさわしくない感情に対しては反応が鈍にぶい。

　それでも、全くなくなるわけではないけれども。

　この炎は皇帝として相応しい感情を抱いだいた時に激しく燃え上がる。

　たとえば──ああ悔くやしい！

　初見で官かん吏りたちに認められなかったことが、とても悔しい。

　どうしたらふさわしくなれるのだろう。彼らは何を求めているのだろう？

　彼らの気持ちを知りたい。彼らの故郷を、家族を、わたしの民たみを守るために──。

　火花が頰ほおのあたりに飛び散った。皇帝に相応しい感情というのは、こんなものでもいい。

　恐らく、より多くの人間に対して感情を抱いた時に、燃え方が強まるのだと思う。

　よく見えるのに色いろ鮮あざやかに燃えている。流石さすがに神しん仙せんが賜った炎の不思議さだ。

「即位十周年の記念式典の折、神仙が余の十年に亘わたる忠節に褒ほう美びを賜った」

　何かを思いだしたように声をあげる者たちがいる。恐らく道士たちだ。

　朔耀様がわたしを妃に据える際、わたしを神仙からの賜りものだと口にした。

　まだわたしも朔耀様も、神仙の試練が絡からんでいるなんて知らなかった時でさえ、道士たちはそう言えばわたしの貴妃への冊さく立りつを許した。決定に関かかわったのは神仙門下省の道士たちだ。

　噂うわさは内ない侍じ省の道士たちにも流れていた。

　けれど、これまでは噂を知るのは道士たちがほとんどだった。

「名は翡翠。神仙の色たる青、赤、黄、白、黒の五彩に燃える瞳が証しよう拠こである」

「なんと……」

　宮きゆう殿でんのあちこちから溜ため息が零こぼれる。恍こう惚こつとした眼差しがいくつも突つき刺ささった。

　重臣の中に道士は少なく、大長公主が手を回した重臣に道士はいない。

　しかし、華燁国の官吏全体で見ると、半数ほどが道士だ。

　道士でなくともほとんどが神仙を信しん奉ぽうする信しん仰こうに篤あつい信者なのだ。ほんの一部を除いて。

「それは裴貴妃本人が手品だと看破した技わざではありませんか！」

　怒ど号ごうを上げたのは、神仙への疑問を口にして憚はばからない男、玄家当主の兵ひよう部ぶ尚しよう書しよだ。

「玄兵部尚書よ、そなたは瞳の中に金属の粉を入れて燃やせるのか？」

「うっ、それはいささか難しく」

「難しいどころか無理だろ親おや父じ！」

　あ、今の声は良りよう徐じよだ。兵部尚書の息むす子こで今年の科挙に及きゆう第だいした進士だ。

　以前わたしがまだこの国を逃にげ出すか迷っていた頃ころ、後宮の外まで出たところで遭そう遇ぐうした。一人肝きも試だめしをする大の怪かい談だん嫌ぎらいという謎なぞに満ちた同い年くらいの男だ。

　結構前の方にいたらしく、声がすぐ側から聞こえた。

　探してそちらを見やったら「ひぅっ」と妙みような声を出して俯いた。

　兵部尚書の方も見やると、そちらは全てを見み抜ぬこうと言わんばかりの険しい目つきでわたしを半ば睨にらんでいた。まあ、そういう風に猜さい疑ぎ心しんを抱く人間がいるのはいいことだ。

　むしろ、わたしは一いつ瞬しゆんにして陶とう然ぜんとしてしまった人たちの方が恐ろしい。

「翡翠、こちらへ」

　朔耀様に促うながされ、わたしは宝石の鏤ちりばめられた椅い子すに座った。

　そこは皇帝である朔耀様の隣の席、皇后の座るべき椅子だった。

　反対の声は、上がらない。

「余は神仙より賜った娘を皇后に迎むかえたいと考えている。如何いかが？」

「それは──」

　やっと誰かが抗こう議ぎの声をあげようとした。あまりに急だし一方的で、朝ちよう衙がを通してすらいない。それが普ふ通つうで健全だ。けれど誰かの抗議はあっという間に押し潰された。

「神仙に賜りし皇后陛下に！　万歳！」

「どうか裴貴き妃ひを皇后にお迎えくださいませ！　万歳万歳万々歳！」

「大華燁国皇帝陛下万歳！　裴皇后陛下万歳！」

　わたしを受け入れる人々の怒号のような声に、身み震ぶるいする。

　彼らに迎え入れられ、わたしはすんなりと皇后の地位に収まるだろう。

　初めからこうすれば良かった？　まさか、とてもそうは思えない。

　彼らはわたしの何気ない望みを掬すくい上げて、勝手に叶かなえようとする人たちだ。

　知らないままこの場所に座っていたら、暴走するのはお義兄にいちゃんだけではなかった。

　恐ろしいことが次々に起き、その多くは二度と取り返しがつかなかっただろう。

　以前ならこんなこと、想像すらできなかった。

　わたしは自分が彼らに見られているということを、常に理解しなければならない。

「おおっ」

　どよめきがあがる。きっとまたわたしの瞳ひとみの炎が輝かがやきを増したのだ。

　わたしは今、何を考えたっけ？　……きっと多くの人々のことを考えたのだろう。

　以前白恵顕に言われてもよくわからなかった、民というもののことを考えている時、わたしの瞳は何より輝きを増すようだった。
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　舞ぶ台たいから降り垂れ幕の裏側に引っ込んだ後には、控えている侍じ従じゆうたちの態度が変わっていた。

　熱っぽい眼まな差ざしに辟へき易えきしながら目を合わせないよう顎あごを引いて前を向き続けていた。

　けれど、朔耀様の方からも、妙に熱い視線が突き刺さる気がして無視できなかった。

「あの、やっぱりわたしなんかがわーわー言われてるの、朔耀様的にあんまり面おも白しろくなかったりするかな……？」

「そのような意図でそなたを見ていたわけではない」

　朔耀様は軽やかに笑った。

「ただ、昔を思い出していたのだ。異国の宮きゆう廷ていへやってきて、皇こう帝ていの前に引き出されたにもかかわらず、まるでそれを感じていない様子で絨じゆう緞たんを歩いてきた翡翠の姿を」

「それって無知で、かしこまるべきだって知らなかっただけだからね」

「ああ、そうなのだろう。だが余の目には、そなたは鮮あざやかに映ったのだぞ」

　今のわたしも、どうやら朔耀様の目には鮮やかに映っているらしい。

　道士たちを掌しよう握あくするために、できるだけ偉えらそうに見せる作戦なのでそういう風にしているだけなのだけれど、朔耀様はそんなわたしの姿が見ていて楽しくて仕方ないようだ。

　わたしの方を笑顔で見つめている朔耀様が柱にぶつかったりしないよう袖そでを引いて歩く。

　向かう先は甘かん露ろ殿でんだ。

「そなたには束そく縛ばくなど似合わないな……余の影かげに収まらず、堂々としている姿が麗うるわしい」

「いやいや、わたしはこれからも皇帝である朔耀様の側にぴったり収まっている予定だから、よろしくね！」

「翡翠が己おのれの意思で羽を休める宿り木になれるのであればこれほどの幸福はない……昔の余はそう思っていたのだが、翡翠はどうだか。余を置いて逃げ出そうとしていたのだものな？」

「うっ……今それを言われると弱いんだけど。でも仕方ないじゃん？　あの頃は別に朔耀様に恋れん愛あい感情を持ってるっていうこともなかったし」

「うぐっ。そなた、まさかそれをはっきり言われるとは思わなんだぞ」

「だって、あの頃の朔耀様って十歳でしょ。そういう感情の対象じゃないから」

「対象ではない……だと……ッ!?」

「いやいやいや。可愛かわいい子だなとは思っていたよ！　だから逃げ出しそびれたんだし！」

　悶もだえ苦しむ朔耀様に慌あわてて弁解する。

　すると、朔耀様はぴたりと胸を押さえて身を捩よじるのをやめた。

「全く恋こいというものは落ちた方が負けるものよ。余はそなたにだけは敵かなうまい」

「わたしだって、今ならかなりいい線いくと思うな。気持ちで朔耀様に負けているとは思えないよ。だってすごく嫉しつ妬としたし！」

「そなたの場合は相手が多いのでそのような気がするだけだ。嫉妬ならば余とてしている。玄良徐に対して抱いだいている感情など憎ぞう悪おと言って良い。翡翠に馴なれるあやつがそなたを本気で男と信じているが故ゆえに許さなくてはならぬと感じるだけだからな」

「えっ良徐のことなんてどうでもいいのに」

「気安い仲であるのも羨うらやましいな！　もう一人、黎耀についても余は危機感を覚えている」

「だから、十歳は対象じゃないんだってば！」

「ぐはっ」

「今のは黎耀様相手に言ったことなんだから、朔耀様が傷つかないでよ!?」

　でも言われてみれば、お互たがいに好きだとは言っているけれど、最初に好きになったのは十年前、朔耀様の方なのかもしれない。

　わたしが好きになったのは、十年後、朔耀様の後なのだ。

　わたしを待っていてくれた朔耀様に恋をした。

　もしかして、恋の勝負というやつでは、本当にわたしが勝っているのかもしれない。

　……不思議と力が湧わいてきて、緊きん張ちようもなくなっていく。

　甘露殿の廊ろう下かを行く。目的地は朔耀様の執しつ務む室だ。

「もうひと勝負、勝てるかな？」

「勝つまで挑ちよう戦せんすればよい。対戦相手は逃げぬのだからな」

　朔耀様の方は相手が身内だから気楽だよね。

　恋こい人びとの身内に、全く相手にされていないわたしとしては大緊張だ。

　今度こそ上手うまく挨あい拶さつをしたい。お話をしたい。わかり合って、意気投合したい……。

「大長公主殿でん下か、失礼します」

　執務室まで着くと、自ら声をかけた。扉とびらは侍従が開ける。中へ入った。

　朔耀様の呼び出しを受けて甘露殿の執務室に待たされていたのは、わたしが家族になりたい人の家族だった。
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「裴貴妃は陳家の親しん戚せきの方だったのですね」

　わたしたちが中に入り扉を閉めるや、大長公主は投げやりな声こわ音ねで言う。

　やつれたような表情だった。疲つかれ切っていた。

「隠かくさなくてもいいのですよ。わらわは陳家の秘密を存じていますもの。……まさか陳家の遠えん戚せきを朔耀様が迎え入れているとは思いませんでしたよ。怨おん敵てきと言ってもよいでしょうに」

　陳家の人間の瞳が感情の高ぶりによって輝くのを知っているらしい。

　勘かん違ちがいされるのであれば、それでもよかった。

　むしろ陳家という例があるからこそ、わたしは瞳を晒さらす決断をした。他ほかに例がなければ神しん仙せんの試練を受けたと露ろ見けんしてしまう危険がある。

　けれど陳家がいてくれるから、万が一の時にはいくらでもごまかしが利きく。

　大長公主は椅子に座りながら疲れたように笑った。

「ああ、何もかもがおしまいね。長い時間を費ついやした用意も、何もかも、無む駄だになった……」

　彼女は天を仰あおいで図形を組み合わせた美しい藻そう井せいを見上げた。

　大朝会は無事に終わった。むしろ無事に終わったことを問題に感じるほどに。

「お招きいただいた理由をお聞かせ願ってもよろしゅうございますか？　陛下」

　大長公主の問いに、朔耀様は頷うなずいた。

「まずは事前に連れん絡らくもせずこのような発表となったこと、叔お母ば上うえには申し訳なく思っている」

「陛下のなさることですもの……申し訳ないだなんて思う必要はございませんわ」

「この国を南方道士のものにするわけにはいきませんでしたので」

「……あなたのためなのですけれどね、陛下」

　大長公主は切なく微笑ほほえんだ。

「裴貴き妃ひ、あなたと話したいのですけれど、いいかしら？」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

「まあ、ふふ……しばらくわらわの話を聞いてくださいね」

　かしこまるわたしを見て大長公主は笑った。その笑みが思いの外優やさしくて、内心驚きよう愕がくした。

　大長公主は遠い目をして、遠い過去の出来事を思い出そうと努めていたから、わたしの驚愕になんて気づかない様子で口火を切った。

「お兄様はお可か哀わい想そうな方でした。みな、兄弟を皆みな殺ごろしにした恐おそろしい人だと思っているけれど、お兄様は知らなかったのですよ、実際に玉座に就ついてみるまでは……誰だれもその血に神祖の血が受け継つがれていないなど、夢にも思っていなかったのです」

　それなのに、生きたままの退位は許されない。

　退位する時は死ぬ時だ。あまりにも惨むごい話だと思う。

「驚おどろいていないということは、ご存じなのですね、裴貴妃？」

　わたしは無言で頷いた。大長公主は頷き返すと、わたしの後ろを見やった。

　そこには白恵顕がいる。彼女は悍おぞましいものを見てしまったかのように目を背そむけた。

「お兄様は生きるために兄弟を殺害するしか方法がなかったのです……齋侍じ中ちゆうに気づかれる前に。齋道士はご存じかしら？　裴貴妃……前代の侍中です」

「今は天皇華の号を得て先せん帝ていの廟びように眠ねむる道士ですね」

「よくご存じね。とても酷ひどい方だったわ。長男であるお兄様を支え、励はげまして皇帝の地位につけた……お兄様は臆おく病びような方だったのに……即そく位いに乗り気ではなかったのに」

　大長公主の美しく白い頰ほおにぽろりと涙なみだが転がっていく。

「無理やり皇帝の地位に就けておいて……ふさわしくないのではないか、他の兄弟たちを皇位に就けた方がよいのではないかと齋侍中が言い出した時、お兄様がどれだけ傷付いたかおわかりになるかしら？」

　その掌てのひら返がえしがどれだけ残ざん酷こくか、わたしも白恵顕やお義兄にいちゃんの姿を見ていたから想像はつく。何の容よう赦しやもなかっただろう。

「物心ついた時からずっと自分の側にいた道士の裏切りに、傷付いたお兄様は我が身を脅おびやかし得る兄弟を皆殺しにしたのですよ……何もかも道士たちのせい」

　大長公主は道士を恨うらんでいる。道士そのもののあり方について疑問を抱いてすらいる。

「わらわは今度こそ守りたかった……白侍中の手から陛下を、そして黎耀様。わらわの甥おいたちを守るには、道士を今の地位から追うのが最もよいと思ったの」

「そんなことをしたら、華燁国が神仙の加護を失うとは思わなかったんですか？」

「失っても構わないと思ったのですよ。可愛い甥たちが生きてくれるのなら」

「なんと……」

　思わずといった様子で声が漏もれた白恵顕を、大長公主は冷たい目で串くし刺ざしした。

「華燁国のためなら人の情を捨てられる鬼き畜ちくの道士にはわからないでしょうね。わらわにとってお兄様亡き後の華燁国など滅ほろびたも同然です。何の意味もない……わらわはそう思ったけれど、あなたはどうかしら、裴貴妃？」

「わ、わたしも……同じ気持ちです」

「同じ？　そうは思えないわ。お兄様を失った時、わらわは死にたかった。けれど二人の甥を守るために今日まで生きながらえてきました。わらわに取り得る最善の策を練りながら……けれどそれは今日潰えてしまったわ。あなたが道士たちの支持を一身に受けながら皇后になると決まったからよ。そんなあなたの気持ちがわらわと同じ？」

「同じなんです……本当に、驚きました」

「あなたにも陛下と黎耀様を守ろうという気持ちがあるというの？　わらわの計画を潰つぶして皇后になろうというのよ。今後はあなたが守らなければならないのよ。わかっているの？」

　朔耀様の叔お母ば様が、朔耀様を守れるのかとわたしに問う。

　涙が溢あふれてきた。嬉うれしくて、嬉しくてたまらなかった。だって大長公主は朔耀様のために懸けん命めいに力を振ふり絞しぼっていたのだ。

　初めこの人に選ばれなかったことなんて些さ細さいな問題だと思えた。

　朔耀様個人を思ってくれる人を、この国で初めて見つけた喜びに水をさすほどじゃない。

「道士というのは恐ろしい生き物よ。そこにいる白恵顕なんて、第一皇おう子じの楽耀様が赤子の頃ころからお仕えしていたのに、その身体からだに流れる加護が即位に不足していると知ると、情なさけ容赦なく裏切ったわ」

「はい、白恵顕がそういう人間なのはよく知っています」

「道士の恐ろしい魔まの手から、陛下と黎耀様を守れるというの？　黎耀様はともかく、陛下は万が一帝てい位いを継ぐべきと道士が思うような人間が現れたら殺されてしまうの！　わらわは、もう手がないのよ。どうしたらいいのかわからないの。あなたに邪じや魔まされてしまったからよ。わらわの可愛い甥たちのために何ができるのか、知っているのなら教えてちょうだい！」

　取り乱してわたしを責めるように見つめる大長公主が愛いとおしかった。

　朔耀様を心配している人だから。朔耀様に課せられた運命を許せていない人だから。

　この人は、わたしの仲間だ。

「朔耀様が殺されることはありません、大長公主殿下」

「どうしてそう言いきれるの！」

「わたしは、白恵顕と琅玄お義兄ちゃんを脅おどしました。もしも朔耀様を殺したら、この国を滅ぼすと。わたしも大長公主と同じです。朔耀様がいないのであれば、華燁国は滅びたも同然だと考えます」

「……あなた、その目、まさか」

「朔耀様を守ります。必ずや」

　大長公主が冬の空のように美しい灰色の目を瞠みはる。

　熱い火に触ふれて溶とける雪のように、その瞳ひとみが潤うるんでいく。

「ああ……わらわはもう、一人ではないのね」

「わたしがいます、殿でん下か。だからどうか朔耀様をわたしにください」

「ええ、どうか陛下を守ってあげてね……黎耀様も、お願いね」

　お互たがいに手を伸のばし合い、指先に触れ、指を絡からめ、手を握にぎりしめながら固く抱だき合った。

　きっとわたしの抱いだく秘密にも触れただろうけれど、彼女は何も言わなかった。

　わたしの軽けい率そつなふるまいを見ていた朔耀様も、止めなかった。

　やがて抱き合って泣き出したわたしたちを、ただ優しく見つめてくれていた。
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　百官からの願い出を受ける形で、朔耀様が詔しよう令れいを下しわたしの立后を取り決めた。

　その用意には信じられないほどの時間がかけられた。

　詔令が出てから二ヶ月後の十一月一日に冊后の儀ぎ式しきが行われた。

　本来後宮の宮城で密ひそやかに行われるはずのものらしい。けれど、百官の、主に道士や信しん仰こうに篤あつい者たちの嘆たん願がんで太極宮にて盛大に行われることとなった。

「うう、痛い、愛賢けん妃ひ、頭が痛い……！」

「ぎゅうぎゅうにひっつめましたものね。今日一日我が慢まんしていただければいいだけですわ。晴れの舞ぶ台たいなのですから、頑がん張ばってくださいませ！」

　鳳ほう凰おうが羽を広げたような形の鳳ほう髻けいに結ゆいあげた髪かみに十二本の花飾りが挿さされている。

　青い絹の深しん衣いに金の留め金の革かく帯たいを締しめたわたしを見て、愛賢妃は溜ため息を吐ついた。

「美しいですわ、裴貴妃」

「そういうのいいから」

「本気で思っているんですわよ」

「いい加減、わたしのことをどう思っているのか教えてくれない？」

「そうですわね……初めどう思っていたのかはお伝えしたことがありませんわね」

　彼女はこの夏、伯お父じに命を狙ねらわれた。

　自らの身を守るために、伯父に不ふ審しんに思われない理由で宮きゆう殿でんを移る必要があった。

　わたしのことが好きになってしまったからなんてことをあの時には言っていたけれど、本心なわけない。

「わたしの方が世よ継つぎを儲もうけそうとはいっても、あの頃皇后になりそうだったのは楊淑妃の方だと思っていたでしょう？」

「まあ、そこは……楊淑妃よりも裴貴妃の方が単純で考えていることがわかりやすくて扱あつかいやすそうだと思っていましたわね」

「やっぱりそういう理由だった！」

「でも、結果だけ見てみれば大正解でしたわね」

　媚こびを売ろうとする愛賢妃の額を指で弾はじこうとしたら悲鳴を上げて逃にげられた。

　わたし、そんなに力強いかな……？

「翡翠さん、時間だよ」

「ありがと、お義兄ちゃん」

　お義兄ちゃんはにこにこしている。そして、それだけだ。

　自分の不用意な行動でわたしが地面に額を擦り付けたのがよほど辛つらかったらしい。

　余計なことをしないようにと必死だ。必要最低限のことしかやらないし言わない。

　言うくらいだったら別にいいよ？　意い思し疎そ通つうしよう？

　案内されて設しつらえられた壇だん上じようへ向けて階を登る。

　上で待っていたのは中書令。愛賢妃のお父様だ。

　厳いかめしい顔をしたこの人のこと、十年前に見たことがあるような気がする。

　彼は授冊大使として金冊と宝ほう綬じゆをわたしに受け渡わたした。これが皇后の証あかしだ。

　受け取った瞬しゆん間かんから、わたしは皇后となったらしい。

　楽隊により音楽が奏かなでられ、万歳の声が轟とどろき、太たい極ごく殿でんを震ふるわせた。

　わたしの身体まで震わされる気がして、目め眩まいがした。
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　朔耀様が星宿を背負う黒の上じよう衣いに大帯を締め、革帯を垂らし、赤い蔽へい膝しつで裙くん子ずを蔽おおう姿はいつ見ても目が覚めるほど麗うるわしい。

「翡翠、余ばかり見ておらずに、吏たちに目を向けてやるといい。そなたの瞳に燃える炎ほのおを見たくて集まっているのだぞ」

「え？　ああ」

　朔耀様に窘められてしまったから、仕方なく椅い子すに座り直す。するとわたしの前に立っていた官かん吏りが、失礼にならない距きよ離りを保ちながらも好こう奇きに溢れた目でわたしの目を覗のぞき込む。

　今日は立后から三日後、百官の賀を受けていた。わたしの座る椅子のところまで来てお祝いを口にしてくれるのだ。

　一応これが結けつ婚こん式であり披ひ露ろう宴えんだ。わたしの思い描えがいていた華燭の典と違ちがう！

　夜には宴うたげがあり、わたしの想像と似た様子にはなるみたい。

「この度たびは立后おめでとうございます」

「あ、良徐」

「ファッ!?　あのまさか名前をご存じだとは思わなくてうへへ……失礼致いたします！」

　百面相をしながら逃げていった。残されたわたしはぽかんである。

「……どうしたのあいつ」

「そなたと初めて話したので舞まい上がったのであろう」

　これまで良徐と何度も話している。けれど、あれは全部わたしのことを男だと思っていたんだっけ。それで面おも白しろい反応をしてくれたらしい。

「裴貴妃、いえ、裴皇后陛下……おめでとうございます」

「黎耀様、いらしてくれていたんですね」

　わたしに声をかけてくれた恰かつ好こうのまま、黎耀様は固まっていた。

　そのまま、無言でぽろぽろと涙なみだを零こぼし始めた。

　涙を堪こらえてなんとか口にした祝いの言葉だったようだ。

「この度は……本当に、ありがとうございます。立后の大たい赦しやとはいえ、母上様まで許していただけるとは思っていませんでした……」

「そなたが領地へ連れていくことが条件だぞ、黎耀」

「はい！　必ず母上様を監かん督とくいたします。母上様は、周りに唆そそのかすような人間さえいなければ何もできない人だから、もう大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　陳皇太后は投とう獄ごくされていたけれど、恩おん赦しやにより釈しやく放ほうされた。

　わたしの立后を記念して多くの者たちが罪を許されたのだ。

　わたしが瞳の炎のお披ひ露ろ目めをしなければ、きっと許されなかっただろう。けれど、陳皇太后に魅み了りようされるような種類の者たちは、より強く輝かがやくわたしの瞳に夢中だ。

　だから、陳皇太后は真実無力で安全と考えてよかった。

　黎耀様の喜ぶ顔を見ていたら、この選せん択たくをとって良かったと心から思う。

「……翡翠姉上様、お幸せにおなりください」

「あねうえ！」

「ふふ……はい、朔耀兄上様とご結婚されるから、姉上様です」

「ふわあ、朔耀様、あねうえだって！」

「嬉うれしいのはわかったのであまり黎耀と微笑ほほえみあわぬように」

　黎耀様と一いつ緒しよに朔耀様の嫉しつ妬とをひとしきり笑うと、黎耀様は下がっていった。

　その先には愛兵部もいた。わたしたちの視線を感じたのか、遠くから拱きよう手しゆして見せた。お祝いは言ってくれないらしい。恩赦を受けたとはいえ彼も気まずいのだろうか。

　愛兵部と合流し歩き出した黎耀様の足取りは弾はずむようだった。これから陳皇太后のところへ戻もどるのだろう。色々あったけれど、彼らの幸せを率そつ直ちよくに願えた。

「翡翠、楊淑妃と愛賢妃のことはよいのか？」

「後宮に置いておいてって意味なら、もういいよ」

「……我が事であれば嫌いやだがな」

「愛賢妃はもういてくれないと困るんだよね。完全に後宮の運営事務を担になう秘書みたいになってるよ。楊淑妃のことは守るために後宮に入れたんでしょう？　わたし、朔耀様の再従姉弟はとこをこれからも守り続けていきたいって思ってる。楊淑妃自身が後宮から出たいと思っていて、尚なお且かつ彼女を守ってくれる人が現れるまではね」

　愛賢妃は、自分たちがいなくなっても次が来るだけだからと、安全な自分たちを妃に据すえておくのがおすすめだとか言っていた。居残りたくて必死である。

「後は二人の意思に任せるよ。朔耀様は渡さないけど」

「余もそなたを誰だれにも渡さぬ」
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　椅子に座ったまま、お互たがい手を伸のばし合って指先で触ふれあった。

　すぐに次の人が祝いを言いに来てくれたから微笑んで受け入れる。

　自分が皇后にふさわしいだなんて、未いまだ口が裂さけても言えない。

　けれど皇后として必要な資質を何一つ身に備えていないわけでもない。

　上に立つ人間は、逃げてはいけない。

　たとえどんなに辛いことがあろうとも、何かを信じることに心を逃がしてはいけないのだ。

　わたしなら、ちょうど孤こ独どくに慣れている。恐おそらくは楊淑妃よりはマシだろう。

　何しろわたしは母様を失っても神しん仙せんには縋すがらなかった。母様には縋ったけれど、それだけだ。

　神仏に心のよりどころを求めることが、悪いことだとは思わない。でも──。

「緑閃華国だけじゃなく、他ほかの国も騒さわがしくなりそう……」

　西の空から流れてくる雲を見上げた。

　この世には神仙の加護が四つある。既すでにそのうちの二つは華燁国が手に収めたのだ。

　誰もが華燁国を羨うらやむだろう。この国が手にするものをほしがって手を伸ばすに違いない。

　その手から華燁国を守らなければならない。

　朔耀様と共に、わたしならば逃げずに立ち向かえる。

　時には朔耀様に縋ってしまうかもしれないけれど、朔耀様もまたわたしに縋れるように、この地に太い根を下ろそう。

　自由に飛び立つ翼つばさを失おうとも、朔耀様が倒たおれないように支えられる枝さえあれば構わない。

　もう二度と朔耀様から逃げないと、神仙の御ご前ぜんで華か燭しよくに誓ちかったのだ。








あとがき









　お手にとっていただきましてありがとうございます。

　皆みな様さまのおかげでこうして二巻目にまたお会いすることができました。

　前巻のあとがきにて書きたいとお伝えしていた白はく恵けい顕けんの発言力の源泉についても今回書くことができました。読者の皆様のおかげです。

　今回のお話は、主人公の翡ひ翠すいがもう少し賢かしこく、あるいは愚おろかで、または寂さみしがりで、もしくは強ごう欲よくで、もっと普ふ通つうの人間的だったなら、起きるかもしれなかった未来を示し唆さするお話です。

　結局のところは翡翠が翡翠であったおかげで、最悪の未来は回かい避ひされました。

　最短ルートこそが一番難易度の高いルートというのはよくあることで、もし翡翠があらゆる面において優れた人間であればそのルートを選んでしまって構わなかったのだと思います。

　けれど昔の偉えらい人も急がば回れと言っていますし、普通の人間は回り道をした方が結局は早く目的地に着いたりするのでしょうね。私も回り道をした方がよさそうです。




　今回もまた、たくさんの方にお世話をおかけいたしました。

　中ちゆう華か風ふうのお話ということで雰ふん囲い気きを摑つかむために中国の故事などを読んでいると、血なまぐさい描びよう写しやがとても多く（血だけならまだしも、私が参考に選んだ時代の女性たちの人間関係が凄すさまじく、残ざん酷こく描びよう写しやもとても多かった）それに引きずられ内容が殺さつ伐ばつとしてしまいました。

　担当様にカンナやヤスリをかけていただき、なんとか触ふれても読者の皆様が怪け我がをしないように角をとることができたと思います。途と中ちゆうわけがわからなくなりのたうち回った私を優しく励はげましてくださりありがとうございます。

　深み山やまキリ先生、今回もまた美しいイラストをありがとうございます。

　華はなやかな衣装と戦うヒロインの取り合わせは大変美しく躍やく動どう感があり、瞼まぶたの裏にいくつものシーンが鮮あざやかに浮うかんで参りました。私は物語を書く時にあまり具体的な映像を思い描えがかないので、深山キリ先生が描いてくださる絵だけが頼たよりで、私の頭の中に思い浮かぶものの全てです。とても美しいヒロインと麗うるわしいヒーローをありがとうございます。




　本書の制作に携たずさわってくださった全ての皆様、読者の皆様、またあらゆる形で関わってくださった方々へ、心よりお礼申し上げます。





山やま崎さき里り佳か


















電子書籍特典　書き下ろし短編







「朔さく耀よう様かっこいい！」

　翡ひ翠すいの声が聞こえて思わず余の気が緩んだ隙を、その男は見逃さなかった。

　玄兵部尚書は余の喉元に木剣の切っ先を突きつける。余はそれ以上動けない。

「参った、余の負けだな。やはり玄兵部尚書は強いな」

「朔耀陛下も中々の腕前ではありますが、やはり日頃の鍛錬が足りませんな」

　玄兵部尚書が巨大な身体を揺さぶるように豪快に笑った。余も笑った。

　先日兵部では不祥事が起きた。その長である兵部尚書も責任を問われる。だが、此度の件について余はこの男を責めるつもりはない。故に親しい姿を宮中の者に見せることで兵部省内の者を慰撫し周囲を牽制するのだ。

「昨今は物騒でございます。至らぬ我が身をお許しいただきたいとは願いませぬ。ですが、陛下と川かわ蟬せみにはもう少々強くなっていただきたく思いますな」

「余はともかく川蟬は──」

「そのようなところで高見の見物をしとらんで、降りてこんかい！　川蟬！　姉の皇后様が危ない目に遭っている時におまえは何をしていたんじゃ。責任はわしにあるがおまえにも義務というものがある。わしが鍛え直してくれるぞ！」

　今回、閲えつ兵へいに興味を持った翡翠を連れてきていた。だが、弟の裴はい川蟬としてだ。

　翡翠がそのまま来るには課題が多い。類い稀に美しく輝く翡翠の瞳に、道士たちが心酔してしまい、翡翠がいると魂が抜けたようになる。その翡翠に自由を与えるのが双子の弟という設定と変装のため目に入れる瑠璃るりだ。

　兵部尚書は高台から見下ろす翡翠の姿に気づいていたようで、声を荒らげ怒鳴りつける。

　翡翠を、というより川蟬を、翡翠の弟として相応ふさわしくあるよう鍛えてやろうという玄兵部尚書なりの親切心なのだが、翡翠は女子だ。優しさとしては伝わらないのではなかろうか。

　逞たくましい武を修めた老人に怒鳴られれば、普通の妃というものは萎い縮しゅくし怯えるものなのだ。

「大丈夫か、川蟬？」

「うん、平気だよ朔耀様。さっきはごめんなさい。わたしが声をかけたから、気が散ったよね？」

「よいのだ。これは訓練なのだからな」

「でも、実戦だったら朔耀様は死んじゃってる……ごめんなさい」

　翡翠は酷ひどく落ち込んだ様子だったが、それは余に対してであった。

「うん？　川蟬は戦場の心得というものをよくわかっておるようじゃな。反省し二度とくり返すことがなければよいのじゃ。必要以上に落ち込む必要はないぞ」

　先程までは怒鳴っていた玄兵部尚書が今度は翡翠を慰めている。

「てっきり皇后様のこともあって天てん狗ぐになっておると思ったのじゃが。鼻っ柱をへし折ってやろうと手ぐすね引いていたのに必要はないようじゃ。まあわしが本気を出したら川蟬、おまえなんぞポキリなんじゃがな。がはは！」

「……ふふっ」

　どこに笑いどころがあったのか余には全くわからなかったが、近頃自己嫌悪の波の激しい翡翠に笑顔を取り戻してくれた。心から礼を言いたい気分である。

「おまえも鍛錬をしていけ、川蟬。相手はわしの息子でよいな？」

「受けてたってやるぜ！」

　いつの間に兵部省の訓練に紛れ込んでいたのか、息子の玄良りょう徐じょが木剣を手に構えている。

「いや、それには及ばない。川蟬の顔に傷でもついたらどうしてくれる」

「がはは！　陛下、川蟬は男ですぞ？」

　男だと頭から信じてくれるそなたのような者のおかげで、翡翠の正体が露見せずに済んでいるのではあるのだがな。実際、男ではない。

「恐いのか？　川蟬。男のくせに陛下に庇かばってもらって逃げるのか！」

「逃げないよ。良徐なんかちょちょいのちょいなんだから！」

　どうして翡翠はやる気を出しているのだろうか。挑発するな、良徐よ。

　そなたらが訓練をさせようとしているのは皇后だ。傷一つつけさせるわけにはいかん。

「川蟬の相手ならば余がする。そなたは下がっていよ、玄家の」

「わっ、朔耀様が相手してくれるの？　頑張るねっ」

　翡翠は何故楽しげなのであろうか。最近構ってやれなかったからか？

　確かにお互い立場ができて忙しくなってしまったものな。

　しかし翡翠と手合わせというのは少し、些いささか、問題があるような……。

「陛下！　……身の程というものを教えては？」

「川蟬くん頑張れ！　世界中が朔耀様の味方をしてもお義兄にいちゃんは君の味方だからねっ！」

　恵けい顕けんと琅ろう玄げんが身勝手に応援を始める。さっさと割り込んできてやめさせてくれ！

「おまえの実力を他のやつらに見せてやれ！」

　玄良徐が更に翡翠を煽あおる。つまり何だ？　ここで翡翠が川蟬としての力を周囲に誇示できれば、川蟬の評判がよくなるという意味か？

　つまり余は翡翠の攻撃をいなしつつ、力を示させてやればいいということか？

「朔耀様、頑張ります！」

　笑顔が引きつってしまう。翡翠を相手に手加減する余裕が余にあるのか？

　この娘は確かに剣の訓練などしたことのない素人である。

　だが強い。生来の膂りょ力りょくが凄まじい。

　しかし、負けられぬ。男の意地というものがある。

「……そなたを可愛く思うが、手加減はせぬぞ」

「うん！　わたし、少しでも朔耀様から学べるように戦うね」

　殊勝な翡翠の言葉に泣きたくなる。翡翠の期待と信頼が重たい。

　だが、余の沽こ券けんに関わるので決して負けるわけにはいかぬ。

　この状況に追い込んだ者たちへの逆襲は後々行うこととして。

　まずは余の可愛い可愛い猛獣ひすいを死にものぐるいで制圧するのだ！



















華か耀よう後こう宮きゆうの花はな嫁よめ




闇やみを裂さいたら、最さい愛あい陛へい下か!?

【電でん子し特とく典てん付つき】
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